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認可

令和３年５月１日現在 
学校法人大東文化学園　

【認可】設置に係る設置計画履行状況報告書

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　作成担当者

　　担当部局（課）名　学務部

　　　　　・大学院設置の場合：「○○大学大学院」

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（旧名称：◇◇学科（平成◇◇年度より学科名称変更））

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて、設置時の旧名称を記載してください。

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　報告書の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

　　　　　・大学院の研究科の専攻の設置等の場合：「○○大学大学院　○○研究科　○○専攻（修士課程）」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　３　大学番号の欄については、調査対象大学等に対して別途発出する、事務連絡「令和３年度の履行状況

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・大学の設置の場合：「○○大学」
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

オオハシ　ヒデイツ ナカゴメ　ヒデキ

大 橋 英 五 中 込 秀 樹

（平成２７年６月３０日） （平成３０年６月３０日）

カドワキ　ヒロフミ ナイトウ　ジロウ

門 脇 廣 文 内 藤 二 郎

（平成２９年４月１日） （令和２年４月１日）

カツマタ　ヒロム スズキ　アキラ

勝 又 　宏 鈴 木　明

（平成２９年４月１日） （平成31年４月１日）

ミヤギ　オサム

宮 城　修

（令和３年４月１日）

スギモリ　ヒロキ

杉 森　裕 樹

（平成３０年４月１日）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）令和２年度に報告済の内容　→（２）

　　　　　　令和３年度に報告する内容　→（３）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　　記入してください。

　　　・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

　　　　ください。

理 事 長

（４） 管理運営組織

学科長等

任期満了による改選（元）

学　　長

職　　名

任期満了による改選（２）

学 部 長

 任期満了による改選（31）

 任期満了による改選（３）

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人大東文化学園

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　大東文化大学

　　　　埼玉県東松山市岩殿５６０

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

　　　〒３５５－８５０１

（３） 調査対象大学等の位置
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（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。
　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」）のほか、それらのコースや専攻単位でも記載してください。
　　　　その場合別ファイルを作成し提出してください。
　　　・　様式は、平成２９年度開設の４年制の学科の完成年度を越えて報告する場合（令和２年度までの５年間）ですが、
　　　　完成年度を越えていない場合は修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が４年以下の場合には欄を削除し、
　　　　５年以上の場合には、欄を設けてください。）

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により、我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　に報告書を作成してください。

スポーツ・
健康科学部
　看護学科
学士（看護学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

100人 0人 100人 0人 100人 0人 100人 0人

653 0 532 0 558 0 551 0

( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - )

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

600 0 495 0 511 0 524 0

( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - )

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

188 0 210 0 279 0 255 0

( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - )

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

110 0 90 0 108 0 104 0

( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - )

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]
入学定員超過率

Ｂ／Ａ

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には、((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他を合計した入学定員、入学者数で算出して

　　　　ください。なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。なお、完成年度を越えて報告書を提出する大学等は、

　　　　報告年度（令和３年度）から起算した修業年限に相当する期間の入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「開設年度から報告年度までの平均入学定員超過率」は、完成年度を越えて報告書を提出する大学等のみ

　　　　記入してください。完成年度を越えていない場合は「－」を記入してください。

保健衛生学関
係（看護学関

係）

学位又は学科
の分野

設 置 時 の 計 画

修業年限 入学定員

　　　・　基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

調査対象学部等の
名称（学位）

　 　　・　学生募集停止を予定している場合は、「学生募集の停止について」で「新規入学者を募集停止予定」を選択すると
　　　　　ともに、「備考」に「令和○年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。

Ｂ　 入学者数

( - )
Ａ　 入学定員

備　考
学生募集の停
止について

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

―人

　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

（注）・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号

４年 １００人 ―年次 ４００人

編入学定員 収容定員

志願者数

受験者数

合格者数

100

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

平成３０年度

備　　考

100

令和３年度令和元年度 令和２年度
開設年度か
ら報告年度
までの平均
入学定員超

過率

平均入学
定員

超 過 率

1.10

[ - ]

( - ) ( - )

0.90 1.08

[ - ]

100

[ - ]

100

( - )

[ - ]

1.04

―倍1.03倍
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

110 - 92 - 110 - 105 -

[　-　] [　-　] [　-　] [　-　] [　-　] [　-　] [　-　] [　-　]

（ - ） （ - ） （2） （ - ） （2） （ - ） （1） （ - ）

107 - 93 - 113 -

[　-　] [　-　] [　-　] [　-　] [　-　] [　-　]

（ - ） （ - ） （7） （ - ） （8） （ - ）

98 - 82 -

[　-　] [　-　] [　-　] [　-　]

（ - ） （ - ） （ - ） （ - ）

98 -

[　-　] [　-　]

（ - ） （ - ）

　　・令和３年５月１日　公表

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

平成３０年度 令和元年度

（  -  ） (2)

４年次

１年次

２年次

３年次

計

110 199

[  -  ] [  -  ]

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

令和２年度 令和３年度
備　　　　　考

(9)

301

[  -  ] [  -  ]

(9)

398
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

110 人 1 人 平成３０年度 1 人 0 人 他の教育機関への入学・転学（１人）

平成３０年度 3 人 0 人 修学意欲の喪失（2人）、進路変更（1人）

令和元年度 3 人 0 人 家庭の事情（1人）、進路変更（2人）

平成３０年度 3 人 0 人 家庭の事情（1人）、進路変更（2人）

令和元年度 1 人 0 人 家庭の事情（1人）

令和２年度 3 人 0 人 修学意欲の喪失（1人）、家庭の事情（1人）、健康上の理由（1人）

平成２９年度 0 人 0 人

平成３０年度 0 人 0 人

令和元年度 0 人 0 人

令和２年度 0 人 0 人

令和３年度 0 人 0 人

14 人 14 人 0 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　

　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【平成３０年度】

平成３０年度の退学者数（ａ） 1
平成３０年度の在学者数（ｂ） 110

【令和元年度】

令和元年度の退学者数（ａ） 6
令和元年度の在学者数（ｂ） 199

【令和２年度】

令和２年度の退学者数（ａ） 7
令和２年度の在学者数（ｂ） 301

【令和３年度】

令和３年度の退学者数（ａ） 0
令和３年度の在学者数（ｂ） 398

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

平成３０年度

199 6令和元年度

301 7人令和２年度

0.9 ％

3.01 ％

= = 0 ％

2.32 ％=

=

=

=

=

=

合　　計

人

人

人令和３年度 398 人 0

人

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[　]書き）

　　　区　分

対象年度
うち留学生数

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1通 2 7 6 7 7 14 1通 2 7 7 6 7 14

1前 1 3 5 7 7 14 1前 1 3 6 6 7 14

1前 1 1 1前 1 1

1前 1 兼1 1前 1 兼1

- 4 1 0 7 6 7 7 14 1 - 4 1 0 7 7 6 7 14 1

1前 1 1 兼2 1前 1 1 兼2

1後 1 1 兼2 1後 1 1 兼2

2前 1 1 兼2 2前 1 1 兼2

2後 1 1 兼2 2後 1 1 兼2

2前 1 1 2前 1 1

4前 1 1 4前 1 1

- 4 2 0 1 2 - 4 2 0 1 2

1・2
前

1 兼1
1・2
前

1 兼1

1・2
後

1 兼1
1・2
後

1 兼1

1・2
前

1 兼1
1・2
前

1 兼1

1・2
後

1 兼1
1・2
後

1 兼1

1・2
前

1 兼1
1・2
前

1 兼1

1・2
後

1 兼1
1・2
後

1 兼1

1・2
前

1 兼1
1・2
前

1 兼1

1・2
後

1 兼1
1・2
後

1 兼1

- 0 8 0 4 - 0 8 0 4
1･2･3･
4前･後 2 兼2

1･2･3･
4前･後 2 兼2

1･2･3･
4前･後 2 兼2 1･2･3･

4前･後 2 兼2
1･2･3･
4前･後 2 兼2

1･2･3･
4前･後 2 兼2

1･2･3･
4前･後 2 兼2 1･2･3･

4前･後 2 兼2
1･2･3･
4前･後 2 兼1

1･2･3･
4前･後 2 兼1

1･2･3･
4前･後 2 兼1 1･2･3･

4前･後 2 兼1
1･2･3･
4前･後 2 兼2

1･2･3･
4前･後 2 兼2

1･2･3･
4前･後 2 兼2 1･2･3･

4前･後 2 兼2
1･2･3･
4前･後 2 兼1

1･2･3･
4前･後 2 兼1

1･2･3･
4前･後 2 兼1 1･2･3･

4前･後 2 兼1
1･2･3･
4前･後 2 兼3 1･2･3･

4前･後 2 兼3
1･2･3･
4前･後 2 兼3 1･2･3･

4前･後 2 兼3
1･2･3･
4前･後 2 兼1

1･2･3･
4前･後 2 兼1

1･2･3･
4前･後 2 兼1 1･2･3･

4前･後 2 兼1
1･2･3･
4前･後 2 兼1 1･2･3･

4前･後 2 兼1
1･2･3･
4前･後 2 兼1 1･2･3･

4前･後 2 兼1

芸術学Ａ
1･2･3･
4前･後 2 兼4 芸術学Ａ

1･2･3･
4前･後 2 兼3

芸術学Ｂ
1･2･3･
4前･後 2 兼4 芸術学Ｂ

1･2･3･
4前･後 2 兼3

地理学Ａ
1･2･3･
4前･後 2 兼2 地理学Ａ

1･2･3･
4前･後 2 兼2

地理学Ｂ
1･2･3･
4前･後 2 兼2 地理学Ｂ

1･2･3･
4前･後 2 兼2

言語学Ａ 1･2･3･
4前･後 2 兼2 言語学Ａ 1･2･3･

4前･後 2 兼2

言語学Ｂ 1･2･3･
4前･後 2 兼2 言語学Ｂ 1･2･3･

4前･後 2 兼2

宗教学Ｂ 宗教学Ｂ

歴史学Ａ 歴史学Ａ

考古学Ｂ 考古学Ｂ

文化史Ａ 文化史Ａ

文化史Ｂ 文化史Ｂ

ドイツ語Ｂ ドイツ語Ｂ

小計（8）科目 小計（8）科目

論理学Ｂ 論理学Ｂ

倫理学Ａ 倫理学Ａ

倫理学Ｂ 倫理学Ｂ

宗教学Ａ 宗教学Ａ

全
学
共
通
科
目

基
本
科
目

Ａ
系
　

「
人
間
と
文
化

」
（
人
文
系

）

哲学Ａ

全
学
共
通
科
目

基
本
科
目

哲学Ｂ 哲学Ｂ

文学Ａ 文学Ａ

文学Ｂ 文学Ｂ

論理学Ａ 論理学Ａ

Ａ
系
　

「
人
間
と
文
化

」
（
人
文
系

）

哲学Ａ

歴史学Ｂ 歴史学Ｂ

考古学Ａ 考古学Ａ

第
二
外
国
語

中国語Ａ

第
二
外
国
語

中国語Ａ

英語コミュニケーションⅡ 英語コミュニケーションⅡ

英語コミュニケーションⅢ 英語コミュニケーションⅢ

中国語Ｂ 中国語Ｂ

コリア語Ａ

フランス語Ａ フランス語Ａ

フランス語Ｂ フランス語Ｂ

人間関係論 人間関係論

基
本
ス
キ
ル
科
目

大
学
入
門

基礎ゼミナール

小計（6）科目 小計（6）科目

英語コミュニケーションⅠ

コリア語Ｂ コリア語Ｂ

ドイツ語Ａ

英語ゼミナール 英語ゼミナール

ドイツ語Ａ

コリア語Ａ

小計（４）科目 小計（４）科目

第
一
外
国
語

英語コミュニケーションⅠ

第
一
外
国
語

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

大
学
入
門

基礎ゼミナール

総
合
基
礎
科
目

英語コミュニケーションⅣ 英語コミュニケーションⅣ

医療英語 医療英語

情報処理

２　授業科目の概要

＜スポーツ・健康科学部　看護学科＞

（１）ー① 授業科目表

【認可時】 【令和３年度】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

総
合
基
礎
科
目

基
本
ス
キ
ル
科
目

コモンスキル コモンスキル

情報処理
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1･2･
3･4
前･後

2 兼2
1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼2
1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼2
1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼2
1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼2
1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼2
1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼1
1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼1
1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼2
1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼2
1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼2
1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼2
1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼1
1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼1
1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼1
1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼1
1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼1
1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼1
1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼1
1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼1
1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼2
1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼2
1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼1
1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼1
1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼3
1･2･
3･4
前･後

2 兼3

1･2･
3･4
前･後

2 兼3
1･2･
3･4
前･後

2 兼3

1･2･
3･4
前･後

2 兼2
1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼2
1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼1
1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼1
1･2･
3･4
前･後

2 兼1

生態学Ｂ

文化人類学Ａ 文化人類学Ａ

情報科学Ｂ 情報科学Ｂ

自然科学Ａ 自然科学Ａ

自然科学Ｂ 自然科学Ｂ

生物学Ｂ 生物学Ｂ

生態学Ａ 生態学Ａ

現代科学Ｂ 現代科学Ｂ

数学Ｂ 数学Ｂ

地学Ａ 地学Ａ

地学Ｂ 地学Ｂ

生物学Ａ 生物学Ａ

現代科学Ａ 現代科学Ａ

授業科目の名称

配
当
年
次

政治学Ａ 政治学Ａ

社会学Ａ 社会学Ａ

文化人類学Ｂ 文化人類学Ｂ

民俗学Ｂ 民俗学Ｂ

心理学Ａ 心理学Ａ

教育学Ａ 教育学Ａ

教育学Ｂ 教育学Ｂ

経済学Ａ

心理学Ｂ

民俗学Ａ

経済学Ｂ 経済学Ｂ

情報科学Ａ 情報科学Ａ

政治学Ｂ 政治学Ｂ

法学Ｂ 法学Ｂ

全
学
共
通
科
目

基
本
科
目

Ｂ
系

「
社
会
と
生
活

」
（
社
会
系

）

兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数

Ｃ
系

「
自
然
と
環
境

」
（
自
然
系

）

生態学Ｂ

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

総
合
基
礎
科
目

全
学
共
通
科
目

基
本
科
目

Ｂ
系

「
社
会
と
生
活

」
（
社
会
系

）

法学Ａ

総
合
基
礎
科
目

社会学Ｂ

経済学Ａ

心理学Ｂ

民俗学Ａ

法学Ａ

科目
区分

数学Ａ

Ｃ
系

「
自
然
と
環
境

」
（
自
然
系

）

数学Ａ

社会学Ｂ

【認可時】 【令和３年度】

専任教員等の配置
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 兼5 1前 1 兼5

1後 1 兼5 1後 1 兼5

1･2･
3･4
前･後

2 兼4
1･2･
3･4
前･後

2 兼4

1･2･
3･4
前･後

2 兼4
1･2･
3･4
前･後

2 兼4

2・3・
4前

1 兼3
2・3・
4前

1 兼3

2・3・
4後

1 兼3
2・3・
4後

1 兼3

1･2･
3･4
前･後

1 兼1
1･2･
3･4
前･後

1 兼1

1･2･
3･4
前･後

1 兼1
1･2･
3･4
前･後

1 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼2
1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼2
1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼2
1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼2
1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼1
1･2･
3･4
前･後

2 兼0

1･2･
3･4
前･後

2 兼1
1･2･
3･4
前･後

2 兼0

1･2･
3･4
前･後

2 兼2
1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼2
1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼4
1･2･
3･4
前･後

2 兼4

1･2･
3･4
前･後

2 兼4
1･2･
3･4
前･後

2 兼4

1･2･
3･4
前･後

2 兼4
1･2･
3･4
前･後

2 兼3

1･2･
3･4
前･後

2 兼4
1･2･
3･4
前･後

2 兼3

1･2･
3･4
前･後

2 兼2
1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼2
1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼2
1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼2
1･2･
3･4
前･後

2 兼2

- 2 144 0 58 - 2 144 0 58

総合体育Ｂ 総合体育Ｂ

第
７
群

キャリアデザイン
Ａ 第

７
群

キャリアデザイン
Ａ

キャリアデザイン
Ｂ

キャリアデザイン
Ｂ

第
８
群

全学共通特殊講
義Ａ 第

８
群

全学共通特殊講
義Ａ

全学共通特殊講
義Ｂ

全学共通特殊講
義Ｂ

小計（76）科目 小計（76）科目

女性・子ども・老
人への視点Ｂ

女性・子ども・老
人への視点Ｂ

自己・人間をみつ
めるＢ

自己・人間をみつ
めるＢ

現代社会の諸問
題Ａ 第

４
群

現代社会の諸問
題Ａ

人権・民主主義・
平和を考えるＡ

第
３
群

人権・民主主義・
平和を考えるＡ
(未開講）

第
１
群

人権・民主主義・
平和を考えるＢ

人権・民主主義・
平和を考えるＢ
(未開講）

健康スポーツ科学Ｂ

野外実習Ａ

第
２
群

女性・子ども・老
人への視点Ａ 第

２
群

野外実習Ｂ 野外実習Ｂ

地域・国家・民族
の考察Ａ

課
題

（
テ
ー

マ

）
科
目
・
自
由
科
目

（
E
系

）

地域・国家・民族
の考察Ｂ

体育実技Ｂ

第
５
群

異文化・世界にふ
れるＡ 第

５
群

異文化・世界にふ
れるＡ

総合体育Ａ

体育実技Ｂ

体育実技Ａ 体育実技Ａ

健康スポーツ科学Ａ

第
６
群

自己・人間をみつ
めるＡ 第

６
群

自己・人間をみつ
めるＡ

異文化・世界にふ
れるＢ

異文化・世界にふ
れるＢ

第
３
群

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数

全
学
共
通
科
目

基
本
科
目

Ｄ
系

「
健
康
と
ス
ポ
ー

ツ

」
（
保
健
体
育
系

）

地域・国家・民族
の考察Ｂ

現代社会の諸問
題Ｂ

現代社会の諸問
題Ｂ

課
題

（
テ
ー

マ

）
科
目
・
自
由
科
目

（
E
系

）

第
１
群

第
４
群

健康スポーツ科学Ｂ

野外実習Ａ

地域・国家・民族
の考察Ａ

女性・子ども・老
人への視点Ａ

総
合
基
礎
科
目

全
学
共
通
科
目

基
本
科
目

Ｄ
系

「
健
康
と
ス
ポ
ー

ツ

」
（
保
健
体
育
系

）

総合体育Ａ

総
合
基
礎
科
目

健康スポーツ科学Ａ

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

【認可時】 【令和３年度】
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 兼1 1前 2 1

1後 2 兼1 1後 2 1

1後 1 兼1 1後 1 兼1

1後 1 兼1 1後 1 兼1

1後 1 兼1 1後 1 兼1

2前 1 兼1 2前 1 兼1

2後 1 兼1 2後 1 兼1

- 8 1 0 5 - 8 1 0 1 4

2前 1 兼1 2前 1 兼1

2後 1 兼1 2後 1 1

2前 1 1 2前 1 1

3前 1 1 3前 1 1

2後 1 兼1 2後 1 1 1

3前 1 1 3前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

2後 1 兼1 2後 1 兼1

1前 1 兼1 1前 1 兼1

2前 1 兼1 2前 1 兼1

4前 1 兼1 4前 1 兼1

3前 1 2 3前 1 2

2前 1 兼1 2前 1 兼1

- 11 2 0 1 2 0 0 0 5 - 11 2 0 1 2 0 0 0 4

1前 1 兼1 1前 1 兼1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 1 1後 1 1

2前 1 兼5 2前 1 兼5

2前 1 兼1 2前 1 兼1

2後 1 兼1 2後 1 兼1

2前 1 兼1 2前 1 兼1

2前 1 2 1 1 兼1 2前 1 2 1 1 兼1

- 7 2 0 3 1 1 9 - 7 2 0 3 1 1 9

疾
病
と
治
療

疾病・治療学Ⅰ
（急性期・総論
/運動・感覚器）

保健医療福祉制度論

社会福祉学 社会福祉学

疾
病
と
治
療

疾病・治療学Ⅰ
（急性期・総論
/運動・感覚器）

生命倫理学 生命倫理学

チーム医療論 チーム医療論

保健医療統計学

小計（9）科目 小計（9）科目

保健医療福祉制度論

保健医療統計学 地
域
社
会
と
医
療
福
祉

郷土論（埼玉学）

医療情報学 医療情報学

専
門
基
礎
科
目

小計（13）科目 小計（13）科目

人
体
の
構
造
と
機
能

疾病・治療学Ⅳ
（終末期・緩和医療）

疾病・治療学Ⅳ
（終末期・緩和医療）

疾病・治療学Ⅴ
（小児・性と生殖医
療）

疾病・治療学Ⅴ
（小児・性と生殖医
療）

健康科学実践 健康科学実践

公衆衛生学 公衆衛生学

東洋医学概論(漢方) 東洋医学概論(漢方)

臨床検査学概論 臨床検査学概論

地
域
社
会
と
医
療
福
祉

郷土論（埼玉学）

スポーツ医学概論

臨床心理学概論

救急救命Ⅰ

救急救命Ⅱ 救急救命Ⅱ

疾病・治療学Ⅵ
（精神医療）

薬理学

救急救命Ⅰ

小計（7）科目 小計（7）科目

スポーツ医学概論

薬理学

疾病・治療学Ⅲ
（慢性期・総論/全身
疾患）

病態論 病態論

人体の構造と機能Ⅱ 人体の構造と機能Ⅱ

人間と栄養 人間と栄養

生化学 生化学

疾病・治療学Ⅱ
（急性期・臓器別疾
患）

疾病・治療学Ⅱ
（急性期・臓器別疾
患）

疾病・治療学Ⅲ
（慢性期・総論/全身
疾患）

臨床心理学概論

発達心理学 発達心理学

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

疾病・治療学Ⅵ
（精神医療）

【認可時】 【令和３年度】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

人体の構造と機能Ⅰ

専
門
基
礎
科
目

人
体
の
構
造
と
機
能

人体の構造と機能Ⅰ

微生物学 微生物学

8



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1 1 2 3 1後 1 1 2 1 2 3

1後 1 1 1 1 2 3 1後 1 1 2 1 2 3

2前 1 1 1 1 2 3 2前 1 1 1 1 2 3

2後 1 1 1 1 2 3 2後 1 1 1 1 2 3

1後 1 2 1 1 2 3 1後 1 2 2 1 2 3

1前 1 1 1前 1 1

2後 1 1 2後 1 1

2前 1 3 5 7 7 14 2前 1 3 6 6 7 14

1前 1 2 1 1 2 3 1前 1 2 2 1 2 3

2後 2 2 1 1 4 5 2後 2 2 1 1 4 5

- 12 0 0 4 5 7 7 14 - 12 0 0 4 6 6 7 14

2前 1 1 2前 1 1

2後 1 1 1 2後 1 1 1

2後 1 1 1 1 2後 1 1 1 1

3前 1 1 1 1 2 3 3前 1 1 1 1 2 3

2前 1 1 2前 1 1

2後 1 1 1 2後 1 1 1

3前 1 1 1 2 3前 1 1 1 2

3前 1 1 1 2 3前 1 1 1 2

2前 1 1 2前 1 1

2後 2 1 1 2後 2 2 1

3前 1 1 1 3 3前 1 2 1 3

2前 1 1 2前 1 1

2後 2 1 1 1 2後 2 1 1 1

3前 1 1 1 1 3 3前 1 1 1 1 3

2前 1 2 1 2前 1 2 1

2前 1 1 1 2前 1 1 1

2後 2 1 1 1 2後 2 1 1 1

3前 1 1 1 1 3前 1 1 1 1 1

1後 1 1 兼1 1後 1 1 兼0

2前 1 1 1 1 兼1 2前 1 1 1 1 兼0

2前 1 1 2前 1 1

2後 1 1 1 1 1 2後 1 1 1 1 1

3前 1 1 1 1 2 3前 1 1 1 1 2

1後 1 2 1 兼1 1後 1 2 1 兼0

3後 1 2 1 1 5 兼1 3後 1 2 1 1 5 兼0

4前 1 1 3 1 11 兼1 4前 1 1 3 2 11 兼0

- 29 0 0 5 5 5 5 14 1 - 29 0 0 5 6 5 5 14

3後 3 1 2 1 3後 3 1 2 1

3後 3 1 1 2 3後 3 1 1 2

2前 1 1 2 1 3 13 2前 1 1 2 1 3 2

3後 3 1 1 2 3後 3 1 1 2

3後 2 1 1 3 3後 2 2 0 3

3後 2 1 1 1 3 3後 2 1 1 1 3

3後 2 1 1 1 3後 2 1 1 1

3後 2 1 1 1 2 3後 2 1 1 1 2

4前 2 1 1 2 6 11 4前 2 1 1 3 6 7

4前 2 3 5 6 7 14 4前 2 4 6 5 7 7

- 22 0 0 4 5 6 7 9 - 22 0 0 4 6 5 7 14

小計（26）科目 小計（26）科目

地域包括ケア実習 地域包括ケア実習

成人看護学実習Ⅱ
(慢性期)

成人看護学実習Ⅱ
(慢性期)

老年看護学実習Ⅰ 老年看護学実習Ⅰ

看
護
の
実
践
Ⅱ

（
臨
地
実
習

）

小児看護学実習

成人看護学実習Ⅰ
(急性期)

小児看護学実習

母性看護学実習 母性看護学実習

統合実習 統合実習

精神看護学実習

在宅看護学実習 在宅看護学実習

看
護
の
実
践
Ⅱ

（
臨
地
実
習

）

成人看護学実習Ⅰ
(急性期)

小計（10）科目 小計（10）科目

老年看護学実習Ⅱ 老年看護学実習Ⅱ

精神看護学実習

在宅看護学演習 在宅看護学演習

地域包括ケア概論 地域包括ケア概論

地域包括ケア方法論 地域包括ケア方法論

在宅看護学概論

在宅看護学方法論 在宅看護学方法論

看
護
の
実
践
Ⅰ

（
理
論
と
方
法

）

成人看護学概論

看
護
の
実
践
Ⅰ

（
理
論
と
方
法

）

成人看護学概論

老年看護学方法論Ⅰ
（医療支援看護）

老年看護学方法論Ⅰ
（医療支援看護）

母性看護学演習

精神看護学概論 精神看護学概論

精神看護学方法論 精神看護学方法論

在宅看護学概論

母性看護学概論

母性看護学方法論 母性看護学方法論

小児看護学方法論 小児看護学方法論

小計（11）科目 小計（11）科目

医療支援技術論Ⅰ

母性看護学演習

リプロダクティブヘルス
看護学

リプロダクティブヘルス
看護学

基盤看護学実習Ⅱ 基盤看護学実習Ⅱ

医療支援技術論Ⅱ

看護コミュニケーション論 看護コミュニケーション論

看護方法論

小児看護学概論

成人看護学方法論Ⅰ
(急性期)

成人看護学方法論Ⅰ
(急性期)

老年看護学演習 老年看護学演習

老年看護学概論 老年看護学概論

地域健康支援論 地域健康支援論

小児看護学概論

精神看護学演習 精神看護学演習

地域看護学概論 地域看護学概論

地域包括ケア演習 地域包括ケア演習

老年看護学方法論Ⅱ
（生活支援看護）

老年看護学方法論Ⅱ
（生活支援看護）

成人看護学演習 成人看護学演習

基盤看護学実習Ⅰ 基盤看護学実習Ⅰ

専
門
科
目

看
護
の
基
盤

基盤看護学概論

専
門
科
目

看
護
の
基
盤

基盤看護学概論

生活支援技術論Ⅰ 生活支援技術論Ⅰ

生活支援技術論Ⅱ 生活支援技術論Ⅱ

成人看護学方法論Ⅱ
(慢性期)

成人看護学方法論Ⅱ
(慢性期)

母性看護学概論

小児看護学演習 小児看護学演習

看護理論 看護理論

看護倫理 看護倫理

医療支援技術論Ⅱ

医療支援技術論Ⅰ

科目
区分

授業科目の名称

看護方法論

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

【認可時】 【令和３年度】
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

3前 1 3 1 3前 1 1 3 0 1

3前 1 兼1 3前 1 兼1

3前 1 1 2 1 3前 1 1 2 1

3前 1 1 1 1 3前 1 1 1 1

4後 1 1 3 4 7 3 4後 1 1 4 3 7 3

- 2 3 0 2 5 4 7 3 1 - 2 3 0 3 6 3 7 3 1

4前 1 2 4前 1 2

3前 1 5 3前 1 6 1

4通 2 5 5 6 6 4通 2 6 6 5 4

4前 1 2 兼1 4前 1 1 0 兼0

4前 1 1 4前 1 1

4前 1 1 1 4前 1 1 1

4前 1 1 4前 1 1

4前 1 1 1 1 4前 1 1 1 1

- 5 4 0 6 6 7 6 　 1 - 5 4 0 7 6 5 5 　 0

- 106 107 0 7 6 7 7 14 78 - 106 107 0 7 7 6 7 14 77

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教育課程等の概要」を確認してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を

　　　　黒字で記入してください。その上で、各年度については、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。

　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。

　　　・　不要な年度（平成３０年度開設であれば平成２９年度）の表は適宜削除してください。

　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）

　　　・　専門職大学等の場合、「実験、実習又は実技による授業科目」には「【※】」、「臨地実務実習」による授業科目には「【臨】」、

　　　　　「連携実務演習」による授業科目には「【連】」を授業科目の名称の右側に記入してください。

『総合基礎科目』のうち20単位以上（必修科目10単位、選択科目10単位以上）、『専門
基礎科目』のうち29単位以上（必修科目26単位、選択科目3単位以上）、『専門科目』の
うち75単位以上（必修科目70単位、選択科目5単位）の合計124単位以上を修得するこ
と。（履修科目の登録の上限：42単位（年間））

『総合基礎科目』のうち20単位以上（必修科目10単位、選択科目10単位以上）、『専門
基礎科目』のうち29単位以上（必修科目26単位、選択科目3単位以上）、『専門科目』の
うち75単位以上（必修科目70単位、選択科目5単位）の合計124単位以上を修得するこ
と。（履修科目の登録の上限：42単位（年間））

看護管理学概論 看護管理学概論

合計（184科目） 合計（184科目）

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

看護研究Ⅰ 看護研究Ⅰ

災害看護学 災害看護学

看
護
の
統
合

東洋文化と看護

看護研究Ⅱ 看護研究Ⅱ

家族看護学 家族看護学

小計（5）科目 小計（5）科目

小計（8）科目 小計（8）科目

国際看護学 国際看護学

医療安全論 医療安全論

専
門
科
目

看
護
の
実
践
Ⅲ

（
看
護
の
発
展

）

クリティカルケア論

専
門
科
目

看
護
の
実
践
Ⅲ

（
看
護
の
発
展

）

クリティカルケア論

地域リハビリテーション
看護概論

地域リハビリテーション
看護概論

緩和ケア論 緩和ケア論

がん看護 がん看護

看護実践能力強化演習 看護実践能力強化演習

看
護
の
統
合

東洋文化と看護

【認可時】 【令和３年度】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1通 2 7 6 7 6 14 1通 2 7 6 7 6 14

1前 1 3 5 7 6 14 1前 1 3 5 7 6 14

1前 1 1 1前 1 1

1前 1 兼1 1前 1 兼1

- 4 1 0 7 6 7 6 14 1 - 4 1 0 7 6 7 6 14 1

1前 1 1 兼2 1前 1 1 兼2

1後 1 1 兼2 1後 1 1 兼2

2前 1 1 兼2 2前 1 1 兼2

2後 1 1 兼2 2後 1 1 兼2

2前 1 1 2前 1 1

4前 1 1 4前 1 1

- 4 2 0 1 2 - 4 2 0 1 2

1・2
前

1 兼1
1・2
前

1 兼1

1・2
後

1 兼1
1・2
後

1 兼1

1・2
前

1 兼1
1・2
前

1 兼1

1・2
後

1 兼1
1・2
後

1 兼1

1・2
前

1 兼1
1・2
前

1 兼1

1・2
後

1 兼1
1・2
後

1 兼1

1・2
前

1 兼1
1・2
前

1 兼1

1・2
後

1 兼1
1・2
後

1 兼1

- 0 8 0 4 - 0 8 0 4
1･2･3･
4前･後 2 兼2

1･2･3･
4前･後 2 兼2

1･2･3･
4前･後 2 兼2 1･2･3･

4前･後 2 兼2
1･2･3･
4前･後 2 兼2

1･2･3･
4前･後 2 兼2

1･2･3･
4前･後 2 兼2 1･2･3･

4前･後 2 兼2
1･2･3･
4前･後 2 兼1

1･2･3･
4前･後 2 兼1

1･2･3･
4前･後 2 兼1 1･2･3･

4前･後 2 兼1
1･2･3･
4前･後 2 兼2

1･2･3･
4前･後 2 兼2

1･2･3･
4前･後 2 兼2 1･2･3･

4前･後 2 兼2
1･2･3･
4前･後 2 兼1

1･2･3･
4前･後 2 兼1

1･2･3･
4前･後 2 兼1 1･2･3･

4前･後 2 兼1
1･2･3･
4前･後 2 兼3 1･2･3･

4前･後 2 兼3
1･2･3･
4前･後 2 兼3 1･2･3･

4前･後 2 兼3
1･2･3･
4前･後 2 兼1

1･2･3･
4前･後 2 兼1

1･2･3･
4前･後 2 兼1 1･2･3･

4前･後 2 兼1
1･2･3･
4前･後 2 兼1 1･2･3･

4前･後 2 兼1
1･2･3･
4前･後 2 兼1 1･2･3･

4前･後 2 兼1

芸術学Ａ
1･2･3･
4前･後 2 兼3 芸術学Ａ

1･2･3･
4前･後 2 兼3

芸術学Ｂ
1･2･3･
4前･後 2 兼3 芸術学Ｂ

1･2･3･
4前･後 2 兼3

地理学Ａ
1･2･3･
4前･後 2 兼2 地理学Ａ

1･2･3･
4前･後 2 兼2

地理学Ｂ
1･2･3･
4前･後 2 兼2 地理学Ｂ

1･2･3･
4前･後 2 兼2

言語学Ａ 1･2･3･
4前･後 2 兼2 言語学Ａ 1･2･3･

4前･後 2 兼2

言語学Ｂ 1･2･3･
4前･後 2 兼2 言語学Ｂ 1･2･3･

4前･後 2 兼2

宗教学Ａ 宗教学Ａ

全
学
共
通
科
目

基
本
科
目

宗教学Ｂ 宗教学Ｂ

歴史学Ａ

考古学Ｂ 考古学Ｂ

文化史Ａ 文化史Ａ

文化史Ｂ 文化史Ｂ

考古学Ａ 考古学Ａ

ドイツ語Ａ

ドイツ語Ｂ ドイツ語Ｂ

小計（8）科目 小計（8）科目

論理学Ａ

Ａ
系
　

「
人
間
と
文
化

」
（
人
文
系

）

哲学Ａ

論理学Ｂ 論理学Ｂ

倫理学Ａ 倫理学Ａ
Ａ
系
　

「
人
間
と
文
化

」
（
人
文
系

）

哲学Ａ

倫理学Ｂ 倫理学Ｂ

哲学Ｂ 哲学Ｂ

文学Ａ 文学Ａ

全
学
共
通
科
目

基
本
科
目

文学Ｂ 文学Ｂ

論理学Ａ

歴史学Ａ

歴史学Ｂ 歴史学Ｂ

第
二
外
国
語

中国語Ａ

医療英語

第
一
外
国
語

英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ 英語コミュニケーションⅡ

英語コミュニケーションⅢ

中国語Ａ

中国語Ｂ 中国語Ｂ

コリア語Ｂ

フランス語Ａ フランス語Ａ

フランス語Ｂ フランス語Ｂ

第
二
外
国
語

情報処理

人間関係論 人間関係論

総
合
基
礎
科
目

英語ゼミナール

小計（6）科目 小計（6）科目

第
一
外
国
語

英語コミュニケーションⅠ

基
本
ス
キ
ル
科
目

大
学
入
門

コリア語Ｂ

英語ゼミナール

英語コミュニケーションⅢ

コリア語Ａ コリア語Ａ

ドイツ語Ａ

小計（４）科目 小計（４）科目

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

英語コミュニケーションⅣ 英語コミュニケーションⅣ

医療英語

基礎ゼミナール

総
合
基
礎
科
目

【平成３０年度】 【令和元年度】

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

基
本
ス
キ
ル
科
目

大
学
入
門

基礎ゼミナール

コモンスキル コモンスキル

情報処理

11



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1･2･
3･4
前･後

2 兼2
1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼2
1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼2
1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼2
1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼2
1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼2
1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼1
1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼1
1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼2
1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼2
1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼2
1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼2
1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼1
1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼1
1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼1
1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼1
1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼1
1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼1
1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼1
1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼1
1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼2
1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼2
1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼1
1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼1
1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼3
1･2･
3･4
前･後

2 兼3

1･2･
3･4
前･後

2 兼3
1･2･
3･4
前･後

2 兼3

1･2･
3･4
前･後

2 兼2
1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼2
1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼1
1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼1
1･2･
3･4
前･後

2 兼1

生態学Ａ

Ｃ
系

「
自
然
と
環
境

」
（
自
然
系

）

数学Ａ

民俗学Ｂ 民俗学Ｂ

文化人類学Ａ 文化人類学Ａ

情報科学Ｂ 情報科学Ｂ

自然科学Ａ 自然科学Ａ

自然科学Ｂ 自然科学Ｂ

生物学Ｂ 生物学Ｂ

生態学Ａ

文化人類学Ｂ

社会学Ａ 社会学Ａ

現代科学Ｂ 現代科学Ｂ

情報科学Ａ 情報科学Ａ

数学Ｂ 数学Ｂ

地学Ａ

地学Ｂ 地学Ｂ

生物学Ａ 生物学Ａ
Ｃ
系

「
自
然
と
環
境

」
（
自
然
系

）

数学Ａ

生態学Ｂ 生態学Ｂ

現代科学Ａ 現代科学Ａ

社会学Ｂ

政治学Ａ 政治学Ａ

民俗学Ａ

文化人類学Ｂ

地学Ａ

経済学Ｂ 経済学Ｂ

心理学Ａ 心理学Ａ

基
本
科
目

Ｂ
系

「
社
会
と
生
活

」
（
社
会
系

）
教育学Ａ 教育学Ａ

教育学Ｂ 教育学Ｂ

法学Ａ

総
合
基
礎
科
目

全
学
共
通
科
目

基
本
科
目

社会学Ｂ

経済学Ａ

政治学Ｂ 政治学Ｂ
Ｂ
系

「
社
会
と
生
活

」
（
社
会
系

）

法学Ａ

法学Ｂ 法学Ｂ

心理学Ｂ

民俗学Ａ

心理学Ｂ

経済学Ａ

総
合
基
礎
科
目

全
学
共
通
科
目

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

【平成３０年度】 【令和元年度】

科目
区分

授業科目の名称

12



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 兼5 1前 1 兼5

1後 1 兼5 1後 1 兼5

1･2･
3･4
前･後

2 兼4
1･2･
3･4
前･後

2 兼4

1･2･
3･4
前･後

2 兼4
1･2･
3･4
前･後

2 兼4

2・3・
4前

1 兼3
2・3・
4前

1 兼3

2・3・
4後

1 兼3
2・3・
4後

1 兼3

1･2･
3･4
前･後

1 兼1
1･2･
3･4
前･後

1 兼1

1･2･
3･4
前･後

1 兼1
1･2･
3･4
前･後

1 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼2
1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼2
1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼2
1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼2
1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼1
1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼1
1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼2
1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼2
1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼4
1･2･
3･4
前･後

2 兼4

1･2･
3･4
前･後

2 兼4
1･2･
3･4
前･後

2 兼4

1･2･
3･4
前･後

2 兼4
1･2･
3･4
前･後

2 兼4

1･2･
3･4
前･後

2 兼4
1･2･
3･4
前･後

2 兼4

1･2･
3･4
前･後

2 兼2
1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼2
1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼2
1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼2
1･2･
3･4
前･後

2 兼2

- 2 144 0 58 - 2 144 0 58小計（76）科目 小計（76）科目

総合体育Ａ

総合体育Ｂ

第
７
群

キャリアデザイン
Ａ 第

７
群

キャリアデザイン
Ａ

キャリアデザイン
Ｂ

キャリアデザイン
Ｂ

第
８
群

全学共通特殊講
義Ａ 第

８
群

全学共通特殊講
義Ａ

全学共通特殊講
義Ｂ

全学共通特殊講
義Ｂ

女性・子ども・老
人への視点Ａ

女性・子ども・老
人への視点Ｂ

女性・子ども・老
人への視点Ｂ

自己・人間をみつ
めるＡ

自己・人間をみつ
めるＢ

自己・人間をみつ
めるＢ

第
４
群

第
３
群

総
合
基
礎
科
目

全
学
共
通
科
目

人権・民主主義・
平和を考えるＡ

人権・民主主義・
平和を考えるＢ

現代社会の諸問
題Ｂ

課
題

（
テ
ー

マ

）
科
目
・
自
由
科
目

（
E
系

）

第
１
群

地域・国家・民族
の考察Ａ

体育実技Ｂ 体育実技Ｂ

Ｄ
系

「
健
康
と
ス
ポ
ー

ツ

」
（
保
健
体
育
系

）

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

人権・民主主義・
平和を考えるＢ

地域・国家・民族
の考察Ａ

人権・民主主義・
平和を考えるＡ

地域・国家・民族
の考察Ｂ

野外実習Ａ

野外実習Ｂ 野外実習Ｂ

健康スポーツ科学Ｂ

野外実習Ａ

課
題

（
テ
ー

マ

）
科
目
・
自
由
科
目

（
E
系

）

第
５
群

異文化・世界にふ
れるＡ 第

５
群

基
本
科
目

Ｄ
系

「
健
康
と
ス
ポ
ー

ツ

」
（
保
健
体
育
系

）

総合体育Ａ

総
合
基
礎
科
目

全
学
共
通
科
目

基
本
科
目

健康スポーツ科学Ｂ

体育実技Ａ 体育実技Ａ

総合体育Ｂ

第
１
群

第
６
群

自己・人間をみつ
めるＡ 第

６
群

異文化・世界にふ
れるＡ

異文化・世界にふ
れるＢ

異文化・世界にふ
れるＢ

第
３
群

第
２
群

女性・子ども・老
人への視点Ａ 第

２
群

地域・国家・民族
の考察Ｂ

現代社会の諸問
題Ａ 第

４
群

現代社会の諸問
題Ａ

現代社会の諸問
題Ｂ

健康スポーツ科学Ａ 健康スポーツ科学Ａ

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

【平成３０年度】 【令和元年度】

13



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 兼1 1前 2 1

1後 2 兼1 1後 2 1

1後 1 兼1 1後 1 兼1

1後 1 兼1 1後 1 兼1

1後 1 兼1 1後 1 兼1

2前 1 兼1 2前 1 兼1

2後 1 兼1 2後 1 兼1

- 8 1 0 5 - 8 1 0 2 4

2前 1 兼1 2前 1 兼1

2後 1 兼1 2後 1 1

2前 1 1 2前 1 1

3前 1 1 3前 1 1

2後 1 兼1 2後 1 1 1

3前 1 1 3前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

2後 1 兼1 2後 1 兼1

1前 1 兼1 1前 1 兼1

2前 1 兼1 2前 1 兼1

4前 1 兼1 4前 1 兼1

3前 1 2 3前 1 2

2前 1 兼1 2前 1 兼1

- 11 2 0 1 2 0 0 0 5 - 11 2 0 1 2 0 0 0 4

1前 1 兼1 1前 1 兼1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 1 1 1後 1 1

2前 1 兼5 2前 1 兼5

2前 1 兼1 2前 1 兼1

2後 1 兼1 2後 1 兼1

2前 1 兼1 2前 1 兼1

2前 1 2 1 1 兼1 2前 1 2 1 1 兼1

- 7 2 0 3 1 1 9 - 7 2 0 3 1 1 9

疾
病
と
治
療

疾病・治療学Ⅰ
（急性期・総論
/運動・感覚器）

保健医療福祉制度論 保健医療福祉制度論

社会福祉学 社会福祉学

公衆衛生学

生命倫理学 生命倫理学

保健医療統計学 保健医療統計学

小計（9）科目 小計（9）科目

チーム医療論 チーム医療論

地
域
社
会
と
医
療
福
祉

郷土論（埼玉学）

医療情報学

小計（13）科目

疾病・治療学Ⅳ
（終末期・緩和医療）

疾病・治療学Ⅳ
（終末期・緩和医療）

疾病・治療学Ⅴ
（小児・性と生殖医
療）

疾病・治療学Ⅴ
（小児・性と生殖医
療）

疾
病
と
治
療

医療情報学

健康科学実践 健康科学実践

地
域
社
会
と
医
療
福
祉

郷土論（埼玉学）

東洋医学概論(漢方) 東洋医学概論(漢方)

臨床検査学概論 臨床検査学概論

小計（13）科目

小計（7）科目 小計（7）科目

疾病・治療学Ⅲ
（慢性期・総論/全身
疾患）

救急救命Ⅱ 救急救命Ⅱ

救急救命Ⅰ 救急救命Ⅰ

薬理学 薬理学

専
門
基
礎
科
目

人
体
の
構
造
と
機
能

スポーツ医学概論 スポーツ医学概論

公衆衛生学

病態論

疾病・治療学Ⅲ
（慢性期・総論/全身
疾患）

病態論

生化学 生化学

疾病・治療学Ⅰ
（急性期・総論
/運動・感覚器）

疾病・治療学Ⅱ
（急性期・臓器別疾
患）

疾病・治療学Ⅱ
（急性期・臓器別疾
患）

臨床心理学概論 臨床心理学概論

発達心理学 発達心理学

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

疾病・治療学Ⅵ
（精神医療）

疾病・治療学Ⅵ
（精神医療）

【平成３０年度】 【令和元年度】

人間と栄養 人間と栄養

微生物学 微生物学

人体の構造と機能Ⅰ

専
門
基
礎
科
目

人
体
の
構
造
と
機
能

人体の構造と機能Ⅰ

人体の構造と機能Ⅱ 人体の構造と機能Ⅱ

科目
区分

授業科目の名称
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 2 1 1 3 1後 1 1 2 1 1 3

1後 1 1 2 1 1 3 1後 1 1 2 1 1 3

2前 1 1 1 1 1 3 2前 1 1 1 1 1 3

2後 1 1 1 1 1 3 2後 1 1 1 1 1 3

1後 1 2 2 1 1 3 1後 1 2 2 1 1 3

1前 1 1 1前 1 1

2後 1 1 2後 1 1

2前 1 3 5 7 6 14 2前 1 3 5 7 6 14

1前 1 2 2 1 1 3 1前 1 2 2 1 1 3

2後 2 2 1 1 3 5 2後 2 2 1 1 3 5

- 12 0 0 4 5 7 6 14 - 12 0 0 4 5 7 6 14

2前 1 1 2前 1 1

2後 1 1 1 2後 1 1 1

2後 1 1 1 1 2後 1 1 1 1

3前 1 1 1 1 2 3 3前 1 1 1 1 2 3

2前 1 1 2前 1 1

2後 1 1 1 2後 1 1 1

3前 1 1 1 2 3前 1 1 1 2

3前 1 1 1 2 3前 1 1 1 2

2前 1 1 2前 1 1

2後 2 1 1 2後 2 1 1

3前 1 1 1 3 3前 1 1 1 3

2前 1 1 2前 1 1

2後 2 1 1 1 2後 2 1 1 1

3前 1 1 1 1 3 3前 1 1 1 1 3

2前 1 2 1 2前 1 2 1

2前 1 1 1 2前 1 1 1

2後 2 1 1 1 2後 2 1 1 1

3前 1 1 1 1 3前 1 1 1 1

1後 1 1 兼0 1後 1 1

2前 1 1 1 1 兼1 2前 1 1 1 1 兼1

2前 1 1 2前 1 1

2後 1 1 1 1 1 2後 1 1 1 1 1

3前 1 1 1 1 2 3前 1 1 1 1 2

1後 1 2 1 兼0 1後 1 2 1

3後 1 2 1 1 5 兼1 3後 1 2 1 1 5 兼1

4前 1 1 3 1 11 兼1 4前 1 1 3 1 11 兼1

- 29 0 0 5 5 5 5 14 1 - 29 0 0 5 5 5 5 14 1

3後 3 1 2 1 3後 3 1 2 1

3後 3 1 1 2 3後 3 1 1 2

2前 1 1 2 1 3 13 2前 1 1 2 1 3 13

3後 3 1 1 2 3後 3 1 1 2

3後 2 1 1 3 3後 2 1 1 3

3後 2 1 1 1 3 3後 2 1 1 1 3

3後 2 1 1 1 3後 2 1 1 1

3後 2 1 1 1 2 3後 2 1 1 1 2

4前 2 1 1 2 5 11 4前 2 1 1 2 5 11

4前 2 3 5 6 6 14 4前 2 3 5 6 6 14

- 22 0 0 4 5 6 6 14 - 22 0 0 4 5 6 6 14

小計（26）科目 小計（26）科目

地域包括ケア実習 地域包括ケア実習

成人看護学実習Ⅰ
(急性期)

成人看護学実習Ⅱ
(慢性期)

成人看護学実習Ⅱ
(慢性期)

看
護
の
実
践
Ⅱ

（
臨
地
実
習

）

在宅看護学実習

老年看護学実習Ⅱ

老年看護学実習Ⅰ 老年看護学実習Ⅰ

小児看護学実習 小児看護学実習

母性看護学実習 母性看護学実習

統合実習 統合実習

精神看護学実習 精神看護学実習

在宅看護学実習

小計（10）科目 小計（10）科目

看
護
の
実
践
Ⅱ

（
臨
地
実
習

）

成人看護学実習Ⅰ
(急性期)

老年看護学実習Ⅱ

在宅看護学方法論

在宅看護学演習 在宅看護学演習

地域包括ケア概論 地域包括ケア概論

地域包括ケア方法論 地域包括ケア方法論

地域包括ケア演習

地域健康支援論 地域健康支援論

看
護
の
実
践
Ⅰ

（
理
論
と
方
法

）

成人看護学概論

老年看護学方法論Ⅰ
（医療支援看護）

地域看護学概論

精神看護学概論 精神看護学概論

精神看護学方法論 精神看護学方法論

在宅看護学概論

母性看護学概論

成人看護学演習 成人看護学演習

母性看護学方法論 母性看護学方法論

小児看護学方法論

小計（11）科目 小計（11）科目

生活支援技術論Ⅱ 生活支援技術論Ⅱ

看護理論

母性看護学演習 母性看護学演習

リプロダクティブヘルス
看護学

リプロダクティブヘルス
看護学

専
門
科
目

看
護
の
基
盤

基盤看護学実習Ⅱ 基盤看護学実習Ⅱ

医療支援技術論Ⅱ 医療支援技術論Ⅱ

専
門
科
目

看
護
の
基
盤

基盤看護学概論

看護コミュニケーション論 看護コミュニケーション論

母性看護学概論

小児看護学演習

看
護
の
実
践
Ⅰ

（
理
論
と
方
法

）

成人看護学概論

成人看護学方法論Ⅰ
(急性期)

老年看護学演習

老年看護学概論

小児看護学演習

小児看護学概論 小児看護学概論

在宅看護学概論

精神看護学演習 精神看護学演習

地域看護学概論

地域包括ケア演習

在宅看護学方法論

老年看護学方法論Ⅰ
（医療支援看護）

老年看護学方法論Ⅱ
（生活支援看護）

老年看護学方法論Ⅱ
（生活支援看護）

老年看護学概論

基盤看護学実習Ⅰ 基盤看護学実習Ⅰ

成人看護学方法論Ⅰ
(急性期)

成人看護学方法論Ⅱ
(慢性期)

成人看護学方法論Ⅱ
(慢性期)

小児看護学方法論

老年看護学演習

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

単位数 専任教員等の配置配
当
年
次

看護倫理 看護倫理

看護理論

医療支援技術論Ⅰ医療支援技術論Ⅰ

科目
区分

授業科目の名称

生活支援技術論Ⅰ 生活支援技術論Ⅰ

看護方法論 看護方法論

基盤看護学概論

【平成３０年度】 【令和元年度】

兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

15



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

3前 1 3 1 3前 1 3 1

3前 1 兼1 3前 1 兼1

3前 1 1 2 1 3前 1 1 2 1

3前 1 1 1 1 3前 1 1 1 1

4後 1 1 3 4 6 3 4後 1 1 3 4 6 3

- 2 3 0 2 5 4 6 3 1 - 2 3 0 2 5 4 6 3 1

4前 1 2 4前 1 2

3前 1 5 3前 1 6

4通 2 5 5 6 5 4通 2 6 5 6 5

4前 1 2 兼1 4前 1 2 兼1

4前 1 1 4前 1 1

4前 1 1 1 4前 1 1 1

4前 1 1 4前 1 1

4前 1 1 1 1 4前 1 1 1 1

- 5 4 0 6 6 7 5 　 1 - 5 4 0 7 6 7 5 　 1

- 106 107 0 7 6 7 6 14 76 - 106 107 0 7 6 7 6 14 74

『総合基礎科目』のうち20単位以上（必修科目10単位、選択科目10単位以上）、『専門
基礎科目』のうち29単位以上（必修科目26単位、選択科目3単位以上）、『専門科目』の
うち75単位以上（必修科目70単位、選択科目5単位）の合計124単位以上を修得するこ
と。（履修科目の登録の上限：42単位（年間））

『総合基礎科目』のうち20単位以上（必修科目10単位、選択科目10単位以上）、『専門
基礎科目』のうち29単位以上（必修科目26単位、選択科目3単位以上）、『専門科目』の
うち75単位以上（必修科目70単位、選択科目5単位）の合計124単位以上を修得するこ
と。（履修科目の登録の上限：42単位（年間））

家族看護学 家族看護学

看護管理学概論 看護管理学概論

合計（184科目） 合計（184科目）

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

看
護
の
統
合

東洋文化と看護

看護研究Ⅰ 看護研究Ⅰ

災害看護学 災害看護学

看
護
の
統
合

東洋文化と看護

医療安全論 医療安全論

小計（5）科目 小計（5）科目

小計（8）科目 小計（8）科目

国際看護学 国際看護学

クリティカルケア論

専
門
科
目

看
護
の
実
践
Ⅲ

（
看
護
の
発
展

）

クリティカルケア論

地域リハビリテーション
看護概論

地域リハビリテーション
看護概論

緩和ケア論 緩和ケア論

看護研究Ⅱ 看護研究Ⅱ

がん看護 がん看護

看護実践能力強化演習 看護実践能力強化演習

専
門
科
目

看
護
の
実
践
Ⅲ

（
看
護
の
発
展

）

【平成３０年度】 【令和元年度】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

16



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1通 2 7 7 6 7 14

1前 1 3 6 6 7 14

1前 1 1

1前 1 兼1

- 4 1 0 7 7 6 7 14 1

1前 1 1 兼2

1後 1 1 兼2

2前 1 1 兼2

2後 1 1 兼2

2前 1 1

4前 1 1

- 4 2 0 1 2

1・2
前

1 兼1

1・2
後

1 兼1

1・2
前

1 兼1

1・2
後

1 兼1

1・2
前

1 兼1

1・2
後

1 兼1

1・2
前

1 兼1

1・2
後

1 兼1

- 0 8 0 4
1･2･3･
4前･後 2 兼2
1･2･3･
4前･後 2 兼2
1･2･3･
4前･後 2 兼2
1･2･3･
4前･後 2 兼2
1･2･3･
4前･後 2 兼1
1･2･3･
4前･後 2 兼1
1･2･3･
4前･後 2 兼2
1･2･3･
4前･後 2 兼2
1･2･3･
4前･後 2 兼1
1･2･3･
4前･後 2 兼1
1･2･3･
4前･後 2 兼2
1･2･3･
4前･後 2 兼2
1･2･3･
4前･後 2 兼1
1･2･3･
4前･後 2 兼1
1･2･3･
4前･後 2 兼1
1･2･3･
4前･後 2 兼1

芸術学Ａ
1･2･3･
4前･後 2 兼3

芸術学Ｂ
1･2･3･
4前･後 2 兼3

地理学Ａ
1･2･3･
4前･後 2 兼2

地理学Ｂ
1･2･3･
4前･後 2 兼2

言語学Ａ 1･2･3･
4前･後 2 兼2

言語学Ｂ 1･2･3･
4前･後 2 兼2

哲学Ａ

哲学Ｂ

文学Ａ

文学Ｂ

論理学Ａ

論理学Ｂ

倫理学Ａ

倫理学Ｂ

宗教学Ａ

宗教学Ｂ

歴史学Ａ

歴史学Ｂ

考古学Ａ

考古学Ｂ

文化史Ａ

文化史Ｂ

兼
任
・
兼
担

総
合
基
礎
科
目

基
本
ス
キ
ル
科
目

大
学
入
門

基礎ゼミナール

コモンスキル

情報処理

人間関係論

小計（４）科目

第
一
外
国
語

英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ

英語コミュニケーションⅢ

英語コミュニケーションⅣ

医療英語

英語ゼミナール

小計（6）科目

第
二
外
国
語

中国語Ａ

中国語Ｂ

コリア語Ａ

コリア語Ｂ

【令和２年度】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置

フランス語Ａ

フランス語Ｂ

ドイツ語Ａ

ドイツ語Ｂ

小計（8）科目

全
学
共
通
科
目

基
本
科
目

Ａ
系
　

「
人
間
と
文
化

」
（
人
文
系

）

17



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼3

1･2･
3･4
前･後

2 兼3

1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼1

法学Ｂ

社会学Ａ

社会学Ｂ

政治学Ａ

政治学Ｂ

経済学Ａ

経済学Ｂ

心理学Ａ

心理学Ｂ

教育学Ａ

教育学Ｂ

民俗学Ａ

民俗学Ｂ

文化人類学Ａ

文化人類学Ｂ

Ｃ
系

「
自
然
と
環
境

」
（
自
然
系

）

数学Ａ

数学Ｂ

地学Ａ

地学Ｂ

生物学Ａ

生物学Ｂ

生態学Ａ

生態学Ｂ

現代科学Ａ

現代科学Ｂ

情報科学Ａ

情報科学Ｂ

自然科学Ａ

自然科学Ｂ

【令和２年度】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

総
合
基
礎
科
目

全
学
共
通
科
目

基
本
科
目

Ｂ
系

「
社
会
と
生
活

」
（
社
会
系

）

法学Ａ

18



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 兼5

1後 1 兼5

1･2･
3･4
前･後

2 兼4

1･2･
3･4
前･後

2 兼4

2・3・
4前

1 兼3

2・3・
4後

1 兼3

1･2･
3･4
前･後

1 兼1

1･2･
3･4
前･後

1 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼0

1･2･
3･4
前･後

2 兼0

1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼4

1･2･
3･4
前･後

2 兼4

1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼2

1･2･
3･4
前･後

2 兼1

1･2･
3･4
前･後

2 兼1

- 2 144 0 58

第
２
群

女性・子ども・老
人への視点Ａ

女性・子ども・老
人への視点Ｂ

自己・人間をみつ
めるＢ

第
３
群

人権・民主主義・
平和を考えるＡ
(未開講）

人権・民主主義・
平和を考えるＢ
(未開講）

第
４
群

現代社会の諸問
題Ａ

現代社会の諸問
題Ｂ

第
５
群

異文化・世界にふ
れるＡ

異文化・世界にふ
れるＢ

第
６
群

自己・人間をみつ
めるＡ

【令和２年度】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置

第
７
群

キャリアデザイン
Ａ

キャリアデザイン
Ｂ

第
８
群

全学共通特殊講
義Ａ

全学共通特殊講
義Ｂ

小計（76）科目

兼
任
・
兼
担

総
合
基
礎
科
目

全
学
共
通
科
目

基
本
科
目

Ｄ
系

「
健
康
と
ス
ポ
ー

ツ

」
（
保
健
体
育
系

）

総合体育Ａ

総合体育Ｂ

健康スポーツ科学Ａ

健康スポーツ科学Ｂ

体育実技Ａ

体育実技Ｂ

野外実習Ａ

野外実習Ｂ

課
題

（
テ
ー

マ

）
科
目
・
自
由
科
目

（
E
系

）

第
１
群

地域・国家・民族
の考察Ａ

地域・国家・民族
の考察Ｂ

19



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 1

1後 2 1

1後 1 兼1

1後 1 兼1

1後 1 兼1

2前 1 兼1

2後 1 兼1

- 8 1 0 1 4

2前 1 兼1

2後 1 1

2前 1 1

3前 1 1

2後 1 1 1

3前 1 1

1後 1 1

2後 1 兼1

1前 1 兼1

2前 1 兼1

4前 1 兼1

3前 1 2

2前 1 兼1

- 11 2 0 1 2 0 0 0 4

1前 1 兼1

1後 1 1

1後 1 1

1後 1 1

2前 1 兼5

2前 1 兼1

2後 1 兼1

2前 1 兼1

2前 1 2 1 1 兼1

- 7 2 0 3 1 1 9

疾病・治療学Ⅰ
（急性期・総論
/運動・感覚器）

疾病・治療学Ⅱ
（急性期・臓器別疾
患）

疾病・治療学Ⅲ
（慢性期・総論/全身
疾患）

疾病・治療学Ⅳ
（終末期・緩和医療）

疾病・治療学Ⅴ
（小児・性と生殖医
療）

疾病・治療学Ⅵ
（精神医療）

病態論

薬理学

救急救命Ⅰ

救急救命Ⅱ

スポーツ医学概論

東洋医学概論(漢方)

臨床検査学概論

小計（13）科目

地
域
社
会
と
医
療
福
祉

郷土論（埼玉学）

公衆衛生学

保健医療統計学

医療情報学

健康科学実践

保健医療福祉制度論

社会福祉学

生命倫理学

チーム医療論

小計（9）科目

【令和２年度】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

専
門
基
礎
科
目

人
体
の
構
造
と
機
能

人体の構造と機能Ⅰ

人体の構造と機能Ⅱ

人間と栄養

微生物学

生化学

臨床心理学概論

発達心理学

小計（7）科目

疾
病
と
治
療

20



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 1

1後 1 1 2 1 2 3

1後 1 1 2 1 2 3

2前 1 1 1 1 2 3

2後 1 1 1 1 2 3

1後 1 2 2 1 2 3

1前 1 1

2後 1 1

2前 1 3 6 6 7 14

1前 1 2 2 1 2 3

2後 2 2 1 1 4 5

- 12 0 0 4 6 6 7 14

2前 1 1

2後 1 1 1

2後 1 1 1 1

3前 1 1 1 1 2 3

2前 1 1

2後 1 1 1

3前 1 1 1 2

3前 1 1 1 2

2前 1 1

2後 2 2 1

3前 1 2 1 3

2前 1 1

2後 2 1 1 1

3前 1 1 1 1 3

2前 1 2 1

2前 1 1 1

2後 2 1 1 1

3前 1 1 1 1 1

1後 1 1 兼0

2前 1 1 1 1 兼0

2前 1 1

2後 1 1 1 1 1

3前 1 1 1 1 2

1後 1 2 1 兼0

3後 1 2 1 1 5 兼0

4前 1 1 3 2 11 兼0

- 29 0 0 5 6 5 5 14

3後 3 1 2 1

3後 3 1 1 2

2前 1 1 2 1 3 2

3後 3 1 1 2

3後 2 2 0 3

3後 2 1 1 1 3

3後 2 1 1 1

3後 2 1 1 1 2

4前 2 1 1 3 6 7

4前 2 4 6 5 7 7

- 22 0 0 4 6 5 7 14

母性看護学実習

精神看護学実習

在宅看護学実習

地域包括ケア実習

統合実習

老年看護学方法論Ⅰ
（医療支援看護）

老年看護学方法論Ⅱ
（生活支援看護）

老年看護学演習

小児看護学概論

小児看護学方法論

小児看護学演習

看護コミュニケーション論

基盤看護学実習Ⅰ

基盤看護学実習Ⅱ

小計（11）科目

看
護
の
実
践
Ⅰ

（
理
論
と
方
法

）

成人看護学概論

成人看護学方法論Ⅰ
(急性期)

成人看護学方法論Ⅱ
(慢性期)

成人看護学演習

小計（10）科目

地域包括ケア概論

地域包括ケア方法論

地域包括ケア演習

小計（26）科目

看
護
の
実
践
Ⅱ

（
臨
地
実
習

）

成人看護学実習Ⅰ
(急性期)
成人看護学実習Ⅱ
(慢性期)

老年看護学実習Ⅰ

老年看護学実習Ⅱ

【令和２年度】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

在宅看護学演習

母性看護学概論

母性看護学方法論

母性看護学演習

リプロダクティブヘルス
看護学

精神看護学概論

精神看護学方法論

看護倫理

精神看護学演習

地域看護学概論

地域健康支援論

在宅看護学概論

在宅看護学方法論

老年看護学概論

専
門
科
目

看
護
の
基
盤

基盤看護学概論

生活支援技術論Ⅰ

生活支援技術論Ⅱ

医療支援技術論Ⅰ

医療支援技術論Ⅱ

看護方法論

看護理論

小児看護学実習
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

3前 1 1 3 0 1

3前 1 兼1

3前 1 1 2 1

3前 1 1 1 1

4後 1 1 4 3 7 3

- 2 3 0 3 6 3 7 3 1

4前 1 2

3前 1 6 1

4通 2 6 6 5 4

4前 1 1 0 兼0

4前 1 1

4前 1 1 1

4前 1 1

4前 1 1 1 1

- 5 4 0 7 6 5 5 　 0

- 106 107 0 7 7 6 7 14 80

医療安全論

専
門
科
目

看
護
の
実
践
Ⅲ

（
看
護
の
発
展

）

クリティカルケア論

地域リハビリテーション
看護概論

緩和ケア論

がん看護

看護実践能力強化演習

小計（5）科目

看
護
の
統
合

災害看護学

小計（8）科目

合計（184科目）

卒業要件及び履修方法

『総合基礎科目』のうち20単位以上（必修科目10単位、選択科目10単位以上）、『専門
基礎科目』のうち29単位以上（必修科目26単位、選択科目3単位以上）、『専門科目』の
うち75単位以上（必修科目70単位、選択科目5単位）の合計124単位以上を修得するこ
と。（履修科目の登録の上限：42単位（年間））

看護研究Ⅰ

看護研究Ⅱ

家族看護学

看護管理学概論

国際看護学

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

東洋文化と看護

【令和２年度】

科目
区分
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【平成３０年度】

【令和元年度】
　　　　 　　　　

（１）ー②授業科目表に関する変更内容
　　　　 　　　　

・鈴木秀樹助教就任辞退の理由により、「基礎ゼミナール」の専任教員配置を「助教７」から「助教６」に変更。
・鈴木秀樹助教就任辞退の理由により、「コモンスキル」の専任教員配置を「助教７」から「助教６」に変更。
・中垣恒太郎兼担教授就任辞退の理由により、「芸術学Ａ」および「芸術学Ｂ」の兼任・兼担教員配置を「兼４」から「兼３」にそれぞ
れ変更。
・鈴木秀樹助教就任辞退及び須佐公子准教授担当科目追加の理由により、「生活支援技術論Ⅰ」の専任教員配置を「准教授１」から「准
教授２」、「助教２」から「助教１」に変更。
・鈴木秀樹助教就任辞退及び須佐公子准教授担当科目追加の理由により、「生活支援技術論Ⅱ」の専任教員配置を「准教授１」から「准
教授２」、「助教２」から「助教１」に変更。
・鈴木秀樹助教就任辞退の理由により、「医療支援技術論Ⅰ」の専任教員配置を「助教２」から「助教１」に変更。
・鈴木秀樹助教就任辞退の理由により、「医療支援技術論Ⅱ」の専任教員配置を「助教２」から「助教１」に変更。
・鈴木秀樹助教就任辞退及び須佐公子准教授担当科目追加の理由により、「看護方法論」の専任教員配置を「准教授１」から「准教授
２」、「助教２」から「助教１」に変更。
・鈴木秀樹助教就任辞退の理由により、「看護コミュニケーション論」の専任教員配置を「助教７」から「助教６」に変更。
・鈴木秀樹助教就任辞退及び須佐公子准教授担当科目追加の理由により、「基盤看護学実習Ⅰ」の専任教員配置を「准教授１」から「准
教授２」、「助教２」から「助教１」に変更。
・鈴木秀樹助教就任辞退の理由により、「基盤看護学実習Ⅱ」の専任教員配置を「助教４」から「助教３」に変更。
・福島道子兼任講師の就任年度を平成30年4月から平成31年4月に変更し、担当科目を変更した理由により、「地域看護学概論」の兼任教
員配置数を「兼１」から「兼０」に変更。
・福島道子兼任講師の就任年度を平成30年4月から平成31年4月に変更し、担当科目を変更した理由により、「地域包括ケア概論」の兼任
教員配置数を「兼１」から「兼０」に変更。
・鈴木秀樹助教就任辞退の理由により、「地域包括ケア実習」の専任教員配置を「助教６」から「助教５」に変更。
・鈴木秀樹助教就任辞退の理由により、「統合実習」の専任教員配置を「助教６」から「助教５」に変更。
・鈴木秀樹助教就任辞退の理由により、「看護実践能力強化演習」の専任教員配置を「助教７」から「助教５」に変更。
・鈴木秀樹助教就任辞退の理由により、「看護研究Ⅱ」の専任教員配置を「助教６」から「助教５」に変更。

・熊谷（金岡）順子兼任講師就任辞退に伴う後任として篠塚勝正兼任講師が就任し「英語コミュニケーションⅠ」「英語コミュニケー
ションⅡ」「英語コミュニケーションⅢ」「英語コミュニケーションⅣ」を担当。
・「人体の構造と機能Ⅰ」及び「人体の構造と機能Ⅱ」の科目担当を杉森裕樹教授に変更した理由により、専任教員配置を「教授０」か
ら「教授１」とし、兼任教員の配置をなしとする。
・藤縄玲子兼任講師就任辞退に伴い「生化学」の担当教員を佐藤匡昭兼任講師に変更。
・「疾病・治療学Ⅱ（急性期・臓器別疾患）」の科目担当を杉森裕樹教授に変更した理由により、専任教員配置を「教授０」から「教授
１」とし、兼任教員の配置をなしとする。
・「疾病・治療学Ⅴ（小児・性と生殖医療）」の科目担当を杉森裕樹教授及び北田志郎准教授に変更した理由により、専任教員配置を
「教授０」から「教授１」、「准教授０」から「准教授１」とし、兼任教員の配置をなしとする。
・大城聰兼担講師の就任年度を平成30年4月から令和２年4月に変更した理由により、「薬理学」の担当教員を吉澤一巳兼任講師に変更。
・福島道子兼任講師の就任年度を平成30年4月から令和２年4月に変更し、担当科目を変更した理由により、「地域看護学概論」の兼任教
員の配置をなしとする。
・福島道子兼任講師の就任年度を平成30年4月から令和２年4月に変更し、担当科目を変更した理由により、「地域包括ケア概論」の兼任
教員の配置をなしとし、王（磯山）麗華准教授が担当する（平成30年7月教員審査受審済）。
・杉森裕樹教授担当科目追加の理由により「看護研究Ⅰ」及び「看護研究Ⅱ」の専任教員配置を「教授５」から「教授６」に変更。

・専門科目「看護の実践Ⅱ（臨地実習）」に関する区分の小計に誤記載がありましたので、助手の小計人数を9人から14人に訂正しま
す。
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【令和２年度】

【令和３年度】

（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、
　　　　授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。
　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。
　　　・　不要な年度（平成３０年度開設であれば平成２９年度）の表は適宜削除してください。

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を
　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

・鈴木秀樹助教就任辞退の後任として早田雅子助教の就任及び荒井洋子講師、川島雅子講師、黒田美香助教、野崎裕之助教退職の後任と
して坂口由紀子准教授、臼井（浜島）淳美講師、中根洋子助教、柳澤節子助教が就任したことに伴い、「基礎ゼミナール」の専任教員配
置を「准教授６、講師７」から「准教授７、講師６」に変更。助教は当初計画通り「助教７」に戻した。
・鈴木秀樹助教就任辞退の後任として早田雅子助教の就任及び荒井洋子講師、川島雅子講師、黒田美香助教、野崎裕之助教退職の後任と
して坂口由紀子准教授、臼井（浜島）淳美講師、中根洋子助教、柳澤節子助教が就任したことに伴い、「コモンスキル」の専任教員配置
を「准教授５、講師７」から「准教授６、講師６」に変更。助教は当初計画通り「助教７」に戻した。
・鈴木秀樹助教就任辞退の後任として早田雅子助教が就任したことに伴い、「生活支援技術論Ⅰ」「生活支援技術論Ⅱ」「医療支援技術
論Ⅰ」「医療支援技術論Ⅱ」「看護方法論」「基盤看護学実習Ⅰ」「基盤看護学実習Ⅱ」「地域包括ケア実習」「統合実習」の助教の配
置を当初計画通りに戻した。
・鈴木秀樹助教就任辞退の後任として早田雅子助教の就任及び荒井洋子講師、川島雅子講師、黒田美香助教、野崎裕之助教退職の後任と
して坂口由紀子准教授、臼井（浜島）淳美講師、中根洋子助教、柳澤節子助教が就任したことに伴い、「看護コミュニケーション論」の
専任教員配置を「准教授５、講師７」から「准教授６、講師６」に変更。助教は当初計画通り「助教７」に戻した。
・川島雅子講師退職の後任として坂口由紀子准教授、臼井（浜島）淳美講師が就任したことに伴い「小児看護学方法論」、「小児看護学
演習」の専任教員配置を「准教授１、講師１」から「准教授２、講師１」に変更。
・川島雅子講師退職の後任として坂口由紀子准教授が就任したことに伴い「小児看護学実習」の専任教員配置を「准教授１、講師１」か
ら「准教授２、講師０」に変更。
・北田志郎准教授担当科目追加の理由により「精神看護学演習」の専任教員配置を「准教授０」から「准教授１」に変更。
・伊藤直子講師担当科目追加の理由により「地域包括ケア演習」の専任教員配置を「講師１」から「講師２」に変更。
・伊藤直子講師担当科目追加の理由により「地域包括ケア実習」の専任教員配置を「講師２」から「講師３」に変更。
・森田恵子教授担当科目追加の理由並びに鈴木秀樹助教就任辞退の後任として早田雅子助教の就任及び荒井洋子講師、川島雅子講師、黒
田美香助教、野崎裕之助教退職の後任として坂口由紀子准教授、臼井（浜島）淳美講師、中根洋子助教、柳澤節子助教が就任したことに
伴い、「統合実習」の専任教員配置を「教授３、准教授５、講師６」から「教授４、准教授６、講師５」に変更。助教は当初計画通り
「助教７」に戻した。
・水野（今井）千奈津教授及び野崎百合子助教の担当科目追加及び荒井洋子講師退職の後任として臼井（浜島）淳美講師が就任した理由
により「クリティカルケア論」の専任教員配置を「講師１」から「教授１、講師１、助教１」とする。
・鈴木秀樹助教就任辞退の後任として早田雅子助教の就任及び荒井洋子講師、川島雅子講師、黒田美香助教、野崎裕之助教退職の後任と
して坂口由紀子准教授、臼井（浜島）淳美講師、中根洋子助教、柳澤節子助教が就任したことに伴い、「看護実践能力強化演習」の専任
教員配置を「准教授３、講師４」から「准教授４、講師３」に変更。助教は当初計画通り「助教７」に戻した。
・北田志郎准教授担当科目追加の理由により「看護研究Ⅰ」の専任教員配置を「准教授０」から「准教授１」に変更。
・北田志郎准教授担当科目追加の理由並びに鈴木秀樹助教就任辞退の後任として早田雅子助教の就任及び荒井洋子講師、川島雅子講師、
黒田美香助教、野崎裕之助教退職の後任として坂口由紀子准教授、臼井（浜島）淳美講師、中根洋子助教が就任したことに伴い、「看護
研究Ⅱ」の専任教員配置を「准教授５、講師６、助教５」から「准教授６、講師５、助教４」に変更。
・水野（今井）千奈津教授の担当科目追加及び授業内容変更の理由により「家族看護学」の専任教員配置を「准教授２」から「教授１、
准教授０」とする。
・助手の担当科目変更の理由により「老年看護学実習Ⅰ」の配置を13人から2人に変更。
・助手の担当科目変更の理由により「地域包括ケア実習」の配置を11人から7人に変更。
・助手の担当科目変更の理由により「統合実習」の配置を14人から7人に変更。

（２） 授業科目数

特になし。

備考
必修 選択 自由 計（Ａ） 必修 選択 自由 計

0 183 86

設置時の計画 変更状況

[　0　] [　0　] [　0　] [　0　]

97 0 18386 97
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１
人権・民主主義・平和
を考えるＡ

2 1 一般 選択

２
人権・民主主義・平和
を考えるＢ

2 1 一般 選択

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、

　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

2

183

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

　　　　ください。

本科目は一般教養科目として全学に開放されているもので、他にも人文系の教養科目は多く配置されて
おり、他の選択科目を履修することで卒業要件を満たすことが可能である。また、令和２年度のシラバ
スは既に変更後の内容で作成して学生に周知している。

＝ 1.09 ％
未開講科目（３）と廃止科目（４）の計

設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）
＝

（３） 未開講科目

未開講の理由，代替措置の有無

兼担教授の担当科目コマ数調整により、
令和２年度は未開講。次年度以降の開講
は過去の履修者数をもとに検討する。

兼担教授の担当科目コマ数調整により、
令和２年度は未開講。次年度以降の開講
は過去の履修者数をもとに検討する。

　　　　ください。

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（４） 廃止科目

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

廃止の理由，代替措置の有無

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

該当なし

25



備考

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

( ( ( (

大学全体

校地等「その他」…
「校地面積」不算入施
設用地が含まれていた
ことによる修正（30）
東松山校舎2号館増築
部の一部仕様変更によ
る修正（2）

68,770.45
66,525.45

0 0
68,770.45
66,525.45

47,531.69 0 0 47,531.69

116,302.14
114,057.14

0 0
116,302.14
114,057.14

159,367.31
161,612.31
162,220.71

0 0
159,367.31
161,612.31
162,220.71

275,669.45
276,277.85

0 0
275,669.45
276,277.85

新設学部等の名称 室　　　　　　数

スポーツ・健康科学部　看護学科 室
26
25

点

３　施設・設備の整備状況，経費

助教の研究室を共同研究
室から個室に変更したた
め（元）

計

校
　
　
地
　
　
等

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

運動場用地

小　　　計

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用

講　義　室

(１) 区　　 分

校 舎 敷 地

(２) 校　　　　　舎

語学学習施設

（補助職員 4 人）

6 室

情報処理学習施設

18 17 室

（補助職員 5人）
14 室

実験実習室

（　　　0）

〔うち外国書〕 点 点

　116　113 室
(３) 教　　室　　等

演　習　室

(４) 専任教員研究室

69,722〔66,205〕
66,716〔63,200〕
55,378〔51,880〕
46,770〔43,279〕
51,041〔47,555〕

(554,210〔96,143〕) (69,722〔66,205〕)

図
書
・
設
備

冊

　24  28　27 室

種

スポーツ・
健康科学部
看護学科

554,210〔96,143〕
548,975〔95,616〕
543,878〔95,255〕
536,433〔94,598〕
527,080〔92,905〕

そ　の　他

合　　　計

既設学部・学科との共有
を含む
東松山校舎2号館増築部完
成または用途目的変更に
よる増減(元）(3)

大学全体での共用分を
含む
図書　549,653冊
図書　544,418冊
図書　539,321冊
図書　531,928冊
図書　522,683冊
　　　　〔95,625冊〕
　　　　〔95,098冊〕
　　　　〔94,737冊〕
　　　　〔94,084冊〕
　　　　〔92,393冊〕
学術雑誌　　69,684種
学術雑誌　　66,678種
学術雑誌　　55,340種
学術雑誌　　46,732種
学術雑誌　　50,972種
　　　　　　　　〔66,187種〕
　　　　　　　　〔63,182種〕
　　　　　　　　〔51,862種〕
　　　　　　　　〔43,261種〕
　　　　　　　　〔47,527種〕
図書の増加は大学全体の
共用分購入点数追加によ
る（30）（元）（２）（３）
学術雑誌減少については
大学全体の共用分購入点
数変更に伴う修正（30）
学術雑誌増加については
大学全体の共用分購入点
数変更に伴う修正（元）（２）
（３）

　

新設学部等
の名称

図　　書 学術雑誌
視聴覚資料 機械・器具 標　　本

(５) 〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

65,693〔65,657〕
62,618〔62,582〕
51,355〔51,332〕
42,754〔42,731〕
47,020〔46,999〕

19,157
19,016
18,973
18,959
18,856

5,275
4,952
2,307 0

(65,693〔65,657〕) (19,157) (5,275)

㎡)

大学全体
東松山校舎2号館増築
部完成による増加
（元）
東松山校舎2号館増築
部の一部仕様変更によ
る修正（2）

115,084.81
115,205.21
115,154.57

0 0
115,084.81
115,205.21
115,154.57

111,810.57 ㎡) 0 ㎡) 0 ㎡) 111,810.57
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大学全体

（注）・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合、　　　　

野球場、ラグビー場、テニスコート、弓道場

面積…申請時未計上分
を追加修正(30)

面　　　　　積

0
(65,693〔65,657〕) (19,157) (5,275) （　　　0）

1,759　席

収 納 可 能 冊 数

65,693〔65,657〕
62,618〔62,582〕
51,355〔51,332〕
42,754〔42,731〕
47,020〔46,999〕

19,157
19,016
18,973
18,959
18,856

5,275
4,952
2,307

共 同 研 究 費 等
9,000 千円

20,000 千円

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常費補助金、資産運用収入、雑収入　等

(７) 体　　育　　館

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

13,956.56　㎡
11,443.20　㎡

体育館以外のスポーツ施設の概要

20,000 千円 設備購入費
165,439千円
165,394千円

54,118千円
54,053千円

0千円

面　　　　　積

閲 覧 座 席 数

1,750,600

計

554,210〔96,143〕
548,975〔95,616〕
543,878〔95,255〕
536,433〔94,598〕
527,080〔92,905〕

図
書
・
設
備

69,722〔66,205〕
66,716〔63,200〕
55,378〔51,880〕
46,770〔43,279〕
51,041〔47,555〕

(554,210〔96,143〕) (69,722〔66,205〕)

1,700千円 ― 千円 ― 千円

0千円

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、黒字で記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、

　　　　その理由及び報告年度「（２）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

　　　・　「(５)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には令和３年５月１日現在の数値を記入してください。

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の

(６) 図　　書　　館
　　14,659.66　㎡

視聴覚資料の増加は大学
全体の共用分購入点数追
加による（30）（元）（２）（３）
電子ジャーナルは"Hein
Online"の収録タイトル数減
少に伴い、点数を修正。
（30）
機械・器具点数はリネン類
細分化やシミュレーター機
材付属品等の追加により
修正（30）
電子ジャーナルは
"EBSCOhost"と”
ProQuestCentral”の収録タ
イトル増加により点数を修
正。（元）
機械・器具点数はシミュ
レーター機材及び分娩台ほ
か周辺機器等の追加によ
り修正（元）

経費
の見
積り

区　　　　分 開設年度 完成年度 区　　分 開設前年度 開設年度 完成年度

(８) 教員１人当り研究費等 400 千円 400 千円 図書購入費
19,670千円
19,672千円

12,947千円

学生１人当
り

納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次

共同研究費等は大学全
体。申請者数が見込み
より下回ったことによ
る差額(30)

図書購入費は絶版等に
伴う図書差替えによる
差額（30）

設備購入費はシミュ
レーター機材付属品等
の追加により修正
（30）

設備購入費はシミュ
レーター機材及び分娩
台ほか周辺機器等の追
加により修正（元）

第６年次

1,950千円 1,700千円 1,700千円
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大 学 の 名 称 学生募集停止学科数 3
平均入学定
員超過率1.3
倍以上の学
科等数

0 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員
超過率

令和3年度
入学定員
超過率

定員変更
年度

(AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地

年 人 年次 人 倍 年度 年度

＜大学＞ 人

文学部 4 630 ― 2,520 ― 1.01 1.06 ― 昭和37

　日本文学科 4 150 ― 600 学士
(日本文学)

1.05 1.18 ― 昭和37

　中国文学科 4 70 ― 280 学士
(中国文学)

0.93 0.72 平成29 昭和37
定員変更
(△30)

　英米文学科 4 130 ― 520 学士
(英米文学)

1.02 1.08 ― 昭和42

　教育学科 4 120 ― 480 学士
(教育学)

1.03 1.07 平成29 昭和47
定員変更
(10)

　書道学科 4 60 ― 240 学士
(書道学)

1.03 1.13 ― 平成12

　歴史文化学科 4 100 ― 400 学士
(歴史文化学)

1.01 1.06 ― 平成30

経済学部 4 370 ― 1,480 ― 1.00 1.02 ― 昭和37

　社会経済学科 4 205 ― 820 学士
(経済学)

1.01 1.02 平成29 昭和37
定員変更
(5)

　現代経済学科 4 165 ― 660 学士
(経済学)

0.99 1.03 平成29 平成13
定員変更
(5)

外国語学部 4 360 ― 1,440 ― 0.99 0.96 ― 昭和47

　中国語学科 4 70 ― 280 学士
(中国語学)

1.01 1.02 平成29 昭和47
定員変更
(△30)

　英語学科 4 230 ― 920 学士
(英語学)

0.97 0.92 ― 昭和47

　日本語学科 4 60 ― 240 学士
(日本語学)

1.03 1.06 ― 平成5

法学部 4 375 ― 1,500 ― 1.02 1.05 ― 昭和48

　法律学科 4 225 ― 900 学士
（法学）

1.02 1.05 ― 昭和48

　政治学科 4 150 ― 600 学士
（政治学）

1.03 1.05 ― 平成2

国際関係学部 4 200 ― 800 ― 1.02 1.03 ― 昭和61

　国際関係学科 4 100 ― 400 学士
(国際関係)

1.05 1.04 ― 昭和61

　国際文化学科 4 100 ― 400 学士
(国際文化)

1.00 1.03 ― 昭和61

経営学部 4 365 ― 1,460 ― 0.99 0.98 ― 平成12

　経営学科 4 365 ― 1,460 学士
(経営学)

0.99 0.98 平成29 平成12
定員変更
(15)

　企業システム学科 4 ― ― ― 学士
(経営学)

― ― ― 平成12
平成28年
学生募集停止

環境創造学部 4 ― ― ― ― ― ― ― 平成13

　環境創造学科 4 ― ― ― 学士
(環境創造学)

― ― ― 平成13
平成30年
学生募集停止

　　(3･4年次)
　　東京都板橋区高島平
　　1-9-1

　　埼玉県東松山市
　　岩殿560

　　(1･2年次)
　　埼玉県東松山市
　　岩殿560

　　(3･4年次)
　　東京都板橋区高島平
　　1-9-1

４．既設大学等の状況

　大東文化大学

　　(1･2年次)
　　埼玉県東松山市
　　岩殿560
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大 学 の 名 称 学生募集停止学科数 3
平均入学定
員超過率1.3
倍以上の学
科等数

0 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員
超過率

令和3年度
入学定員
超過率

定員変更
年度

(AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地

　大東文化大学

スポーツ・健康科学部 4 325 ― 1,300 ― 0.97 0.98 ― 平成17

　スポーツ科学科 4 125 ― 500 学士
(ｽﾎﾟｰﾂ科学)

1.03 1.15 平成29 平成17
定員変更
(25)

　健康科学科 4 100 ― 400 学士
(健康科学)

0.84 0.71 ― 平成17

　看護学科 4 100 ― 400 学士
(看護学)

1.03 1.04 ― 平成30

社会学部 4 200 ― 800 ― 0.98 1.01 ― 平成30

　社会学科 4 200 ― 800 学士
(社会学)

0.98 1.01 ― 平成30

　　(1･2年次)
　　埼玉県東松山市
　　岩殿560
　　(3･4年次)
　　東京都板橋区高島平
　　1-9-1

大学全体 4 2,825 ― 11,300 ― 1.00 1.02 ― ― ―

＜大学院＞

文学研究科

　（博士前期課程） 2 23 ― 46 ― 0.56 0.56 ― 昭和39

　日本文学専攻 2 3 ― 6 修士
（日本文学）

0.49 0.33 令和元 昭和39
定員変更
（△2）

　中国学専攻 2 3 ― 6 修士
（中国学）

0.33 0.66 令和元 昭和39
定員変更
（△2）

　英文学専攻 2 5 ― 10 修士
（英文学）

0.40 0.40 ― 昭和53

　書道学専攻 2 7 ― 14 修士
（書道学）

0.92 0.71 ― 平成15

　教育学専攻 2 5 ― 10 修士
（教育学）

0.40 0.60 令和元 平成20
定員変更
（△5）

　（博士後期課程） 3 8 ― 24 ― 0.37 0.25 ― 昭和47

　日本文学専攻 3 3 ― 9 博士
（日本文学）

0.00 0.00 令和元 昭和47
定員変更
（△2）

　中国学専攻 3 2 ― 6 博士
（中国学）

0.00 0.00 令和元 昭和42
定員変更
（△1）

　書道学専攻 3 3 ― 9 博士
（書道学）

0.99 0.66 ― 平成17

経済学研究科

　（博士前期課程） 0.60 0.80

　経済学専攻 2 5 ― 10
修士
（経済学）

(公共政策学)
0.60 0.80 令和元 昭和47

定員変更
（△5）

　（博士後期課程） 0.00 0.00

　経済学専攻 3 3 ― 9 博士
（経済学）

0.00 0.00 令和元 昭和53
定員変更
（△2）

法学研究科

　（博士前期課程） 4 9 ― 18 ― 0.16 0.11 ― 昭和52

　法律学専攻 2 5 ― 10 修士
（法学）

0.30 0.20 令和元 昭和52
定員変更
（△5）

　政治学専攻 2 4 ― 8
修士
（政治学）

(公共政策学)
0.00 0.00 令和元 平成6

定員変更
（△3）

　　埼玉県東松山市
　　岩殿560

　　東京都板橋区高島平
　　1-9-1
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大 学 の 名 称 学生募集停止学科数 3
平均入学定
員超過率1.3
倍以上の学
科等数

0 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員
超過率

令和3年度
入学定員
超過率

定員変更
年度

(AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地

　大東文化大学

　（博士後期課程） 6 4 ― 12 ― 0.00 0.00 ― 平成3

　法律学専攻 3 2 ― 6 博士
（法学）

0.00 0.00 令和元 平成3
定員変更
（△3）

　政治学専攻 3 2 ― 6 博士
（政治学）

0.00 0.00 令和元 平成8
定員変更
（△2）

外国語学研究科

　（博士前期課程） 6 15 ― 30 ― 0.36 0.40 ― 平成11

　中国言語文化学専攻 2 5 ― 10
修士

(中国言語
文化学)

0.20 0.20 ― 平成11

　英語学専攻 2 5 ― 10 修士
（英語学）

0.00 0.00 ― 平成11

　日本言語文化学専攻 2 5 ― 10
修士

(日本言語
文化学)

0.90 1.00 令和元 平成11
定員変更
（△5）

　（博士後期課程） 9 8 ― 24 ― 0.37 0.12 ― 平成17

　中国言語文化学専攻 3 3 ― 9
博士

(中国言語
文化学)

0.22 0.00 ― 平成23

　英語学専攻 3 3 ― 9 博士
（英語学）

0.55 0.00 ― 平成17

　日本言語文化学専攻 3 2 ― 6
博士

(日本言語
文化学)

0.33 0.50 令和元 平成19
定員変更
（△1）

アジア地域研究科

　（博士前期課程） 0.56 0.71

　アジア地域研究専攻 2 7 ― 14
修士
(アジア
地域研究)

0.56 0.71 令和元 平成11
定員変更
（△5）

　（博士後期課程） 0.33 0.00

　アジア地域研究専攻 3 2 ― 6
博士
(アジア
地域研究)

0.33 0.00 令和元 平成13
定員変更
（△2）

経営学研究科

　（博士前期課程） 0.45 0.30

　経営学専攻 2 10 ― 20 修士
（経営学）

0.45 0.30 令和元 平成15
定員変更
（△5）

　（博士後期課程） 0.00 0.00

　経営学専攻 3 3 ― 9 博士
（経営学）

0.00 0.00 令和元 平成15
定員変更
（△2）

スポーツ･健康科学
研究科

　スポーツ・健康科学
　専攻（修士課程）

2 10 ― 20
修士

(ｽﾎﾟｰﾂ科学)
(健康科学)

1.15 1.10 ― 平成21
　　埼玉県東松山市
　　岩殿560

法務研究科 3 ― ― ― ― ― ― ― 平成16

　法務専攻
　（専門職学位課程）

3 ― ― ― 法務博士
（専門職）

― ― ― 平成16

大学院全体 ― 107 ― 242 ― 0.41 0.42 ― ― ―

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者が既に設置している全ての大学（大学院含む）、短期大学及び

　　　　高等専門学校についてそれぞれの学校種ごとに、報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。

　　　　（専攻科及び別科を除く）。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　・本年度ＡＣ対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　・「平均入学定員超過率」の考え方は「大学設置等に係る提出書類の作成の手引き（平成31年度改訂版）」と同じです。

　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を

　　　　記入してください。

　　埼玉県東松山市
　　岩殿560

　　東京都板橋区高島平
　　1-9-1

　　東京都板橋区高島平
　　1-9-1

平成27年
学生募集停止
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【認可時】 【平成３０年度】 【令和元年度】 【令和２年度】 【令和３年度】

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・
氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

教授

豊嶋　三枝子
＜平成30年4月＞
修士（教育学）※

基礎ゼミナール
基盤看護学概論
看護方法論　※
看護理論
看護倫理
基盤看護学実習Ⅰ
基盤看護学実習Ⅱ
看護研究Ⅰ
看護研究Ⅱ
看護管理学概論
医療安全論

基礎ゼミナール
基盤看護学概論
看護方法論　※
看護理論
看護倫理
基盤看護学実習Ⅰ
基盤看護学実習Ⅱ
看護研究Ⅰ
看護研究Ⅱ
看護管理学概論
医療安全論

基礎ゼミナール
基盤看護学概論
看護方法論　※
看護理論
看護倫理
基盤看護学実習Ⅰ
基盤看護学実習Ⅱ
看護研究Ⅰ
看護研究Ⅱ
看護管理学概論
医療安全論

基礎ゼミナール
基盤看護学概論
看護方法論　※
看護理論
看護倫理
基盤看護学実習Ⅰ
基盤看護学実習Ⅱ
看護研究Ⅰ
看護研究Ⅱ
看護管理学概論
医療安全論

専 教授

豊嶋　三枝子
＜平成30年4月＞
修士（教育学）※

専 教授

豊嶋　三枝子
＜平成30年4月＞
修士（教育学）※

専 教授

豊嶋　三枝子
＜平成30年4月＞
修士（教育学）※

専 教授

杉森　裕樹
＜平成30年4月＞
博士（医学）

基礎ゼミナール
疾病・治療学Ⅲ（慢
性期・総論/全身疾
患）
公衆衛生学
チーム医療論　※
地域健康支援論
地域包括ケア概論
※
地域包括ケア方法論
※

基礎ゼミナール
疾病・治療学Ⅲ（慢
性期・総論/全身疾
患）
公衆衛生学
チーム医療論　※
地域健康支援論
地域包括ケア概論
※
地域包括ケア方法論
※

基礎ゼミナール
疾病・治療学Ⅲ（慢
性期・総論/全身疾
患）
公衆衛生学
チーム医療論　※
地域健康支援論
地域包括ケア概論
※
地域包括ケア方法論
※
人体の構造と機能Ⅰ
人体の構造と機能Ⅱ
疾病・治療学Ⅱ（急
性期・臓器別疾患）
疾病・治療学Ⅴ（小
児・性と生殖医療）
看護研究Ⅰ
看護研究Ⅱ

教授

糸井　裕子
＜平成30年4月＞
博士（医学）

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
成人看護学概論
成人看護学方法論Ⅱ
(慢性期)　※
成人看護学演習
成人看護学実習Ⅱ
(慢性期)
統合実習
緩和ケア論　※
がん看護　※
看護研究Ⅰ
看護研究Ⅱ

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
成人看護学概論
成人看護学方法論Ⅱ
(慢性期)　※
成人看護学演習
成人看護学実習Ⅱ(慢
性期)
統合実習
緩和ケア論　※
がん看護　※
看護研究Ⅰ
看護研究Ⅱ

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
成人看護学概論
成人看護学方法論Ⅱ
(慢性期)　※
成人看護学演習
成人看護学実習Ⅱ(慢
性期)
統合実習
緩和ケア論　※
がん看護　※
看護研究Ⅰ
看護研究Ⅱ

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
成人看護学概論
成人看護学方法論Ⅱ
(慢性期)　※
成人看護学演習
成人看護学実習Ⅱ(慢
性期)
統合実習
緩和ケア論　※
がん看護　※
看護研究Ⅰ
看護研究Ⅱ

専 教授

糸井　裕子
＜平成30年4月＞
博士（医学）

専 教授

糸井　裕子
＜平成30年4月＞
博士（医学）

専 教授

糸井　裕子
＜平成30年4月＞
博士（医学）

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
生活支援技術論Ⅰ
生活支援技術論Ⅱ
医療支援技術論Ⅰ
医療支援技術論Ⅱ
看護方法論　※
看護コミュニケー
ション論　※
基盤看護学実習Ⅰ
基盤看護学実習Ⅱ
在宅看護学方法論
※
地域包括ケア概論
※
地域包括ケア方法論
※
地域包括ケア演習
地域包括ケア実習
統合実習
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ

専 専 教授

５　教員組織の状況

＜スポーツ・健康科学部　看護学科＞

（１）ー① 担当教員表

専 教授

村松　由紀
＜平成30年4月＞

修士（保健医療学）
※

専 教授

村松　由紀
＜平成30年4月＞

修士（保健医療学）
※

専

担当授業科目名

専任・

職名

専

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

基礎ゼミナール
疾病・治療学Ⅲ（慢
性期・総論/全身疾
患）
公衆衛生学
チーム医療論　※
地域健康支援論
地域包括ケア概論
※
地域包括ケア方法論
※
人体の構造と機能Ⅰ
人体の構造と機能Ⅱ
疾病・治療学Ⅱ（急
性期・臓器別疾患）
疾病・治療学Ⅴ（小
児・性と生殖医療）
看護研究Ⅰ
看護研究Ⅱ

専 教授

杉森　裕樹
＜平成30年4月＞
博士（医学）

専 教授

杉森　裕樹
＜平成30年4月＞
博士（医学）

専 教授

杉森　裕樹
＜平成30年4月＞
博士（医学）

村松　由紀
＜平成30年4月＞

修士（保健医療学）
※

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
生活支援技術論Ⅰ
生活支援技術論Ⅱ
医療支援技術論Ⅰ
医療支援技術論Ⅱ
看護方法論　※
看護コミュニケー
ション論　※
基盤看護学実習Ⅰ
基盤看護学実習Ⅱ
在宅看護学方法論
※
地域包括ケア概論
※
地域包括ケア方法論
※
地域包括ケア演習
地域包括ケア実習
統合実習
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
生活支援技術論Ⅰ
生活支援技術論Ⅱ
医療支援技術論Ⅰ
医療支援技術論Ⅱ
看護方法論　※
看護コミュニケー
ション論　※
基盤看護学実習Ⅰ
基盤看護学実習Ⅱ
在宅看護学方法論
※
地域包括ケア概論
※
地域包括ケア方法論
※
地域包括ケア演習
地域包括ケア実習
統合実習
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
生活支援技術論Ⅰ
生活支援技術論Ⅱ
医療支援技術論Ⅰ
医療支援技術論Ⅱ
看護方法論　※
看護コミュニケー
ション論　※
基盤看護学実習Ⅰ
基盤看護学実習Ⅱ
在宅看護学方法論
※
地域包括ケア概論
※
地域包括ケア方法論
※
地域包括ケア演習
地域包括ケア実習
統合実習
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ

教授

村松　由紀
＜平成30年4月＞

修士（保健医療学）
※

専 教授

村松　由紀
＜平成30年4月＞

修士（保健医療学）
※

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
生活支援技術論Ⅰ
生活支援技術論Ⅱ
医療支援技術論Ⅰ
医療支援技術論Ⅱ
看護方法論　※
看護コミュニケー
ション論　※
基盤看護学実習Ⅰ
基盤看護学実習Ⅱ
在宅看護学方法論
※
地域包括ケア概論
※
地域包括ケア方法論
※
地域包括ケア演習
地域包括ケア実習
統合実習
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ

専任・

職名

専 教授

杉森　裕樹
＜平成30年4月＞
博士（医学）

基礎ゼミナール
疾病・治療学Ⅲ（慢
性期・総論/全身疾
患）
公衆衛生学
チーム医療論　※
地域健康支援論
地域包括ケア概論
※
地域包括ケア方法論
※
人体の構造と機能Ⅰ
人体の構造と機能Ⅱ
疾病・治療学Ⅱ（急
性期・臓器別疾患）
疾病・治療学Ⅴ（小
児・性と生殖医療）
看護研究Ⅰ
看護研究Ⅱ

専 教授

豊嶋　三枝子
＜平成30年4月＞
修士（教育学）※

基礎ゼミナール
基盤看護学概論
看護方法論　※
看護理論
看護倫理
基盤看護学実習Ⅰ
基盤看護学実習Ⅱ
看護研究Ⅰ
看護研究Ⅱ
看護管理学概論
医療安全論

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

の別　

担当授業科目名

専 教授

糸井　裕子
＜平成30年4月＞
博士（医学）

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
成人看護学概論
成人看護学方法論Ⅱ
(慢性期)　※
成人看護学演習
成人看護学実習Ⅱ(慢
性期)
統合実習
緩和ケア論　※
がん看護　※
看護研究Ⅰ
看護研究Ⅱ
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【認可時】 【平成３０年度】 【令和元年度】 【令和２年度】 【令和３年度】

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・
氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

の別　

担当授業科目名

看護コミュニケー
ション論　※
母性看護学概論
母性看護学方法論
※
リプロダクティブヘ
ルス看護学　※

専 教授

水野（今井）千奈津
＜平成30年4月＞
博士（工学）

専 教授

水野（今井）千奈津
＜平成32年4月＞
博士（工学）

専 教授

水野（今井）千奈津
＜平成30年4月＞
博士（工学）

兼任 講師

専 教授

水野（今井）千奈津
＜平成30年4月＞
博士（工学）

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
母性看護学概論
母性看護学方法論
※
母性看護学演習
リプロダクティブヘ
ルス看護学　※
母性看護学実習

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
母性看護学概論
母性看護学方法論
※
母性看護学演習
リプロダクティブヘ
ルス看護学　※
母性看護学実習
統合実習
看護研究Ⅰ
看護研究Ⅱ

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
母性看護学概論
母性看護学方法論
※
母性看護学演習
リプロダクティブヘ
ルス看護学　※
母性看護学実習
統合実習
看護研究Ⅰ
看護研究Ⅱ

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
母性看護学概論
母性看護学方法論
※
母性看護学演習
リプロダクティブヘ
ルス看護学　※
母性看護学実習
統合実習
看護研究Ⅰ
看護研究Ⅱ
クリティカルケア論
家族看護学

水野（今井）千奈津
＜平成31年4月＞
博士（工学）

専 教授

樺澤　一之
＜平成30年4月＞

医学博士

基礎ゼミナール
情報処理
保健医療統計学
医療情報学
看護研究Ⅰ

基礎ゼミナール
情報処理
保健医療統計学
医療情報学
看護研究Ⅰ

基礎ゼミナール
情報処理
保健医療統計学
医療情報学
看護研究Ⅰ

基礎ゼミナール
情報処理
保健医療統計学
医療情報学
看護研究Ⅰ

専 教授

樺澤　一之
＜平成30年4月＞

医学博士

専 教授

樺澤　一之
＜平成30年4月＞

医学博士

専 教授

樺澤　一之
＜平成30年4月＞

医学博士

専 教授

森田　恵子
＜平成31年4月＞
修士（心身健康科

学）

基礎ゼミナール
チーム医療論　※
老年看護学概論
老年看護学方法論Ⅰ
（医療支援看護）
老年看護学方法論Ⅱ
（生活支援看護）
※
老年看護学演習
リプロダクティブヘ
ルス看護学　※
老年看護学実習Ⅰ
老年看護学実習Ⅱ
看護研究Ⅰ
看護研究Ⅱ

基礎ゼミナール
チーム医療論　※
老年看護学概論
老年看護学方法論Ⅰ
（医療支援看護）
老年看護学方法論Ⅱ
（生活支援看護）
※
老年看護学演習
リプロダクティブヘ
ルス看護学　※
老年看護学実習Ⅰ
老年看護学実習Ⅱ
看護研究Ⅰ
看護研究Ⅱ

基礎ゼミナール
チーム医療論　※
老年看護学概論
老年看護学方法論Ⅰ
（医療支援看護）
老年看護学方法論Ⅱ
（生活支援看護）
※
老年看護学演習
リプロダクティブヘ
ルス看護学　※
老年看護学実習Ⅰ
老年看護学実習Ⅱ
看護研究Ⅰ
看護研究Ⅱ

基礎ゼミナール
チーム医療論　※
老年看護学概論
老年看護学方法論Ⅰ
（医療支援看護）
老年看護学方法論Ⅱ
（生活支援看護）
※
老年看護学演習
リプロダクティブヘ
ルス看護学　※
老年看護学実習Ⅰ
老年看護学実習Ⅱ
看護研究Ⅰ
看護研究Ⅱ
統合実習

専 教授

森田　恵子
＜平成31年4月＞
修士（心身健康科

学）

専 教授

森田　恵子
＜平成31年4月＞
修士（心身健康科

学）

専 教授

森田　恵子
＜平成31年4月＞
修士（心身健康科

学）

専
准教
授

王　麗華
＜平成30年4月＞
博士（医学）

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
東洋医学概論(漢方)
看護コミュニケー
ション論　※
地域看護学概論
地域健康支援論
在宅看護学概論
在宅看護学方法論
※
在宅看護学演習
地域包括ケア概論
※
地域包括ケア方法論
※
地域包括ケア演習
老年看護学実習Ⅰ
在宅看護学実習
地域包括ケア実習
統合実習
クリティカルケア論
※
東洋文化と看護
看護研究Ⅱ
国際看護学

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
東洋医学概論(漢方)
看護コミュニケー
ション論　※
地域看護学概論
地域健康支援論
在宅看護学概論
在宅看護学方法論
※
在宅看護学演習
地域包括ケア概論
※
地域包括ケア方法論
※
地域包括ケア演習
老年看護学実習Ⅰ
在宅看護学実習
地域包括ケア実習
統合実習
クリティカルケア論
※
東洋文化と看護
看護研究Ⅱ
国際看護学

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
東洋医学概論(漢方)
看護コミュニケー
ション論　※
地域看護学概論
地域健康支援論
在宅看護学概論
在宅看護学方法論
※
在宅看護学演習
地域包括ケア概論
※
地域包括ケア方法論
※
地域包括ケア演習
老年看護学実習Ⅰ
在宅看護学実習
地域包括ケア実習
統合実習
クリティカルケア論
※
東洋文化と看護
看護研究Ⅱ
国際看護学

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
東洋医学概論(漢方)
看護コミュニケー
ション論　※
地域看護学概論
地域健康支援論
在宅看護学概論
在宅看護学方法論
※
在宅看護学演習
地域包括ケア概論
※
地域包括ケア方法論
※
地域包括ケア演習
老年看護学実習Ⅰ
在宅看護学実習
地域包括ケア実習
統合実習
クリティカルケア論
※
東洋文化と看護
看護研究Ⅱ
国際看護学

専
准教
授

R2.3.31付け…一身上
の都合のため退職

（２）

専
准教
授

王　麗華
＜平成30年4月＞
博士（医学）

専
准教
授

王　麗華
＜平成30年4月＞
博士（医学）

専
准教
授

王　麗華
＜平成30年4月＞
博士（医学）

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
東洋医学概論(漢方)
看護コミュニケー
ション論　※
地域看護学概論
地域健康支援論
在宅看護学概論
在宅看護学方法論
※
在宅看護学演習
地域包括ケア概論
※
地域包括ケア方法論
※
地域包括ケア演習
老年看護学実習Ⅰ
在宅看護学実習
地域包括ケア実習
統合実習
クリティカルケア論
※
東洋文化と看護
看護研究Ⅱ
国際看護学

専 教授

森田　恵子
＜平成31年4月＞
修士（心身健康科

学）

基礎ゼミナール
チーム医療論　※
老年看護学概論
老年看護学方法論Ⅰ
（医療支援看護）
老年看護学方法論Ⅱ
（生活支援看護）
※
老年看護学演習
リプロダクティブヘ
ルス看護学　※
老年看護学実習Ⅰ
老年看護学実習Ⅱ
看護研究Ⅰ
看護研究Ⅱ
統合実習

専 教授

樺澤　一之
＜平成30年4月＞

医学博士

基礎ゼミナール
情報処理
保健医療統計学
医療情報学
看護研究Ⅰ

専 教授

水野（今井）千奈津
＜平成30年4月＞
博士（工学）

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
母性看護学概論
母性看護学方法論
※
母性看護学演習
リプロダクティブヘ
ルス看護学　※
母性看護学実習
統合実習
看護研究Ⅰ
看護研究Ⅱ
クリティカルケア論
家族看護学
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担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・
氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

の別　

担当授業科目名

専
准教
授

長田　泉
＜平成31年4月＞
修士（教育学）※

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
チーム医療論　※
看護コミュニケー
ション論　※
小児看護学概論
小児看護学方法論
小児看護学演習
リプロダクティブヘ
ルス看護学　※
地域包括ケア演習
小児看護学実習
統合実習
クリティカルケア論
※
緩和ケア論　※
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ
家族看護学　※

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
チーム医療論　※
看護コミュニケー
ション論　※
小児看護学概論
小児看護学方法論
小児看護学演習
リプロダクティブヘ
ルス看護学　※
地域包括ケア演習
小児看護学実習
統合実習
クリティカルケア論
※
緩和ケア論　※
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ
家族看護学　※

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
チーム医療論　※
看護コミュニケー
ション論　※
小児看護学概論
小児看護学方法論
小児看護学演習
リプロダクティブヘ
ルス看護学　※
地域包括ケア演習
小児看護学実習
統合実習
クリティカルケア論
※
緩和ケア論　※
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ
家族看護学　※

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
チーム医療論　※
看護コミュニケー
ション論　※
小児看護学概論
小児看護学方法論
小児看護学演習
リプロダクティブヘ
ルス看護学　※
地域包括ケア演習
小児看護学実習
統合実習
クリティカルケア論
※
緩和ケア論　※
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ

専
准教
授

長田　泉
＜平成31年4月＞
修士（教育学）※

専
准教
授

長田　泉
＜平成31年4月＞
修士（教育学）※

専
准教
授

長田　泉
＜平成31年4月＞
修士（教育学）※

専
准教
授

草刈　由美子
＜平成30年4月＞
修士（保健学）

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
生活支援技術論Ⅰ
生活支援技術論Ⅱ
医療支援技術論Ⅰ
医療支援技術論Ⅱ
看護方法論　※
看護コミュニケー
ション論　※
基盤看護学実習Ⅰ
基盤看護学実習Ⅱ
統合実習
看護研究Ⅱ
家族看護学　※

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
生活支援技術論Ⅰ
生活支援技術論Ⅱ
医療支援技術論Ⅰ
医療支援技術論Ⅱ
看護方法論　※
看護コミュニケー
ション論　※
基盤看護学実習Ⅰ
基盤看護学実習Ⅱ
統合実習
看護研究Ⅱ
家族看護学　※

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
生活支援技術論Ⅰ
生活支援技術論Ⅱ
医療支援技術論Ⅰ
医療支援技術論Ⅱ
看護方法論　※
看護コミュニケー
ション論　※
基盤看護学実習Ⅰ
基盤看護学実習Ⅱ
統合実習
看護研究Ⅱ
家族看護学　※

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
生活支援技術論Ⅰ
生活支援技術論Ⅱ
医療支援技術論Ⅰ
医療支援技術論Ⅱ
看護方法論　※
看護コミュニケー
ション論　※
基盤看護学実習Ⅰ
基盤看護学実習Ⅱ
統合実習
看護研究Ⅱ

専
准教
授

草刈　由美子
＜平成30年4月＞
修士（保健学）

専
准教
授

草刈　由美子
＜平成30年4月＞
修士（保健学）

専
准教
授

草刈　由美子
＜平成30年4月＞
修士（保健学）

専
准教
授

須佐　公子
＜平成30年4月＞

修士（保健医療学）

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
老年看護学方法論Ⅰ
（医療支援看護）
老年看護学方法論Ⅱ
（生活支援看護）
※
老年看護学演習
地域包括ケア演習
老年看護学実習Ⅰ
老年看護学実習Ⅱ
統合実習
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
老年看護学方法論Ⅰ
（医療支援看護）
老年看護学方法論Ⅱ
（生活支援看護）
※
老年看護学演習
地域包括ケア演習
老年看護学実習Ⅰ
老年看護学実習Ⅱ
統合実習
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ
基盤看護学実習Ⅰ
生活支援技術論Ⅰ
生活支援技術論Ⅱ
看護方法論

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
老年看護学方法論Ⅰ
（医療支援看護）
老年看護学方法論Ⅱ
（生活支援看護）
※
老年看護学演習
地域包括ケア演習
老年看護学実習Ⅰ
老年看護学実習Ⅱ
統合実習
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ
基盤看護学実習Ⅰ
生活支援技術論Ⅰ
生活支援技術論Ⅱ
看護方法論

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
老年看護学方法論Ⅰ
（医療支援看護）
老年看護学方法論Ⅱ
（生活支援看護）
※
老年看護学演習
地域包括ケア演習
老年看護学実習Ⅰ
老年看護学実習Ⅱ
統合実習
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ
基盤看護学実習Ⅰ
生活支援技術論Ⅰ
生活支援技術論Ⅱ
看護方法論

専
准教
授

須佐　公子
＜平成30年4月＞

修士（保健医療学）

専
准教
授

須佐　公子
＜平成30年4月＞

修士（保健医療学）

専
准教
授

須佐　公子
＜平成30年4月＞

修士（保健医療学）

専
准教
授

北田　志郎
＜平成30年4月＞
博士（医学）

基礎ゼミナール
疾病・治療学Ⅳ（終
末期・緩和医療）
疾病・治療学Ⅵ（精
神医療）
病態論
東洋医学概論(漢方)
精神看護学概論　※
精神看護学方法論
緩和ケア論　※
東洋文化と看護

基礎ゼミナール
疾病・治療学Ⅳ（終
末期・緩和医療）
疾病・治療学Ⅵ（精
神医療）
病態論
東洋医学概論(漢方)
精神看護学概論　※
精神看護学方法論
緩和ケア論　※
東洋文化と看護

基礎ゼミナール
疾病・治療学Ⅳ（終
末期・緩和医療）
疾病・治療学Ⅵ（精
神医療）
病態論
東洋医学概論(漢方)
精神看護学概論　※
精神看護学方法論
緩和ケア論　※
東洋文化と看護
疾病・治療学Ⅴ（小
児・性と生殖医療）

基礎ゼミナール
疾病・治療学Ⅳ（終
末期・緩和医療）
疾病・治療学Ⅵ（精
神医療）
病態論
東洋医学概論(漢方)
精神看護学概論　※
精神看護学方法論
緩和ケア論　※
東洋文化と看護
疾病・治療学Ⅴ（小
児・性と生殖医療）
看護研究Ⅰ
看護研究Ⅱ
精神看護学演習

専
准教
授

北田　志郎
＜平成30年4月＞
博士（医学）

専
准教
授

北田　志郎
＜平成30年4月＞
博士（医学）

専
准教
授

北田　志郎
＜平成30年4月＞
博士（医学）

専
准教
授

専
准教
授

草刈　由美子
＜平成30年4月＞
修士（保健学）

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
生活支援技術論Ⅰ
生活支援技術論Ⅱ
医療支援技術論Ⅰ
医療支援技術論Ⅱ
看護方法論　※
看護コミュニケー
ション論　※
基盤看護学実習Ⅰ
基盤看護学実習Ⅱ
統合実習
看護研究Ⅱ

専
准教
授

北田　志郎
＜平成30年4月＞
博士（医学）

基礎ゼミナール
疾病・治療学Ⅳ（終
末期・緩和医療）
疾病・治療学Ⅵ（精
神医療）
病態論
東洋医学概論(漢方)
精神看護学概論　※
精神看護学方法論
緩和ケア論　※
東洋文化と看護
疾病・治療学Ⅴ（小
児・性と生殖医療）
看護研究Ⅰ
看護研究Ⅱ
精神看護学演習

長田　泉
＜平成31年4月＞
修士（教育学）※

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
チーム医療論　※
看護コミュニケー
ション論　※
小児看護学概論
小児看護学方法論
小児看護学演習
リプロダクティブヘ
ルス看護学　※
地域包括ケア演習
小児看護学実習
統合実習
クリティカルケア論
※
緩和ケア論　※
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ

専
准教
授

須佐　公子
＜平成30年4月＞

修士（保健医療学）

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
老年看護学方法論Ⅰ
（医療支援看護）
老年看護学方法論Ⅱ
（生活支援看護）
※
老年看護学演習
地域包括ケア演習
老年看護学実習Ⅰ
老年看護学実習Ⅱ
統合実習
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ
基盤看護学実習Ⅰ
生活支援技術論Ⅰ
生活支援技術論Ⅱ
看護方法論
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【認可時】 【平成３０年度】 【令和元年度】 【令和２年度】 【令和３年度】

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・
氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

の別　

担当授業科目名

専
准教
授

本山（堀内）仁美
＜平成30年4月＞
修士（心理学）

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
成人看護学方法論Ⅰ
(急性期)　※
成人看護学演習
成人看護学実習Ⅰ
(急性期)
統合実習
クリティカルケア論
※
がん看護　※
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ
災害看護学

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
成人看護学方法論Ⅰ
(急性期)　※
成人看護学演習
成人看護学実習Ⅰ(急
性期)
統合実習
クリティカルケア論
※
がん看護　※
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ
災害看護学

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
成人看護学方法論Ⅰ
(急性期)　※
成人看護学演習
成人看護学実習Ⅰ(急
性期)
統合実習
クリティカルケア論
※
がん看護　※
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ
災害看護学

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
成人看護学方法論Ⅰ
(急性期)　※
成人看護学演習
成人看護学実習Ⅰ(急
性期)
統合実習
クリティカルケア論
※
がん看護　※
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ
災害看護学

専
准教
授

本山（堀内）仁美
＜平成30年4月＞
修士（心理学）

専
准教
授

本山（堀内）仁美
＜平成30年4月＞
修士（心理学）

専
准教
授

本山（堀内）仁美
＜平成30年4月＞
修士（心理学）

専 講師

村田(甲賀)ひとみ
＜平成30年4月＞
修士(看護学)

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
チーム医療論　※
看護コミュニケー
ション論　※
精神看護学概論　※
精神看護学方法論
精神看護学演習
地域包括ケア演習
精神看護学実習
地域包括ケア実習
統合実習
看護研究Ⅱ
災害看護学

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
チーム医療論　※
看護コミュニケー
ション論　※
精神看護学概論　※
精神看護学方法論
精神看護学演習
地域包括ケア演習
精神看護学実習
地域包括ケア実習
統合実習
看護研究Ⅱ
災害看護学

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
チーム医療論　※
看護コミュニケー
ション論　※
精神看護学概論　※
精神看護学方法論
精神看護学演習
地域包括ケア演習
精神看護学実習
地域包括ケア実習
統合実習
看護研究Ⅱ
災害看護学

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
チーム医療論　※
看護コミュニケー
ション論　※
精神看護学概論　※
精神看護学方法論
精神看護学演習
地域包括ケア演習
精神看護学実習
地域包括ケア実習
統合実習
看護研究Ⅱ
災害看護学

村田(甲賀)ひとみ
＜平成30年4月＞
修士(看護学)

専 講師

村田(甲賀)ひとみ
＜平成30年4月＞
修士(看護学)

専
准教
授

坂口　由紀子
＜令和2年7月＞
修士（保健学）

基礎ゼミナール
コモンスキル※
看護コミュニケー
ション論※
小児看護学方法論
小児看護学演習
小児看護学実習
統合実習
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ

専 講師

甲賀　ひとみ
＜平成30年4月＞
修士(看護学)

専 講師

専 講師

鈴木　明美
＜平成30年4月＞
修士（看護学）

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
成人看護学方法論Ⅱ
(慢性期)　※
成人看護学演習
成人看護学実習Ⅱ
(慢性期)
統合実習
緩和ケア論　※
がん看護　※
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
成人看護学方法論Ⅱ
(慢性期)　※
成人看護学演習
成人看護学実習Ⅱ(慢
性期)
統合実習
緩和ケア論　※
がん看護　※
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
成人看護学方法論Ⅱ
(慢性期)　※
成人看護学演習
成人看護学実習Ⅱ(慢
性期)
統合実習
緩和ケア論　※
がん看護　※
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
成人看護学方法論Ⅱ
(慢性期)　※
成人看護学演習
成人看護学実習Ⅱ(慢
性期)
統合実習
緩和ケア論　※
がん看護　※
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ

専 講師

鈴木　明美
＜平成30年4月＞
修士（看護学）

専 講師

鈴木　明美
＜平成30年4月＞
修士（看護学）

専 講師

鈴木　明美
＜平成30年4月＞
修士（看護学）

専 講師

渡部　富栄
＜平成30年4月＞
修士（経済学）

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
英語コミュニケー
ションⅠ
英語コミュニケー
ションⅡ
英語コミュニケー
ションⅢ
英語コミュニケー
ションⅣ
医療英語
英語ゼミナール
看護コミュニケー
ション論　※
国際看護学

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
英語コミュニケー
ションⅠ
英語コミュニケー
ションⅡ
英語コミュニケー
ションⅢ
英語コミュニケー
ションⅣ
医療英語
英語ゼミナール
看護コミュニケー
ション論　※
国際看護学

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
英語コミュニケー
ションⅠ
英語コミュニケー
ションⅡ
英語コミュニケー
ションⅢ
英語コミュニケー
ションⅣ
医療英語
英語ゼミナール
看護コミュニケー
ション論　※
国際看護学

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
英語コミュニケー
ションⅠ
英語コミュニケー
ションⅡ
英語コミュニケー
ションⅢ
英語コミュニケー
ションⅣ
医療英語
英語ゼミナール
看護コミュニケー
ション論　※
国際看護学

専 講師

渡部　富栄
＜平成30年4月＞
修士（経済学）

専 講師

渡部　富栄
＜平成30年4月＞
修士（経済学）

専 講師

渡部　富栄
＜平成30年4月＞
修士（経済学）

専
准教
授

本山（堀内）仁美
＜平成30年4月＞
修士（心理学）

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
成人看護学方法論Ⅰ
(急性期)　※
成人看護学演習
成人看護学実習Ⅰ(急
性期)
統合実習
クリティカルケア論
※
がん看護　※
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ
災害看護学

専
准教
授

専 講師

渡部　富栄
＜平成30年4月＞
修士（経済学）

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
英語コミュニケー
ションⅠ
英語コミュニケー
ションⅡ
英語コミュニケー
ションⅢ
英語コミュニケー
ションⅣ
医療英語
英語ゼミナール
看護コミュニケー
ション論　※
国際看護学

専 講師

鈴木　明美
＜平成30年4月＞
修士（看護学）

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
成人看護学方法論Ⅱ
(慢性期)　※
成人看護学演習
成人看護学実習Ⅱ(慢
性期)
統合実習
緩和ケア論　※
がん看護　※
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ

坂口　由紀子
＜令和2年7月＞
修士（保健学）

基礎ゼミナール
コモンスキル※
看護コミュニケー
ション論※
小児看護学方法論
小児看護学演習
小児看護学実習
統合実習
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ

専 講師

村田(甲賀)ひとみ
＜平成30年4月＞
修士(看護学)

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
チーム医療論　※
看護コミュニケー
ション論　※
精神看護学概論　※
精神看護学方法論
精神看護学演習
地域包括ケア演習
精神看護学実習
地域包括ケア実習
統合実習
看護研究Ⅱ
災害看護学
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【認可時】 【平成３０年度】 【令和元年度】 【令和２年度】 【令和３年度】

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・
氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

の別　

担当授業科目名

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
小児看護学方法論
小児看護学演習
母性看護学方法論
母性看護学演習
母性看護学実習
統合実習
クリティカルケア論
※
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
小児看護学方法論
小児看護学演習
母性看護学方法論
母性看護学演習
母性看護学実習
統合実習
クリティカルケア論
※
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
小児看護学方法論
小児看護学演習
母性看護学方法論
母性看護学演習
母性看護学実習
統合実習
クリティカルケア論
※
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ

専 講師

荒井　洋子
＜平成31年4月＞
修士（看護学）

専 講師

荒井　洋子
＜平成31年4月＞
修士（看護学）

専 講師

荒井　洋子
＜平成31年4月＞
修士（看護学）

専 講師

伊藤　直子
＜平成31年4月＞
修士（看護学）

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
地域健康支援論
在宅看護学方法論
※
在宅看護学演習
地域包括ケア方法論
※
老年看護学実習Ⅰ
在宅看護学実習
統合実習
看護研究Ⅱ

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
地域健康支援論
在宅看護学方法論
※
在宅看護学演習
地域包括ケア方法論
※
老年看護学実習Ⅰ
在宅看護学実習
統合実習
看護研究Ⅱ

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
地域健康支援論
在宅看護学方法論
※
在宅看護学演習
地域包括ケア方法論
※
老年看護学実習Ⅰ
在宅看護学実習
統合実習
看護研究Ⅱ

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
地域健康支援論
在宅看護学方法論
※
在宅看護学演習
地域包括ケア方法論
※
老年看護学実習Ⅰ
在宅看護学実習
統合実習
看護研究Ⅱ
地域包括ケア演習
地域包括ケア実習

専 講師

伊藤　直子
＜平成31年4月＞
修士（看護学）

専 講師

伊藤　直子
＜平成31年4月＞
修士（看護学）

専 講師

伊藤　直子
＜平成31年4月＞
修士（看護学）

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論 ※
小児看護学方法論
小児看護学演習
小児看護学実習
統合実習
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論 ※
小児看護学方法論
小児看護学演習
小児看護学実習
統合実習
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論 ※
小児看護学方法論
小児看護学演習
小児看護学実習
統合実習
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ

専 講師

川島　雅子
＜平成31年4月＞
修士(看護学)

専 講師

川島　雅子
＜平成31年4月＞
修士(看護学)

専 講師

川島　雅子
＜平成31年4月＞
修士(看護学)

専 講師

奥平　寛奈
＜平成30年4月＞

修士（保健医療学）

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
生活支援技術論Ⅰ
生活支援技術論Ⅱ
医療支援技術論Ⅰ
医療支援技術論Ⅱ
看護方法論　※
看護コミュニケー
ション論　※
基盤看護学実習Ⅰ
基盤看護学実習Ⅱ
地域包括ケア実習
統合実習
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
生活支援技術論Ⅰ
生活支援技術論Ⅱ
医療支援技術論Ⅰ
医療支援技術論Ⅱ
看護方法論　※
看護コミュニケー
ション論　※
基盤看護学実習Ⅰ
基盤看護学実習Ⅱ
地域包括ケア実習
統合実習
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
生活支援技術論Ⅰ
生活支援技術論Ⅱ
医療支援技術論Ⅰ
医療支援技術論Ⅱ
看護方法論　※
看護コミュニケー
ション論　※
基盤看護学実習Ⅰ
基盤看護学実習Ⅱ
地域包括ケア実習
統合実習
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
生活支援技術論Ⅰ
生活支援技術論Ⅱ
医療支援技術論Ⅰ
医療支援技術論Ⅱ
看護方法論　※
看護コミュニケー
ション論　※
基盤看護学実習Ⅰ
基盤看護学実習Ⅱ
地域包括ケア実習
統合実習
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ

専 講師

奥平　寛奈
＜平成30年4月＞

修士（保健医療学）

専 講師

奥平　寛奈
＜平成30年4月＞

修士（保健医療学）

専 講師

奥平　寛奈
＜平成30年4月＞

修士（保健医療学）

専 講師

臼井（浜島）淳美
＜令和2年10月＞
修士（看護学）

基礎ゼミナール
コモンスキル※
看護コミュニケー
ション論※
小児看護学方法論
小児看護学演習
母性看護学方法論
母性看護学演習
母性看護学実習
統合実習
クリティカルケア論
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ

専 講師

伊藤　直子
＜平成31年4月＞
修士（看護学）

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
地域健康支援論
在宅看護学方法論
※
在宅看護学演習
地域包括ケア方法論
※
老年看護学実習Ⅰ
在宅看護学実習
統合実習
看護研究Ⅱ
地域包括ケア演習
地域包括ケア実習

専 講師

臼井（浜島）淳美
＜令和2年10月＞
修士（看護学）

基礎ゼミナール
コモンスキル※
看護コミュニケー
ション論※
小児看護学方法論
小児看護学演習
母性看護学方法論
母性看護学演習
母性看護学実習
統合実習
クリティカルケア論
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ

専 講師

奥平　寛奈
＜平成30年4月＞

修士（保健医療学）

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
生活支援技術論Ⅰ
生活支援技術論Ⅱ
医療支援技術論Ⅰ
医療支援技術論Ⅱ
看護方法論　※
看護コミュニケー
ション論　※
基盤看護学実習Ⅰ
基盤看護学実習Ⅱ
地域包括ケア実習
統合実習
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ
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【認可時】 【平成３０年度】 【令和元年度】 【令和２年度】 【令和３年度】

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・
氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

の別　

担当授業科目名

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
生活支援技術論Ⅰ
生活支援技術論Ⅱ
医療支援技術論Ⅰ
医療支援技術論Ⅱ
看護方法論　※
看護コミュニケー
ション論　※
基盤看護学実習Ⅰ
基盤看護学実習Ⅱ
地域包括ケア実習
統合実習
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ

専 助教

鈴木　秀樹
＜平成30年4月＞
修士（看護学）

専 助教

野崎　百合子
＜平成31年4月＞
修士(看護学)

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
母性看護学方法論
母性看護学演習
母性看護学実習
統合実習
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
母性看護学方法論
母性看護学演習
母性看護学実習
統合実習
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
母性看護学方法論
母性看護学演習
母性看護学実習
統合実習
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
母性看護学方法論
母性看護学演習
母性看護学実習
統合実習
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ
クリティカルケア論

専 助教

野崎　百合子
＜平成31年4月＞
修士(看護学)

専 助教

野崎　百合子
＜平成31年4月＞
修士(看護学)

専 助教

野崎　百合子
＜平成31年4月＞
修士(看護学)

専 助教

早田　雅子
＜令和元年10月＞

臨床心理修士（専門
職）

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
生活支援技術論Ⅰ
生活支援技術論Ⅱ
医療支援技術論Ⅰ
医療支援技術論Ⅱ
看護方法論　※
看護コミュニケー
ション論　※
基盤看護学実習Ⅰ
基盤看護学実習Ⅱ
地域包括ケア実習
統合実習
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ

専 助教

山口　浩美
＜平成30年4月＞
修士（健康科学）

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
成人看護学方法論Ⅱ
(慢性期)　※
成人看護学演習
成人看護学実習Ⅰ
(急性期)
老年看護学実習Ⅰ
地域包括ケア実習
統合実習
看護実践能力強化演
習

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
成人看護学方法論Ⅱ
(慢性期)　※
成人看護学演習
成人看護学実習Ⅰ(急
性期)
老年看護学実習Ⅰ
地域包括ケア実習
統合実習
看護実践能力強化演
習

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
成人看護学方法論Ⅱ
(慢性期)　※
成人看護学演習
成人看護学実習Ⅰ(急
性期)
老年看護学実習Ⅰ
地域包括ケア実習
統合実習
看護実践能力強化演
習

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
成人看護学方法論Ⅱ
(慢性期)　※
成人看護学演習
成人看護学実習Ⅰ(急
性期)
老年看護学実習Ⅰ
地域包括ケア実習
統合実習
看護実践能力強化演
習

専 助教

山口　浩美
＜平成30年4月＞
修士（健康科学）

専 助教

山口　浩美
＜平成30年4月＞
修士（健康科学）

専 助教

山口　浩美
＜平成30年4月＞
修士（健康科学）

専 助教

専 助教

山口　浩美
＜平成30年4月＞
修士（健康科学）

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
成人看護学方法論Ⅱ
(慢性期)　※
成人看護学演習
成人看護学実習Ⅰ(急
性期)
老年看護学実習Ⅰ
地域包括ケア実習
統合実習
看護実践能力強化演
習

早田　雅子
＜令和元年10月＞

臨床心理修士（専門
職）

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
生活支援技術論Ⅰ
生活支援技術論Ⅱ
医療支援技術論Ⅰ
医療支援技術論Ⅱ
看護方法論　※
看護コミュニケー
ション論　※
基盤看護学実習Ⅰ
基盤看護学実習Ⅱ
地域包括ケア実習
統合実習
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ

専 助教

野崎　百合子
＜平成31年4月＞
修士(看護学)

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
母性看護学方法論
母性看護学演習
母性看護学実習
統合実習
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ
クリティカルケア論
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【認可時】 【平成３０年度】 【令和元年度】 【令和２年度】 【令和３年度】

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・
氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

の別　

担当授業科目名

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
生活支援技術論Ⅰ
生活支援技術論Ⅱ
医療支援技術論Ⅰ
医療支援技術論Ⅱ
看護方法論　※
看護コミュニケー
ション論　※
基盤看護学実習Ⅰ
基盤看護学実習Ⅱ
地域包括ケア実習
統合実習
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
生活支援技術論Ⅰ
生活支援技術論Ⅱ
医療支援技術論Ⅰ
医療支援技術論Ⅱ
看護方法論　※
看護コミュニケー
ション論　※
基盤看護学実習Ⅰ
基盤看護学実習Ⅱ
地域包括ケア実習
統合実習
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
生活支援技術論Ⅰ
生活支援技術論Ⅱ
医療支援技術論Ⅰ
医療支援技術論Ⅱ
看護方法論　※
看護コミュニケー
ション論　※
基盤看護学実習Ⅰ
基盤看護学実習Ⅱ
地域包括ケア実習
統合実習
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ

専 助教

黒田　美香
＜平成30年4月＞
修士（学術）

専 助教

黒田　美香
＜平成30年4月＞
修士（学術）

専 助教

黒田　美香
＜平成30年4月＞
修士（学術）

専 助教

野崎　裕之
＜平成30年4月＞
修士(看護学)

専 助教

野崎　裕之
＜平成30年4月＞
修士(看護学)

専 助教

滝沢　隆
＜平成31年4月＞
修士（看護学）

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
成人看護学方法論Ⅰ
(急性期)　※
成人看護学演習
成人看護学実習Ⅰ
(急性期)
老年看護学実習Ⅰ
地域包括ケア実習
統合実習
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ
災害看護学

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
成人看護学方法論Ⅰ
(急性期)　※
成人看護学演習
成人看護学実習Ⅰ(急
性期)
老年看護学実習Ⅰ
地域包括ケア実習
統合実習
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ
災害看護学

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
成人看護学方法論Ⅰ
(急性期)　※
成人看護学演習
成人看護学実習Ⅰ(急
性期)
老年看護学実習Ⅰ
地域包括ケア実習
統合実習
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ
災害看護学

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
成人看護学方法論Ⅰ
(急性期)　※
成人看護学演習
成人看護学実習Ⅰ(急
性期)
老年看護学実習Ⅰ
地域包括ケア実習
統合実習
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ
災害看護学

専 助教

滝沢　隆
＜平成31年4月＞
修士（看護学）

専 助教

滝沢　隆
＜平成30年4月＞
修士（看護学）

専 助教

滝沢　隆
＜平成31年4月＞
修士（看護学）

専 助教

高安　令子
＜平成30年4月＞
修士（健康科学）

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論 ※
基盤看護学実習Ⅱ
在宅看護学方法論
※
在宅看護学演習
老年看護学実習Ⅰ
在宅看護学実習
地域包括ケア実習
統合実習
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論 ※
基盤看護学実習Ⅱ
在宅看護学方法論
※
在宅看護学演習
老年看護学実習Ⅰ
在宅看護学実習
地域包括ケア実習
統合実習
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論 ※
基盤看護学実習Ⅱ
在宅看護学方法論
※
在宅看護学演習
老年看護学実習Ⅰ
在宅看護学実習
地域包括ケア実習
統合実習
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論 ※
基盤看護学実習Ⅱ
在宅看護学方法論
※
在宅看護学演習
老年看護学実習Ⅰ
在宅看護学実習
地域包括ケア実習
統合実習
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ

専 助教

高安　令子
＜平成30年4月＞
修士（健康科学）

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
基盤看護学実習Ⅱ
精神看護学方法論
精神看護学演習
精神看護学実習
地域包括ケア実習
統合実習
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
基盤看護学実習Ⅱ
精神看護学方法論
精神看護学演習
精神看護学実習
地域包括ケア実習
統合実習
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
基盤看護学実習Ⅱ
精神看護学方法論
精神看護学演習
精神看護学実習
地域包括ケア実習
統合実習
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ

専 助教

野崎　裕之
＜平成30年4月＞
修士(看護学)

専 助教

高安　令子
＜平成30年4月＞
修士（健康科学）

専 助教

高安　令子
＜平成30年4月＞
修士（健康科学）

専 助教

滝沢　隆
＜平成31年4月＞
修士（看護学）

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論　※
成人看護学方法論Ⅰ
(急性期)　※
成人看護学演習
成人看護学実習Ⅰ(急
性期)
老年看護学実習Ⅰ
地域包括ケア実習
統合実習
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ
災害看護学

専 助教

高安　令子
＜平成30年4月＞
修士（健康科学）

基礎ゼミナール
コモンスキル　※
看護コミュニケー
ション論 ※
基盤看護学実習Ⅱ
在宅看護学方法論
※
在宅看護学演習
老年看護学実習Ⅰ
在宅看護学実習
地域包括ケア実習
統合実習
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ
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【認可時】 【平成３０年度】 【令和元年度】 【令和２年度】 【令和３年度】

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・
氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

の別　

担当授業科目名

基礎ゼミナール
コモンスキル※
看護コミュニケー
ション論※
基盤看護学実習Ⅱ
精神看護学方法論
精神看護学演習
精神看護学実習
地域包括ケア実習
統合実習
看護実践能力強化演
習

兼担 教授

太田　眞
＜平成30年4月＞

医学博士

兼担 教授

専 助教

中根　洋子
＜令和2年7月＞
修士（教育学）

基礎ゼミナール
コモンスキル※
看護コミュニケー
ション論※
生活支援技術論Ⅰ
生活支援技術論Ⅱ
医療支援技術論Ⅰ
医療支援技術論Ⅱ
看護方法論※
基盤看護学実習Ⅰ
基盤看護学実習Ⅱ
地域包括ケア実習
統合実習
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ

兼担 教授

太田　眞
＜平成30年4月＞

医学博士

専 助教

柳澤　節子
＜令和2年7月＞
修士（看護学）

兼担 教授

中島　一敏
＜平成30年4月＞
博士（医学）

微生物学 微生物学 微生物学 微生物学

兼担 教授

中島　一敏
＜平成30年4月＞
博士（医学）

教授

太田　眞
＜平成30年4月＞

医学博士

兼担 教授

中島　一敏
＜平成30年4月＞
博士（医学）

兼担 教授

中島　一敏
＜平成30年4月＞
博士（医学）

太田　眞
＜平成30年4月＞

医学博士

救急救命Ⅰ
救急救命Ⅱ
スポーツ医学概論

救急救命Ⅰ
救急救命Ⅱ
スポーツ医学概論

救急救命Ⅰ
救急救命Ⅱ
スポーツ医学概論

救急救命Ⅰ
救急救命Ⅱ
スポーツ医学概論

兼担

兼担 教授

鈴木　明
＜平成31年4月＞

医学博士

健康科学実践 ※ 健康科学実践 ※ 健康科学実践 ※ 健康科学実践 ※

兼担 教授

鈴木　明
＜平成31年4月＞

医学博士
兼担 教授

鈴木　明
＜平成31年4月＞

医学博士
兼担 教授

鈴木　明
＜平成31年4月＞

医学博士

生化学
薬理学

薬理学 薬理学

兼担 教授

大城　聰
＜令和2年4月＞

医学博士
兼担 教授

大城　聰
＜平成30年4月＞

医学博士
兼担 教授

大城　聰
＜平成30年4月＞

医学博士

兼担 教授

只隈　伸也
＜平成30年4月＞

栄養学修士

総合体育Ａ
総合体育Ｂ
健康科学実践 ※
健康スポーツ科学Ａ
健康スポーツ科学Ｂ

総合体育Ａ
総合体育Ｂ
健康科学実践 ※
健康スポーツ科学Ａ
健康スポーツ科学Ｂ

総合体育Ａ
総合体育Ｂ
健康科学実践 ※
健康スポーツ科学Ａ
健康スポーツ科学Ｂ

総合体育Ａ
総合体育Ｂ
健康科学実践 ※
健康スポーツ科学Ａ
健康スポーツ科学Ｂ

兼担 教授

只隈　伸也
＜平成30年4月＞

栄養学修士

兼担 教授

只隈　伸也
＜平成30年4月＞

栄養学修士

兼担 教授

只隈　伸也
＜平成30年4月＞

栄養学修士

兼担 教授

琉子　友男
＜平成31年4月＞

医学博士

健康科学実践 ※ 健康科学実践 ※ 健康科学実践 ※ 健康科学実践 ※

兼担 教授

琉子　友男
＜平成31年4月＞

医学博士
兼担 教授

琉子　友男
＜平成31年4月＞

医学博士
兼担 教授

琉子　友男
＜平成31年4月＞

医学博士

兼担 教授

太田　眞
＜平成30年4月＞

医学博士

救急救命Ⅰ
救急救命Ⅱ
スポーツ医学概論

専 助教

中根　洋子
＜令和2年7月＞
修士（教育学）

基礎ゼミナール
コモンスキル※
看護コミュニケー
ション論※
生活支援技術論Ⅰ
生活支援技術論Ⅱ
医療支援技術論Ⅰ
医療支援技術論Ⅱ
看護方法論※
基盤看護学実習Ⅰ
基盤看護学実習Ⅱ
地域包括ケア実習
統合実習
看護実践能力強化演
習
看護研究Ⅱ

専 助教

柳澤　節子
＜令和2年7月＞
修士（看護学）

基礎ゼミナール
コモンスキル※
看護コミュニケー
ション論※
基盤看護学実習Ⅱ
精神看護学方法論
精神看護学演習
精神看護学実習
地域包括ケア実習
統合実習
看護実践能力強化演
習

兼担 教授

只隈　伸也
＜平成30年4月＞

栄養学修士

総合体育Ａ
総合体育Ｂ
健康科学実践 ※
健康スポーツ科学Ａ
健康スポーツ科学Ｂ

兼担 教授

兼担 教授

鈴木　明
＜平成31年4月＞

医学博士

健康科学実践 ※

中島　一敏
＜平成30年4月＞
博士（医学）

微生物学
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【認可時】 【平成３０年度】 【令和元年度】 【令和２年度】 【令和３年度】

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・
氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

の別　

担当授業科目名

兼担 教授

宮瀧　交二
＜平成30年4月＞

博士(学術)

郷土論（埼玉学）
考古学Ａ
考古学Ｂ

郷土論（埼玉学） 郷土論（埼玉学） 郷土論（埼玉学）

兼担 教授

宮瀧　交二
＜平成30年4月＞

博士(学術)

兼担 教授

宮瀧　交二
＜平成30年4月＞

博士(学術)

兼担 教授

宮瀧　交二
＜平成30年4月＞

博士(学術)

兼担 教授

田中　博史
＜平成30年4月＞
博士（医学）

総合体育Ａ
総合体育Ｂ
野外実習Ａ
野外実習Ｂ
健康科学実践 ※

総合体育Ａ
総合体育Ｂ
野外実習Ａ
野外実習Ｂ
健康科学実践 ※

総合体育Ａ
総合体育Ｂ
野外実習Ａ
野外実習Ｂ
健康科学実践 ※

総合体育Ａ
総合体育Ｂ
野外実習Ａ
野外実習Ｂ
健康科学実践 ※

兼担 教授

田中　博史
＜平成30年4月＞
博士（医学）

兼担 教授

田中　博史
＜平成30年4月＞
修士（体育学）

兼担 教授

田中　博史
＜平成30年4月＞
博士（医学）

兼担 教授

浦田　健二
＜平成30年４月＞

理学博士

現代科学Ａ
現代科学Ｂ
自然科学Ａ
自然科学Ｂ

現代科学Ａ
現代科学Ｂ
自然科学Ａ
自然科学Ｂ

現代科学Ａ
現代科学Ｂ
自然科学Ａ
自然科学Ｂ

現代科学Ａ
現代科学Ｂ
自然科学Ａ
自然科学Ｂ

兼担 教授

浦田　健二
＜平成30年４月＞

理学博士

兼担 教授

浦田　健二
＜平成30年４月＞

理学博士

兼担 教授

浦田　健二
＜平成30年４月＞

理学博士

哲学Ａ
哲学Ｂ
倫理学Ａ
倫理学Ｂ
社会学Ａ
社会学Ｂ
生命倫理学

倫理学Ａ
倫理学Ｂ
社会学Ａ
社会学Ｂ
生命倫理学

哲学Ａ
哲学Ｂ
倫理学Ａ
倫理学Ｂ
生命倫理学

兼担 教授

北澤　恒人
＜平成30年４月＞

文学修士※

兼担 教授

北澤　恒人
＜平成30年４月＞

文学修士※

兼担 教授

北澤　恒人
＜平成30年４月＞

文学修士※

兼担 教授

大月　実
＜平成30年４月＞
博士（言語学）

言語学Ａ
言語学Ｂ

言語学Ａ
言語学Ｂ

言語学Ａ
言語学Ｂ

言語学Ａ
言語学Ｂ

兼担 教授

大月　実
＜平成30年４月＞

博士(言語学)
兼担 教授

大月　実
＜平成30年４月＞

博士(言語学)
兼担 教授

大月　実
＜平成30年４月＞

博士(言語学)

現代社会の諸問題Ａ
現代社会の諸問題Ｂ

現代社会の諸問題Ａ
現代社会の諸問題Ｂ

現代社会の諸問題Ａ
現代社会の諸問題Ｂ

兼担 教授

大杉　由香
＜平成30年４月＞

博士(経済学)
兼担 教授

大杉　由香
＜平成30年４月＞

博士(経済学)
兼担 教授

大杉　由香
＜平成30年４月＞

博士(経済学)

法学Ａ
法学Ｂ

法学Ａ
法学Ｂ

兼担 教授

加瀬　幸喜
＜平成30年４月＞

法学修士
兼担 教授

加瀬　幸喜
＜平成30年４月＞

法学修士

兼担 教授

岡﨑　邦彦
＜平成30年４月＞

経済学修士

歴史学Ａ
歴史学Ｂ

歴史学Ａ
歴史学Ｂ

歴史学Ａ
歴史学Ｂ

歴史学Ａ
歴史学Ｂ

兼担 教授

岡﨑　邦彦
＜平成30年４月＞

経済学修士
兼担 教授

岡﨑　邦彦
＜平成30年４月＞

経済学修士
兼担 教授

岡﨑　邦彦
＜平成30年４月＞

経済学修士

兼担 教授

川本　竜史
＜平成30年４月＞

博士（学術）

総合体育Ａ
総合体育Ｂ

総合体育Ａ
総合体育Ｂ

総合体育Ａ
総合体育Ｂ

総合体育Ａ
総合体育Ｂ

兼担 教授

川本　竜史
＜平成30年４月＞

博士(学術)
兼担 教授

川本　竜史
＜平成30年４月＞

博士(学術)
兼担 教授

川本　竜史
＜平成30年４月＞

博士(学術)

兼担 教授

上村　圭介
＜平成30年４月＞

博士（学術）

言語学Ａ
言語学Ｂ

言語学Ａ
言語学Ｂ

言語学Ａ
言語学Ｂ

言語学Ａ
言語学Ｂ

兼担 教授

上村　圭介
＜平成30年４月＞

博士(学術)

兼担 教授

上村　圭介
＜平成30年４月＞

博士(学術)

兼担 教授

上村　圭介
＜平成30年４月＞

博士(学術)

文学Ａ
文学Ｂ

髙尾　謙史
＜平成30年４月＞

文学修士

兼担 教授

兼担 教授

浦田　健二
＜平成30年４月＞

理学博士

現代科学Ａ
現代科学Ｂ
自然科学Ａ
自然科学Ｂ

田中　博史
＜平成30年4月＞
博士（医学）

総合体育Ａ
総合体育Ｂ
野外実習Ａ
野外実習Ｂ
健康科学実践 ※

兼担 教授

宮瀧　交二
＜平成30年4月＞

博士(学術)

郷土論（埼玉学）

兼担 教授

川本　竜史
＜平成30年４月＞

博士（学術）

総合体育Ａ
総合体育Ｂ

兼担 教授

兼担 教授

上村　圭介
＜平成30年４月＞

博士（学術）

言語学Ａ
言語学Ｂ

大月　実
＜平成30年４月＞
博士（言語学）

言語学Ａ
言語学Ｂ

兼担 教授

岡﨑　邦彦
＜平成30年４月＞

経済学修士

歴史学Ａ
歴史学Ｂ

兼担 教授
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【認可時】 【平成３０年度】 【令和元年度】 【令和２年度】 【令和３年度】

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・
氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

の別　

担当授業科目名

1

竹島　毅
＜平成30年４月＞

文学修士

兼担 教授

武田　知己
＜平成30年４月＞
博士（政治学）

政治学Ａ
政治学Ｂ

政治学Ａ
政治学Ｂ

政治学Ａ
政治学Ｂ

政治学Ａ
政治学Ｂ

兼担 教授

武田　知己
＜平成30年４月＞

博士(政治学)
兼担 教授

武田　知己
＜平成30年４月＞

博士(政治学)
兼担 教授

武田　知己
＜平成30年４月＞

博士(政治学)

中国語Ａ
中国語Ｂ

兼担 教授

竹島　毅
＜平成30年４月＞

文学修士

竹島　毅
＜平成30年４月＞

文学修士
兼担 教授

中国語Ａ
中国語Ｂ

兼担 教授

千葉　一幹
＜平成30年４月＞

学術修士

文学Ａ
文学Ｂ
異文化・世界にふれ
るＡ
異文化・世界にふれ
るＢ

文学Ａ
文学Ｂ
異文化・世界にふれ
るＡ
異文化・世界にふれ
るＢ

文学Ａ
文学Ｂ

文学Ａ
文学Ｂ

兼担 教授

千葉　一幹
＜平成30年４月＞

学術修士

兼担 教授

千葉　一幹
＜平成30年４月＞

学術修士

兼担 教授

千葉　一幹
＜平成30年４月＞

学術修士

兼担 教授

田中　達也
＜平成30年４月＞

博士（文学）

地理学Ａ
地理学Ｂ
地域・国家・民族の
考察Ａ
地域・国家・民族の
考察Ｂ

地域・国家・民族の
考察Ａ
地域・国家・民族の
考察Ｂ

地域・国家・民族の
考察Ａ
地域・国家・民族の
考察Ｂ

地域・国家・民族の
考察Ａ
地域・国家・民族の
考察Ｂ

兼担 教授

田中　達也
＜平成30年４月＞

博士(文学)

兼担 教授

田中　達也
＜平成30年４月＞

博士(文学)

兼担 教授

田中　達也
＜平成30年４月＞

博士(文学)

現代社会の諸問題Ａ
現代社会の諸問題Ｂ

兼担 教授

内藤　二郎
＜平成30年４月＞

博士(経済学)

兼担 教授

寺田　浩司
＜平成30年４月＞

農学修士

生物学Ａ
生物学Ｂ
現代科学Ａ
現代科学Ｂ
全学共通特殊講義Ａ
全学共通特殊講義Ｂ

生物学Ａ
生物学Ｂ
現代科学Ａ
現代科学Ｂ
全学共通特殊講義Ａ
全学共通特殊講義Ｂ

生物学Ａ
生物学Ｂ
現代科学Ａ
現代科学Ｂ

生物学Ａ
生物学Ｂ
現代科学Ａ
現代科学Ｂ

兼担 教授

寺田　浩司
＜平成30年４月＞

農学修士

兼担 教授

寺田　浩司
＜平成30年４月＞

農学修士

兼担 教授

寺田　浩司
＜平成30年４月＞

農学修士

芸術学Ａ
芸術学Ｂ
異文化・世界にふれ
るＡ
異文化・世界にふれ
るＢ
自己・人間をみつめ
るＡ
自己・人間をみつめ
るＢ

兼担 教授

中垣　恒太郎
＜平成30年４月＞

修士（文学）

地学Ａ
地学Ｂ
全学共通特殊講義Ａ
全学共通特殊講義Ｂ

地学Ａ
地学Ｂ
全学共通特殊講義Ａ
全学共通特殊講義Ｂ

地学Ａ
地学Ｂ

兼担 教授

中井　睦美
＜平成30年４月＞

博士(理学)

兼担 教授

中井　睦美
＜平成30年４月＞

博士(理学)

兼担 教授

中井　睦美
＜平成30年４月＞

博士(理学)

自己・人間を見つめ
るＡ
自己・人間を見つめ
るＢ

自己・人間を見つめ
るＡ
自己・人間を見つめ
るＢ

自己・人間を見つめ
るＡ
自己・人間を見つめ
るＢ

兼担 教授

中澤　紀子
＜平成30年４月＞

教育学修士

兼担 教授

中澤　紀子
＜平成30年４月＞

教育学修士

兼担 教授

中澤　紀子
＜平成30年４月＞

教育学修士

兼担 教授

千葉　一幹
＜平成30年４月＞

学術修士

文学Ａ
文学Ｂ

兼担 教授

山口　直人
＜令和3年４月＞

文学修士

中国語Ａ
中国語Ｂ

兼担 教授

武田　知己
＜平成30年４月＞
博士（政治学）

政治学Ａ
政治学Ｂ

兼担 教授

田中　達也
＜平成30年４月＞

博士（文学）

地域・国家・民族の
考察Ａ
地域・国家・民族の
考察Ｂ

兼担 教授

寺田　浩司
＜平成30年４月＞

農学修士

生物学Ａ
生物学Ｂ
現代科学Ａ
現代科学Ｂ
全学共通特殊講義Ａ
全学共通特殊講義Ｂ

兼担 教授

竹島　毅
＜平成30年４月＞

文学修士
兼担 教授

中国語Ａ
中国語Ｂ

中国語Ａ
中国語Ｂ
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【認可時】 【平成３０年度】 【令和元年度】 【令和２年度】 【令和３年度】

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・
氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

の別　

担当授業科目名

文化人類学Ａ
文化人類学Ｂ

文化人類学Ａ
文化人類学Ｂ

兼担 教授

中野　紀和
＜平成30年４月＞

博士(社会学)
兼担 教授

中野　紀和
＜平成30年４月＞

博士(社会学)

兼担 教授

細田　咲江
＜平成31年４月＞

文学士

キャリアデザインＡ
キャリアデザインＢ

キャリアデザインＡ
キャリアデザインＢ

兼担 教授

細田　咲江
＜平成31年４月＞

文学士

兼担 教授

中村　正雄
＜平成30年４月＞

教育学修士

健康スポーツ科学Ａ
健康スポーツ科学Ｂ

健康スポーツ科学Ａ
健康スポーツ科学Ｂ

健康スポーツ科学Ａ
健康スポーツ科学Ｂ

健康スポーツ科学Ａ
健康スポーツ科学Ｂ

兼担 教授

中村　正雄
＜平成30年４月＞

教育学修士
兼担 教授

中村　正雄
＜平成30年４月＞

教育学修士
兼担 教授

中村　正雄
＜平成30年４月＞

教育学修士

兼担 教授

宮城　修
＜平成30年４月＞
博士（体育学）

総合体育Ａ
総合体育Ｂ

総合体育Ａ
総合体育Ｂ

総合体育Ａ
総合体育Ｂ

総合体育Ａ
総合体育Ｂ

兼担 教授

宮城　修
＜平成30年４月＞

博士(体育学)
兼担 教授

宮城　修
＜平成30年４月＞

博士(体育学)
兼担 教授

宮城　修
＜平成30年４月＞

博士(体育学)

兼担 教授

水谷　正大
＜平成30年４月＞

理学博士

情報科学Ａ
情報科学Ｂ

情報科学Ａ
情報科学Ｂ

情報科学Ａ
情報科学Ｂ

情報科学Ａ
情報科学Ｂ

兼担 教授

水谷　正大
＜平成30年４月＞

理学博士
兼担 教授

水谷　正大
＜平成30年４月＞

理学博士
兼担 教授

水谷　正大
＜平成30年４月＞

理学博士

兼担 教授

山下　東子
＜平成30年４月＞

博士（学術）

経済学Ａ
経済学Ｂ

経済学Ａ
経済学Ｂ

経済学Ａ
経済学Ｂ

経済学Ａ
経済学Ｂ

兼担 教授

山下　東子
＜平成30年４月＞

博士(学術)
兼担 教授

山下　東子
＜平成30年４月＞

博士(学術)
兼担 教授

山下　東子
＜平成30年４月＞

博士(学術)

宗教学Ａ
宗教学Ｂ

兼担 教授

武藤　慎一
＜平成30年４月＞

博士（文学）

准教
授

厚　香苗
＜令和元年４月＞

博士（文学）

民俗学Ａ
民俗学Ｂ

民俗学Ａ
民俗学Ｂ

兼担
准教
授

厚　香苗
＜令和元年４月＞

博士（文学）

教授

山根　雄一郎
＜平成30年４月＞

博士（文学）

哲学Ａ
哲学Ｂ
倫理学Ａ
倫理学Ｂ

哲学Ａ
哲学Ｂ
倫理学Ａ
倫理学Ｂ

哲学Ａ
哲学Ｂ
倫理学Ａ
倫理学Ｂ

哲学Ａ
哲学Ｂ
倫理学Ａ
倫理学Ｂ

兼担 教授

山根　雄一郎
＜平成30年４月＞

博士(文学)

兼担 教授

山根　雄一郎
＜平成30年４月＞

博士(文学)

兼担 教授

山根　雄一郎
＜平成30年４月＞

博士(文学)

兼担 教授

蕪木　智子
＜平成30年４月＞

博士（学術）

人間と栄養
チーム医療論 ※
現代科学Ａ
現代科学Ｂ
健康スポーツ科学Ａ
健康スポーツ科学Ｂ

チーム医療論 ※
現代科学Ａ
現代科学Ｂ
健康スポーツ科学Ａ
健康スポーツ科学Ｂ

チーム医療論 ※
現代科学Ａ
現代科学Ｂ
健康スポーツ科学Ａ
健康スポーツ科学Ｂ

チーム医療論 ※
現代科学Ａ
現代科学Ｂ
健康スポーツ科学Ａ
健康スポーツ科学Ｂ

兼担
准教
授

蕪木　智子
＜平成30年4月＞

博士(学術)

兼担
准教
授

蕪木　智子
＜平成30年4月＞

博士(学術)

兼担
准教
授

蕪木　智子
＜平成30年4月＞

博士(学術)

兼担 教授

細田　咲江
＜平成31年４月＞

文学士

キャリアデザインＡ
キャリアデザインＢ

兼担 教授

水谷　正大
＜平成30年４月＞

理学博士

情報科学Ａ
情報科学Ｂ

兼担 教授

中村　正雄
＜平成30年４月＞

教育学修士

健康スポーツ科学Ａ
健康スポーツ科学Ｂ

兼担 教授

蕪木　智子
＜平成30年４月＞

博士（学術）

チーム医療論 ※
現代科学Ａ
現代科学Ｂ
健康スポーツ科学Ａ
健康スポーツ科学Ｂ

兼担
准教
授

入江　由香子
＜令和３年4月＞
博士（健康福祉）

健康科学実践 ※

兼担 教授

山根　雄一郎
＜平成30年４月＞

博士（文学）

倫理学Ａ
倫理学Ｂ

兼担
准教
授

厚　香苗
＜令和元年４月＞

博士（文学）

民俗学Ａ
民俗学Ｂ

兼担 教授

山下　東子
＜平成30年４月＞

博士（学術）

経済学Ａ
経済学Ｂ

兼担 教授

福島　斉
＜令和2年4月＞

博士（保健医療学）

疾病・治療学Ⅰ（急
性期・総論/運動・
感覚器）

兼担 教授

福島　斉
＜令和2年4月＞

博士（保健医療学）

疾病・治療学Ⅰ（急
性期・総論/運動・
感覚器）

兼担

兼担
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【認可時】 【平成３０年度】 【令和元年度】 【令和２年度】 【令和３年度】

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・
氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

の別　

担当授業科目名

兼担
准教
授

簗瀬　澄乃
＜平成31年4月＞

医学博士

臨床検査学概論 臨床検査学概論 臨床検査学概論 臨床検査学概論

兼担
准教
授

簗瀬　澄乃
＜平成31年4月＞

医学博士
兼担

准教
授

簗瀬　澄乃
＜平成31年4月＞

医学博士
兼担

准教
授

簗瀬　澄乃
＜平成31年4月＞

医学博士

兼担
准教
授

池本　今日子
＜平成30年４月＞

博士（文学）

文化史Ａ
文化史Ｂ

文化史Ａ
文化史Ｂ

文化史Ａ
文化史Ｂ

文化史Ａ
文化史Ｂ

兼担
准教
授

池本　今日子
＜平成30年４月＞

博士（文学）
兼担

准教
授

池本　今日子
＜平成30年４月＞

博士（文学）
兼担

准教
授

池本　今日子
＜平成30年４月＞

博士（文学）

兼担 教授

宮本　正秀
＜平成30年4月＞
修士（文学）

英語コミュニケー
ションⅠ
英語コミュニケー
ションⅡ
英語コミュニケー
ションⅢ
英語コミュニケー
ションⅣ

英語コミュニケー
ションⅠ
英語コミュニケー
ションⅡ
英語コミュニケー
ションⅢ
英語コミュニケー
ションⅣ

英語コミュニケー
ションⅠ
英語コミュニケー
ションⅡ
英語コミュニケー
ションⅢ
英語コミュニケー
ションⅣ

英語コミュニケー
ションⅠ
英語コミュニケー
ションⅡ
英語コミュニケー
ションⅢ
英語コミュニケー
ションⅣ

兼担 教授

宮本　正秀
＜平成30年4月＞
修士（文学）

兼担
准教
授

宮本　正秀
＜平成30年4月＞
修士（文学）

兼担
准教
授

宮本　正秀
＜平成30年4月＞
修士（文学）

兼担
准教
授

勝俣　康之
＜平成30年４月＞

修士（スポ―ツ健康
科学）

体育実技Ａ
体育実技Ｂ

体育実技Ａ
体育実技Ｂ
健康スポーツ科学Ａ
健康スポーツ科学Ｂ

体育実技Ａ
体育実技Ｂ
健康スポーツ科学Ａ
健康スポーツ科学Ｂ

兼担
准教
授

勝俣　康之
＜平成30年４月＞
修士（スポーツ

健康科学）

兼担
准教
授

勝俣　康之
＜平成30年４月＞
修士（スポーツ

健康科学）

兼担 教授

金澤　妙子
＜平成30年４月＞

家政学修士

女性・子ども・老人
への視点Ａ
女性・子ども・老人
への視点Ｂ

女性・子ども・老人
への視点Ａ
女性・子ども・老人
への視点Ｂ

女性・子ども・老人
への視点Ａ
女性・子ども・老人
への視点Ｂ

女性・子ども・老人
への視点Ａ
女性・子ども・老人
への視点Ｂ

兼担
准教
授

金澤　妙子
＜平成30年４月＞

家政学修士

兼担
准教
授

金澤　妙子
＜平成30年４月＞

家政学修士

兼担
准教
授

金澤　妙子
＜平成30年４月＞

家政学修士

体育実技Ａ
体育実技Ｂ

兼担
准教
授

工藤　保子
＜平成31年４月＞

体育学修士

兼担
准教
授

神谷　諭一
＜平成30年４月＞
博士（数理学）

数学Ａ
数学Ｂ
自己・人間を見つめ
るＡ
自己・人間を見つめ
るＢ

数学Ａ
数学Ｂ
自己・人間を見つめ
るＡ
自己・人間を見つめ
るＢ

数学Ａ
数学Ｂ
自己・人間を見つめ
るＡ
自己・人間を見つめ
るＢ

数学Ａ
数学Ｂ
自己・人間を見つめ
るＡ
自己・人間を見つめ
るＢ

兼担
准教
授

神谷　諭一
＜平成30年４月＞

博士(数理学)

兼担
准教
授

神谷　諭一
＜平成30年４月＞

博士(数理学)

兼担
准教
授

神谷　諭一
＜平成30年４月＞

博士(数理学)

兼担
准教
授

白井　春人
＜平成30年４月＞

文学修士

芸術学Ａ
芸術学Ｂ

芸術学Ａ
芸術学Ｂ

芸術学Ａ
芸術学Ｂ

芸術学Ａ
芸術学Ｂ

兼担
准教
授

白井　春人
＜平成30年４月＞

文学修士
兼担

准教
授

白井　春人
＜平成30年４月＞

文学修士
兼担

准教
授

白井　春人
＜平成30年４月＞

文学修士

兼担
准教
授

小林　春樹
＜平成30年４月＞

文学修士

歴史学Ａ
歴史学Ｂ

歴史学Ａ
歴史学Ｂ

歴史学Ａ
歴史学Ｂ

歴史学Ａ
歴史学Ｂ

兼担
准教
授

小林　春樹
＜平成30年４月＞

文学修士
兼担

准教
授

小林　春樹
＜平成30年４月＞

文学修士
兼担

准教
授

小林　春樹
＜平成30年４月＞

文学修士

兼担
准教
授

高屋　康彦
＜平成30年４月＞

博士（理学）

地理学Ａ
地理学Ｂ

地理学Ａ
地理学Ｂ

地理学Ａ
地理学Ｂ

地理学Ａ
地理学Ｂ

兼担
准教
授

高屋　康彦
＜平成30年４月＞

博士(理学)
兼担

准教
授

高屋　康彦
＜平成30年４月＞

博士(理学)
兼担

准教
授

高屋　康彦
＜平成30年４月＞

博士(理学)

人権・民主主義・平
和を考えるＡ
人権・民主主義・平
和を考えるＢ

人権・民主主義・平
和を考えるＡ
人権・民主主義・平
和を考えるＢ

人権・民主主義・平
和を考えるＡ
人権・民主主義・平
和を考えるＢ

兼担 教授

杉田　明宏
＜平成30年４月＞

教育学修士

兼担
准教
授

杉田　明宏
＜平成30年４月＞

教育学修士

兼担 教授

杉田　明宏
＜平成30年４月＞

教育学修士

兼担
准教
授

勝俣　康之
＜平成30年４月＞

修士（スポ―ツ健康
科学）

体育実技Ａ
体育実技Ｂ
健康スポーツ科学Ａ
健康スポーツ科学Ｂ

兼担
准教
授

兼担
准教
授

池本　今日子
＜平成30年４月＞

博士（文学）

文化史Ａ
文化史Ｂ

兼担 教授

金澤　妙子
＜平成30年４月＞

家政学修士

女性・子ども・老人
への視点Ａ
女性・子ども・老人
への視点Ｂ

簗瀬　澄乃
＜平成31年4月＞

医学博士

臨床検査学概論

兼担 教授

宮本　正秀
＜平成30年4月＞
修士（文学）

英語コミュニケー
ションⅠ
英語コミュニケー
ションⅡ
英語コミュニケー
ションⅢ
英語コミュニケー
ションⅣ

兼担
准教
授

兼担
准教
授

小林　春樹
＜平成30年４月＞

文学修士

歴史学Ａ
歴史学Ｂ

兼担
准教
授

白井　春人
＜平成30年４月＞

文学修士

芸術学Ａ
芸術学Ｂ

神谷　諭一
＜平成30年４月＞
博士（数理学）

数学Ａ
数学Ｂ
自己・人間を見つめ
るＡ
自己・人間を見つめ
るＢ

准教
授

高屋　康彦
＜平成30年４月＞

博士（理学）

地理学Ａ
地理学Ｂ

兼担
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【認可時】 【平成３０年度】 【令和元年度】 【令和２年度】 【令和３年度】

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・
氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

の別　

担当授業科目名

兼担
准教
授

土居　良一
＜平成31年４月＞

博士（学術）

現代社会の諸問題Ａ
現代社会の諸問題Ｂ
異文化・世界にふれ
るＡ
異文化・世界にふれ
るＢ

現代社会の諸問題Ａ
現代社会の諸問題Ｂ
異文化・世界にふれ
るＡ
異文化・世界にふれ
るＢ

兼担
准教
授

土居　良一
＜平成31年４月＞

博士（学術）

兼担
准教
授

津曲　真一
＜平成30年４月＞

博士（文学）

宗教学Ａ
宗教学Ｂ
異文化・世界にふれ
るＡ
異文化・世界にふれ
るＢ
自己・人間を見つめ
るＡ
自己・人間を見つめ
るＢ

宗教学Ａ
宗教学Ｂ
異文化・世界にふれ
るＡ
異文化・世界にふれ
るＢ
自己・人間を見つめ
るＡ
自己・人間を見つめ
るＢ

宗教学Ａ
宗教学Ｂ
異文化・世界にふれ
るＡ
異文化・世界にふれ
るＢ
自己・人間を見つめ
るＡ
自己・人間を見つめ
るＢ

兼担
准教
授

津曲　真一
＜平成30年４月＞

文学博士

兼担
准教
授

津曲　真一
＜平成30年４月＞

文学博士

兼担
准教
授

萩原　基裕
＜平成30年４月＞

博士（法学）

法学Ａ
法学Ｂ

法学Ａ
法学Ｂ

法学Ａ
法学Ｂ

法学Ａ
法学Ｂ

兼担
准教
授

萩原　基裕
＜平成30年４月＞

博士(法学)
兼担

准教
授

萩原　基裕
＜平成30年４月＞

博士(法学)
兼担

准教
授

萩原　基裕
＜平成30年４月＞

博士(法学)

現代社会の諸問題Ａ
現代社会の諸問題Ｂ

兼担
准教
授

野瀬　元子
＜平成30年４月＞

博士
（国際地域学）

健康スポーツ科学Ａ
健康スポーツ科学Ｂ

健康スポーツ科学Ａ
健康スポーツ科学Ｂ

兼担
准教
授

本間　俊行
＜平成30年４月＞

博士(医学)
兼担

准教
授

本間　俊行
＜平成30年４月＞

博士(医学)

兼担
准教
授

橋本　みのり
＜平成30年４月＞

博士（学術）

生物学Ａ
生物学Ｂ
生態学Ａ
生態学Ｂ

生物学Ａ
生物学Ｂ
生態学Ａ
生態学Ｂ

生物学Ａ
生物学Ｂ
生態学Ａ
生態学Ｂ

生物学Ａ
生物学Ｂ
生態学Ａ
生態学Ｂ

兼担
准教
授

橋本　みのり
＜平成30年４月＞

博士(学術)

兼担
准教
授

橋本　みのり
＜平成30年４月＞

博士(学術)

兼担
准教
授

橋本　みのり
＜平成30年４月＞

博士(学術)

歴史学Ａ
歴史学Ｂ
異文化・世界にふれ
るＡ
異文化・世界にふれ
るＢ

歴史学Ａ
歴史学Ｂ
異文化・世界にふれ
るＡ
異文化・世界にふれ
るＢ

歴史学Ａ
歴史学Ｂ
異文化・世界にふれ
るＡ
異文化・世界にふれ
るＢ

兼担
准教
授

村井　信幸
＜平成30年４月＞

文学修士※

兼担
准教
授

村井　信幸
＜平成30年４月＞

文学修士※

兼担
准教
授

村井　信幸
＜平成30年４月＞

文学修士※

兼担 教授

松﨑　友世
＜平成30年４月＞
博士（心理学）

心理学Ａ
心理学Ｂ

心理学Ａ
心理学Ｂ

心理学Ａ
心理学Ｂ

心理学Ａ
心理学Ｂ

兼担 教授

松﨑　友世
＜平成30年４月＞

博士(心理学)
兼担

准教
授

松﨑　友世
＜平成30年４月＞

博士(心理学)
兼担 教授

松﨑　友世
＜平成30年４月＞

博士(心理学)

兼担
准教
授

鹿島　丈博
＜平成31年4月＞

修士（スポーツ健康
科学）

健康科学実践 ※ 健康科学実践 ※ 健康科学実践 ※ 健康科学実践 ※

兼担
准教
授

鹿島　丈博
＜平成31年4月＞

修士（スポーツ健康
科学）兼担 講師

鹿島　丈博
＜平成31年4月＞

修士（スポーツ健康
科学） 兼担 講師

鹿島　丈博
＜平成31年4月＞

修士（スポーツ健康
科学）

兼担
准教
授

吉永　良正
＜平成30年４月＞
理学士、文学士

論理学Ａ
論理学Ｂ

論理学Ａ
論理学Ｂ

論理学Ａ
論理学Ｂ

論理学Ａ
論理学Ｂ

兼担
准教
授

吉永　良正
＜平成30年４月＞
理学士、文学士

兼担
准教
授

吉永　良正
＜平成30年４月＞
理学士、文学士

兼担
准教
授

吉永　良正
＜平成30年４月＞
理学士、文学士

兼担 教授

萩原　基裕
＜平成30年４月＞

博士（法学）

法学Ａ
法学Ｂ

宗教学Ａ
宗教学Ｂ
異文化・世界にふれ
るＡ
異文化・世界にふれ
るＢ
自己・人間を見つめ
るＡ
自己・人間を見つめ
るＢ

兼担
准教
授

土居　良一
＜平成31年４月＞

博士（学術）

現代社会の諸問題Ａ
現代社会の諸問題Ｂ
異文化・世界にふれ
るＡ
異文化・世界にふれ
るＢ

兼担
准教
授

津曲　真一
＜平成30年４月＞

博士（文学）

兼担 教授

松﨑　友世
＜平成30年４月＞
博士（心理学）

心理学Ａ
心理学Ｂ

准教
授

橋本　みのり
＜平成30年４月＞

博士（学術）

生物学Ａ
生物学Ｂ
生態学Ａ
生態学Ｂ

兼担
准教
授

吉永　良正
＜平成30年４月＞
理学士、文学士

論理学Ａ
論理学Ｂ

准教
授

鹿島　丈博
＜平成31年4月＞

修士（スポーツ健康
科学）

健康科学実践 ※

兼担

兼担
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【認可時】 【平成３０年度】 【令和元年度】 【令和２年度】 【令和３年度】

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・
氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

の別　

担当授業科目名

兼担 講師

香川　めい
＜平成30年４月＞
修士（教育学）

社会学Ａ
社会学Ｂ
教育学Ａ
教育学Ｂ

社会学Ａ
社会学Ｂ
教育学Ａ
教育学Ｂ

社会学Ａ
社会学Ｂ
教育学Ａ
教育学Ｂ

社会学Ａ
社会学Ｂ
教育学Ａ
教育学Ｂ

兼担 講師

香川　めい
＜平成30年４月＞
修士（教育学）

兼担 講師

香川　めい
＜平成30年４月＞
修士（教育学）

兼担 講師

香川　めい
＜平成30年４月＞
修士（教育学）

兼担 講師

浅沼(川野) 薫奈
＜平成30年４月＞
修士（国際学）

自己・人間を見つめ
るＡ
自己・人間を見つめ
るＢ

自己・人間を見つめ
るＡ
自己・人間を見つめ
るＢ

自己・人間を見つめ
るＡ
自己・人間を見つめ
るＢ

自己・人間を見つめ
るＡ
自己・人間を見つめ
るＢ

兼担 講師

浅沼(川野) 薫奈
＜平成30年４月＞

修士(国際学)

兼担 講師

浅沼(川野) 薫奈
＜平成30年４月＞

修士(国際学)

兼担 講師

浅沼(川野) 薫奈
＜平成30年４月＞

修士(国際学)

兼担
准教
授

佐藤　真太郎
＜平成30年４月＞
修士（体育学）

総合体育Ａ
総合体育Ｂ

総合体育Ａ
総合体育Ｂ

総合体育Ａ
総合体育Ｂ

総合体育Ａ
総合体育Ｂ

兼担
准教
授

佐藤　真太郎
＜平成30年４月＞

修士(体育学)
兼担 講師

佐藤　真太郎
＜平成30年４月＞

修士(体育学)
兼担 講師

佐藤　真太郎
＜平成30年４月＞

修士(体育学)

兼担 講師

木村　竜太
＜平成30年４月＞
博士（文化史学）

異文化・世界にふれ
るＡ
異文化・世界にふれ
るＢ

文学Ａ
文学Ｂ
異文化・世界にふれ
るＡ
異文化・世界にふれ
るＢ

文学Ａ
文学Ｂ
異文化・世界にふれ
るＡ
異文化・世界にふれ
るＢ

文学Ａ
文学Ｂ
異文化・世界にふれ
るＡ
異文化・世界にふれ
るＢ

兼担 講師

木村　竜太
＜平成30年４月＞
博士(文化史学)

兼担 講師

木村　竜太
＜平成30年４月＞
博士(文化史学)

兼担 講師

木村　竜太
＜平成30年４月＞
博士(文化史学)

キャリアデザインＡ
キャリアデザインＢ

キャリアデザインＡ
キャリアデザインＢ

兼担 講師

福井(小川) 庸子
＜平成30年４月＞

博士(教育学)
兼担 講師

福井(小川) 庸子
＜平成30年４月＞

博士(教育学)

心理学Ａ
心理学Ｂ

心理学Ａ
心理学Ｂ

兼担 講師

髙田　未里
＜平成30年４月＞

博士(文学)
兼担

准教
授

髙田　未里
＜平成30年４月＞

博士(文学)

政治学Ａ
政治学Ｂ

兼担 講師

岡田　拓也
＜平成31年４月＞

博士（法学）

政治学Ａ
政治学Ｂ

政治学Ａ
政治学Ｂ

全学共通特殊講義Ａ
全学共通特殊講義Ｂ

兼担 講師

島井　誠司
＜平成31年４月＞

法学士

兼担 講師

藤井　誠一郎
＜平成30年４月＞
博士(政策科学)

兼担
准教
授

藤井　誠一郎
＜平成30年４月＞
博士(政策科学)

兼担 講師

小野田　竜一
＜平成31年４月＞

博士（文学）

心理学Ａ
心理学Ｂ

心理学Ａ
心理学Ｂ

兼担 講師

小野田　竜一
＜平成31年４月＞

博士（文学）

文化人類学Ａ
文化人類学Ｂ

文化人類学Ａ
文化人類学Ｂ

兼担 講師

田崎　郁子
＜平成31年４月＞
博士（地域研究）

兼担 講師

島井　誠司
＜平成31年４月＞

法学士

兼担 講師

田崎　郁子
＜平成31年４月＞
博士（地域研究）

全学共通特殊講義Ａ
全学共通特殊講義Ｂ

自己・人間を見つめ
るＡ
自己・人間を見つめ
るＢ

兼担
准教
授

香川　めい
＜平成30年４月＞
修士（教育学）

社会学Ａ
社会学Ｂ
教育学Ａ
教育学Ｂ

兼担 講師

木村　竜太
＜平成30年４月＞
博士（文化史学）

文学Ａ
文学Ｂ
異文化・世界にふれ
るＡ
異文化・世界にふれ
るＢ

兼担 講師

小野田　竜一
＜平成31年４月＞

博士（文学）

心理学Ａ
心理学Ｂ

兼担 講師

浅沼(川野) 薫奈
＜平成30年４月＞
博士（学術）

兼担
准教
授

佐藤　真太郎
＜平成30年４月＞
修士（体育学）

総合体育Ａ
総合体育Ｂ

講師

島井　誠司
＜平成31年４月＞

法学士

全学共通特殊講義Ａ
全学共通特殊講義Ｂ

兼担 講師

田崎　郁子
＜平成31年４月＞
博士（地域研究）

兼担 講師

髙橋　将
＜令和３年４月＞
博士（スポーツ科

学）

総合体育Ａ
総合体育Ｂ

文化人類学Ａ
文化人類学Ｂ

兼担
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【認可時】 【平成３０年度】 【令和元年度】 【令和２年度】 【令和３年度】

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・
氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

の別　

担当授業科目名

地域看護学概論
地域健康支援論
地域包括ケア概論
※
地域包括ケア方法論
※
地域包括ケア演習
家族看護学　※

地域健康支援論
地域包括ケア方法論
※
地域包括ケア演習
家族看護学　※

地域健康支援論
地域包括ケア方法論
※
地域包括ケア演習
家族看護学　※

兼任 講師

福島　道子
＜令和2年4月＞

博士（社会福祉学）

兼任 講師

福島　道子
＜平成30年4月＞

博士（社会福祉学）

兼任 講師

福島　道子
＜平成31年4月＞

博士（社会福祉学）

人体の構造と機能Ⅰ
人体の構造と機能Ⅱ
疾病・治療学Ⅱ（急
性期・臓器別疾患）
疾病・治療学Ⅴ（小
児・性と生殖医療）

疾病・治療学Ⅱ（急
性期・臓器別疾患）
疾病・治療学Ⅴ（小
児・性と生殖医療）

兼任 講師

柳本　茂久
＜平成30年4月＞
博士（医学）

兼任 講師

柳本　茂久
＜平成30年4月＞
博士（医学）

兼任 講師

手嶋　顕久
＜平成31年4月＞

経済学士

保健医療福祉制度論
社会福祉学

保健医療福祉制度論
社会福祉学

保健医療福祉制度論
社会福祉学

保健医療福祉制度論
社会福祉学

兼任 講師

手嶋　顕久
＜平成31年4月＞

経済学士
兼任 講師

手嶋　顕久
＜平成31年4月＞

経済学士
兼任 講師

手嶋　顕久
＜平成31年4月＞

経済学士

英語コミュニケー
ションⅠ
英語コミュニケー
ションⅡ
英語コミュニケー
ションⅢ
英語コミュニケー
ションⅣ

英語コミュニケー
ションⅠ
英語コミュニケー
ションⅡ
英語コミュニケー
ションⅢ
英語コミュニケー
ションⅣ

兼任 講師

熊谷（金岡） 順子
＜平成31年4月＞

MA(American
Literature and

Culture)
(イギリス）※

兼任 講師

熊谷（金岡） 順子
＜平成31年4月＞

MA(American
Literature and

Culture)
(イギリス）※

兼任 講師

渋谷　寛子
＜平成30年4月＞

修士（臨床心理学）

人間関係論 人間関係論 人間関係論 人間関係論

兼任 講師

渋谷　寛子
＜平成30年4月＞

修士（臨床心理学）
兼任 講師

渋谷　寛子
＜平成30年4月＞

修士（臨床心理学）
兼任 講師

渋谷　寛子
＜平成30年4月＞

修士（臨床心理学）

地域リハビリテー
ション看護概論

地域リハビリテー
ション看護概論

地域リハビリテー
ション看護概論

兼任 講師

金子　純一朗
＜平成32年4月＞

博士（保健医療学）
兼任 講師

金子　純一朗
＜平成32年4月＞

博士（保健医療学）
兼任 講師

金子　純一朗
＜平成32年4月＞

博士（保健医療学）

兼任 講師

遠田　諭
＜平成31年4月＞
修士（心理学）

臨床心理学概論
発達心理学

臨床心理学概論
発達心理学

臨床心理学概論
発達心理学

臨床心理学概論
発達心理学

兼任 講師

遠田　諭
＜平成31年4月＞
修士（心理学）

兼任 講師

遠田　諭
＜平成31年4月＞
修士（心理学）

兼任 講師

遠田　諭
＜平成31年4月＞
修士（心理学）

疾病・治療学Ⅰ（急
性期・総論/運動・
感覚器）

人体の構造と機能Ⅰ
人体の構造と機能Ⅱ
疾病・治療学Ⅰ（急
性期・総論/運動・感
覚器）

疾病・治療学Ⅰ（急
性期・総論/運動・感
覚器）

兼任 講師

成田　信義
＜平成31年4月＞
博士（医学）

兼任 講師

成田　信義
＜平成31年4月＞
博士（医学）

兼任 講師

成田　信義
＜平成31年4月＞
博士（医学）

兼任 講師

遠田　諭
＜平成31年4月＞
修士（心理学）

臨床心理学概論
発達心理学

兼任 講師

手嶋　顕久
＜平成31年4月＞

経済学士

保健医療福祉制度論
社会福祉学

講師

渋谷　寛子
＜平成30年4月＞

修士（臨床心理学）

人間関係論

兼担
准教
授

新居（村上）洋子
＜令和3年４月＞
博士（文学）

歴史学Ａ
歴史学Ｂ
異文化・世界にふれ
るＡ
異文化・世界にふれ
るＢ

兼任
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【認可時】 【平成３０年度】 【令和元年度】 【令和２年度】 【令和３年度】

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・
氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

の別　

担当授業科目名

芸術学Ａ
芸術学Ｂ

芸術学Ａ
芸術学Ｂ

芸術学Ａ
芸術学Ｂ

兼任 講師

亀澤　孝幸
＜平成30年４月＞
博士（書道学）

兼任 講師

亀澤　孝幸
＜平成30年４月＞
博士（書道学）

兼任 講師

亀澤　孝幸
＜平成30年４月＞
博士（書道学）

兼任 講師

黒柳　修一
＜平成30年４月＞

教育学修士※

教育学Ａ
教育学Ｂ

教育学Ａ
教育学Ｂ

教育学Ａ
教育学Ｂ

教育学Ａ
教育学Ｂ

兼任 講師

黒柳　修一
＜平成30年４月＞

教育学修士
※兼任 講師

黒柳　修一
＜平成30年４月＞

教育学修士
※ 兼任 講師

黒柳　修一
＜平成30年４月＞

教育学修士
※

兼任 講師

木川　裕
＜平成30年４月＞

法学修士、経済学修
士

情報科学Ａ
情報科学Ｂ

情報科学Ａ
情報科学Ｂ

情報科学Ａ
情報科学Ｂ

情報科学Ａ
情報科学Ｂ

兼任 講師

木川　裕
＜平成30年４月＞

法学修士、経済学修
士兼任 講師

木川　裕
＜平成30年４月＞

法学修士、経済学修
士 兼任 講師

木川　裕
＜平成30年４月＞

法学修士、経済学修
士

地理学Ａ
地理学Ｂ

地理学Ａ
地理学Ｂ

兼任 講師

斎野　岳廊
＜平成30年４月＞

理学修士
兼任 講師

斎野　岳廊
＜平成30年４月＞

理学修士

ドイツ語Ａ
ドイツ語Ｂ

兼任 講師

児島(鈴木) 由理
＜平成30年４月＞
修士（学術）※

フランス語Ａ
フランス語Ｂ

フランス語Ａ
フランス語Ｂ

フランス語Ａ
フランス語Ｂ

兼任 講師

佐山　一
＜平成30年４月＞

文学修士※

体育実技Ａ
体育実技Ｂ

体育実技Ａ
体育実技Ｂ

田中　英司
＜平成30年４月＞

博士（文学）
兼任 講師

田中　英司
＜平成30年4月＞
博士（文学）

考古学Ａ
考古学Ｂ

考古学Ａ
考古学Ｂ

考古学Ａ
考古学Ｂ

兼任 講師

田中　英司
＜平成30年４月＞

博士（文学）

兼任 講師

佐藤　亮輔
＜平成31年４月＞
修士(スポーツ健康

科学)

兼任 講師

兼任 講師

鄭　俊坤
＜平成30年４月＞

政治学博士
兼任 講師

鄭　俊坤
＜平成30年４月＞

政治学博士
兼任 講師

兼任 講師

黒柳　修一
＜平成30年４月＞

教育学修士※

教育学Ａ
教育学Ｂ

兼任 講師

木川　裕
＜平成30年４月＞

法学修士、経済学修
士

情報科学Ａ
情報科学Ｂ

講師

鄭　俊坤
＜平成30年４月＞

政治学博士

コリア語Ａ
コリア語Ｂ

講師

得能　壽美
＜平成30年４月＞

文学修士

地域・国家・民族の
考察Ａ
地域・国家・民族の
考察Ｂ
女性・子ども・老人
への視点Ａ
女性・子ども・老人
への視点Ｂ

兼任 講師

外山　英明
＜平成31年４月＞
修士（スポーツ科

学）

体育実技Ａ
体育実技Ｂ

兼任 講師

田中　英司
＜平成30年4月＞
博士（文学）

考古学Ａ
考古学Ｂ

兼任

地域・国家・民族の
考察Ａ
地域・国家・民族の
考察Ｂ
女性・子ども・老人
への視点Ａ
女性・子ども・老人
への視点Ｂ

講師

外山　英明
＜平成31年４月＞
修士（スポーツ科

学）兼任

兼任

鄭　俊坤
＜平成30年４月＞

政治学博士

コリア語Ａ
コリア語Ｂ

得能　壽美
＜平成30年４月＞

文学修士

コリア語Ａ
コリア語Ｂ

コリア語Ａ
コリア語Ｂ

兼任 講師

兼任

兼任 講師

高橋　明美
＜平成30年４月＞

文学修士※

体育実技Ａ
体育実技Ｂ

兼任 講師

外山　英明
＜平成31年４月＞

修士(スポーツ科学)

地域・国家・民族の
考察Ａ
地域・国家・民族の
考察Ｂ
女性・子ども・老人
への視点Ａ
女性・子ども・老人
への視点Ｂ

体育実技Ａ
体育実技Ｂ

体育実技Ａ
体育実技Ｂ

体育実技Ａ
体育実技Ｂ

鄭　俊坤
＜平成30年４月＞

政治学博士

兼任 講師

佐藤　亮輔
＜平成31年４月＞

修士(スポーツ健康科
学)

兼任 講師

佐山　一
＜平成30年４月＞

文学修士※

地域・国家・民族の
考察Ａ
地域・国家・民族の
考察Ｂ
女性・子ども・老人
への視点Ａ
女性・子ども・老人
への視点Ｂ

地域・国家・民族の
考察Ａ
地域・国家・民族の
考察Ｂ
女性・子ども・老人
への視点Ａ
女性・子ども・老人
への視点Ｂ

講師

外山　英明
＜平成31年４月＞

修士(スポーツ科学)

得能　壽美
＜平成30年４月＞

文学修士

外山　英明
＜平成31年４月＞

修士(スポーツ科学)

兼任 講師

得能　壽美
＜平成30年４月＞

文学修士

兼任 講師

得能　壽美
＜平成30年４月＞

文学修士

兼任 講師

兼任 講師

コリア語Ａ
コリア語Ｂ

兼任 講師
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【認可時】 【平成３０年度】 【令和元年度】 【令和２年度】 【令和３年度】

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・
氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

の別　

担当授業科目名

哲学Ａ
哲学Ｂ

兼任 講師

松村　健吾
＜平成30年４月＞
博士（社会学）

生化学

兼任 講師

藤縄　玲子
＜平成30年4月＞
修士（薬科学）

兼任 講師

浜島　一成
＜平成30年４月＞

工学博士

芸術学Ａ
芸術学Ｂ

芸術学Ａ
芸術学Ｂ

芸術学Ａ
芸術学Ｂ

芸術学Ａ
芸術学Ｂ

兼任 講師

浜島　一成
＜平成30年４月＞

工学博士
兼任 講師

浜島　一成
＜平成30年４月＞

工学博士
兼任 講師

浜島　一成
＜平成30年４月＞

工学博士

薬理学 薬理学

兼任 講師

吉澤　一巳
＜平成31年4月＞
博士（薬学）

民俗学Ａ
民俗学Ｂ

民俗学Ａ
民俗学Ｂ

兼任 講師

松崎　かおり
＜平成30年４月＞
修士（文学）※

兼任 講師

松崎　かおり
＜平成30年４月＞
修士（文学）※

英語コミュニケー
ションⅠ
英語コミュニケー
ションⅡ
英語コミュニケー
ションⅢ
英語コミュニケー
ションⅣ

英語コミュニケー
ションⅠ
英語コミュニケー
ションⅡ
英語コミュニケー
ションⅢ
英語コミュニケー
ションⅣ

兼任 講師

篠塚　勝正
＜平成31年4月＞
修士（英語学）

ドイツ語Ａ
ドイツ語Ｂ

兼任 講師

村瀬(佐藤) 民子
＜平成30年４月＞
修士（文学）※

兼任 講師

吉澤　一巳
＜平成31年4月＞
博士（薬学）

法学Ａ
法学Ｂ

兼任 講師

植田　俊太郎
＜平成31年４月＞

修士（法学）

人間と栄養 人間と栄養

兼任 講師

石井　和美
＜平成30年4月＞
修士（家政学）

兼任 講師

石井　和美
＜平成30年4月＞
修士（家政学）

兼任 講師

篠塚　勝正
＜平成31年4月＞
修士（英語学）

兼任 講師

佐藤　匡昭
＜平成31年4月＞
学士（理学）

生化学 生化学

兼任 講師

佐藤　匡昭
＜平成31年4月＞
学士（理学）

兼任 講師

靑葉　幸洋
＜平成31年４月＞

修士（スポーツ健康
科学）

体育実技Ａ
体育実技Ｂ

体育実技Ａ
体育実技Ｂ

兼任 講師

靑葉　幸洋
＜平成31年４月＞

修士（スポーツ健康
科学）

兼任 講師

浜島　一成
＜平成30年４月＞

工学博士

芸術学Ａ
芸術学Ｂ

講師

篠塚　勝正
＜平成31年4月＞
修士（英語学）

英語コミュニケー
ションⅠ
英語コミュニケー
ションⅡ
英語コミュニケー
ションⅢ
英語コミュニケー
ションⅣ

兼任 講師

靑葉　幸洋
＜平成31年４月＞

修士（スポーツ健康
科学）

体育実技Ａ
体育実技Ｂ

兼任

講師

嶋田　清美
＜令和３年４月＞
修士（教育学）

キャリアデザインＡ
キャリアデザインＢ

兼任 講師

吉澤　一巳
＜平成31年4月＞
博士（薬学）

薬理学

講師

佐藤　匡昭
＜平成31年4月＞
学士（理学）

生化学

兼任

兼任

キャリアデザインＡ
キャリアデザインＢ

キャリアデザインＡ
キャリアデザインＢ

仁井田　典子
＜平成30年４月＞
博士（社会学）

兼任 講師

仁井田　典子
＜平成30年４月＞
博士（社会学）

兼任 講師

キャリアデザインＡ
キャリアデザインＢ

兼任 講師

キャリアデザインＡ
キャリアデザインＢ

講師

仁井田　典子
＜平成30年４月＞
博士（社会学）

仁井田　典子
＜平成30年４月＞
博士（社会学）

兼任
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【認可時】 【平成３０年度】 【令和元年度】 【令和２年度】 【令和３年度】

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・
氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

の別　

担当授業科目名

ドイツ語Ａ
ドイツ語Ｂ

ドイツ語Ａ
ドイツ語Ｂ

兼任 講師

前川　一貴
＜平成31年４月＞

博士（文学）

地学Ａ
地学Ｂ

兼任 講師

前川　一貴
＜平成31年４月＞

博士（文学）

倫理学Ａ
倫理学Ｂ

兼任 講師

酒井　計史
＜平成31年４月＞
修士（社会学）

社会学Ａ
社会学Ｂ

社会学Ａ
社会学Ｂ

兼任 講師

酒井　計史
＜平成31年４月＞
修士（社会学）

兼任 講師

青木　寿史
＜令和2年４月＞

教育学士

武田　一文
＜令和２年４月＞

博士（文学）

兼任 講師

デルメール　ジル
＜平成31年４月＞

D.E.A(Japanesestud
ies)(フランス)

フランス語A
フランス語B

兼任 講師

兼任 講師

兼任 講師

小野塚　由美子
＜令和２年4月＞

博士（保健医療学）

地域リハビリテー
ション看護概論

兼任 講師

根津　洸希
＜令和２年４月＞

修士（法学）

法学Ａ
法学Ｂ

兼任 講師

根津　洸希
＜令和２年４月＞

修士（法学）

法学Ａ
法学Ｂ

地理学Ａ
地理学Ｂ

兼任 講師

佐藤　暁
＜令和２年４月＞

博士（文学）

哲学Ａ
哲学Ｂ

兼任 講師

地域リハビリテー
ション看護概論

哲学Ａ
哲学Ｂ

兼任 講師

酒井　計史
＜平成31年４月＞
修士（社会学）

社会学Ａ
社会学Ｂ

芸術学Ａ
芸術学Ｂ
異文化・世界にふれ
るＡ
異文化・世界にふれ
るＢ

久保　倫子
＜令和２年４月＞

博士（理学）

地理学Ａ
地理学Ｂ

兼任 講師

坂本　秀夫
＜令和２年４月＞

文学修士

兼任

兼任 講師

小野塚　由美子
＜令和２年4月＞

博士（保健医療学）

ドイツ語Ａ
ドイツ語Ｂ

兼任 講師

デルメール　ジル
＜平成31年４月＞

D.E.A(Japanesestud
ies)(フランス)

フランス語A
フランス語B

兼任 講師

青木　寿史
＜令和２年４月＞

教育学士

地学Ａ
地学Ｂ

佐藤　暁
＜令和２年４月＞

博士（文学）

講師

久保　倫子
＜令和２年４月＞

博士（理学）

兼任 講師

講師

長尾　天
＜令和３年４月＞

博士（文学）

芸術学Ａ
芸術学Ｂ

坂本　秀夫
＜令和２年４月＞

文学修士

倫理学Ａ
倫理学Ｂ

前川　一貴
＜平成31年４月＞

博士（文学）

兼任 講師

兼任
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【認可時】 【平成３０年度】 【令和元年度】 【令和２年度】 【令和３年度】

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　

専任・

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・
氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

の別　

担当授業科目名

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）
　　　・　認可申請書又は設置届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。
　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の教員全て（兼任，兼担教員を含む。）を黒字で記入してください。
　　　　その上で，認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。
　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教員名簿」を確認してください。
　　　・　年齢は，それぞれの年度の５月１日時点の満年齢を記入してください。
　　　・　専任（専門職大学等は専、実専、実（研）、実み）、兼担、兼任の順に記入してください。
　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除し、詰めてください。

兼任 講師

石地　豊子
＜令和２年4月＞

博士（保健医療学）

生命倫理学

兼任 講師

山田　麻子
＜令和２年4月＞

博士（保健医療学）

人間と栄養

生命倫理学

兼任 講師

兼任 講師

山田　麻子
＜令和２年4月＞

博士（保健医療学）

人間と栄養

石地　豊子
＜令和２年4月＞

博士（保健医療学）
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（１）ー②担当教員表に関する変更内容

　　　　 　　　　

　　　　 　　　　

【平成３０年度】

・教育課程の充実を図る理由のため、水野（今井）千奈津教授の就任を平成32年4月から平成30年4月に変更。
・鈴木秀樹助教就任辞退の理由により、須佐公子准教授が「基盤看護学実習Ⅰ」、「生活支援技術論Ⅰ」、「生活支援技術論Ⅱ」及び「看護方法論」を担当。
平成29年12月ＡＣ教員審査済み。
・甲賀ひとみ講師の氏名変更の理由のため、村田（甲賀）ひとみに変更。
・大城聰兼担教授の担当科目変更の理由により、「生化学」を藤縄玲子兼任講師に変更。
・宮瀧交二兼担教授の担当科目一部変更の理由により、「考古学Ａ」及び「考古学Ｂ」を田中英司兼任講師に変更。
・北澤恒人兼担教授の担当科目一部変更の理由により、「哲学Ａ」及び「哲学Ｂ」を松村健吾兼任講師に変更。
・髙尾謙史兼担教授の担当科目変更の理由により、「文学Ａ」及び「文学Ｂ」を木村竜太兼担講師に変更。
・田中達也兼担教授の担当科目一部変更の理由により、「地理学Ａ」及び「地理学Ｂ」を齋野岳廊兼任講師に変更。
・内藤二郎兼担教授の担当科目変更の理由により、「現代社会の諸問題Ａ」及び「現代社会の諸問題Ｂ」を野瀬元子兼担准教授に変更。
・中垣恒太郎兼担教授就任辞退の理由により、「異文化・世界にふれるＡ」、「異文化・世界にふれるＢ」、「自己・人間をみつめるＡ」及び「自己・人間を
みつめるＢ」を津曲真一兼担准教授に変更し、「芸術学Ａ」及び「芸術学Ｂ」は、他に３名の担当教員がいるため後任補充は行わない。
・武藤慎一兼担教授の担当科目変更の理由により、「宗教学Ａ」及び「宗教学Ｂ」を津曲真一兼担准教授に変更。
・蕪木智子兼担准教授の担当科目変更の理由により、「人間と栄養」を石井和美兼任講師に変更。
・工藤保子兼担准教授の担当科目変更の理由により、「体育実技Ａ」及び「体育実技Ｂ」を勝俣康之兼担准教授に変更。
・杉田明宏兼担准教授の身分昇格の理由により、職名を「教授」に変更。
・松崎友世兼担准教授の身分昇格の理由により、職名を「教授」に変更。
・高田未里兼担講師の身分昇格の理由により、職名を「准教授」に変更。
・藤井誠一郎兼担講師の身分昇格の理由により、職名を「准教授」に変更。
・福島道子兼任講師の就任年度を平成30年4月から平成31年4月に変更し、担当科目を変更した理由により、「地域看護学概論」及び「地域包括ケア概論」を除
外。なお当該科目は共同科目であり「可」を受けた専任教員が担当。
・柳本茂久兼任講師の担当科目変更の理由により「人体の構造と機能Ⅰ」及び「人体の構造と機能Ⅱ」を成田信義兼任講師に変更。
・児島（鈴木）由理兼任講師の担当科目変更の理由により、「ドイツ語Ａ」及び「ドイツ語Ｂ」を村瀬（佐藤）民子兼任講師に変更。
・高橋明美兼任講師の担当科目変更の理由により、「フランス語Ａ」及び「フランス語Ｂ」を佐山一兼任講師に変更。

【令和元年度】

・教育課程の充実を図る理由のため、杉森裕樹教授の担当科目に「人体の構造と機能Ⅰ」「人体の構造と機能Ⅱ」「疾病・治療学Ⅱ（急性期・臓器別疾患）」
「疾病・治療学Ⅴ（小児・性と生殖医療）」「看護研究Ⅰ」「看護研究Ⅱ」を追加。平成30年7月及び12月ＡＣ教員審査済み。
・教育課程の充実を図る理由のため、北田志郎准教授の担当科目に「疾病・治療学Ⅴ（小児・性と生殖医療）」を追加。平成30年12月ＡＣ教員審査済み。
・大城聰兼担教授の就任年度を令和2年4月と変更した理由により、「薬理学」を吉澤一巳兼任講師に変更。
・宮本正秀兼担准教授の職位を兼担教授と変更し、就任年度を令和2年4月と変更する。「英語コミュニケーションⅠ」、「英語コミュニケーションⅡ」、「英
語コミュニケーションⅢ」、「英語コミュニケーションⅣ」は渡部富栄講師が担当する。
・鹿島丈博兼担講師の身分昇格の理由により、職名を「准教授」に変更。
・佐藤真太郎兼担講師の身分昇格の理由により、職名を「准教授」に変更。
・福島道子兼任講師の就任年度を平成31年4月から令和２年４月に変更する。
・柳本茂久兼任講師就任辞退の理由により「疾病・治療学Ⅱ（急性期・臓器別疾患）」は杉森裕樹教授が担当し、「疾病・治療学Ⅴ（小児・性と生殖医療）」
は杉森裕樹教授及び北田志郎准教授が担当する。
・熊谷（金岡） 順子兼任講師就任辞退の理由により「英語コミュニケーションⅠ」、「英語コミュニケーションⅡ」、「英語コミュニケーションⅢ」、「英語
コミュニケーションⅣ」は篠塚勝正兼任講師が担当する。
・成田信義兼任講師の担当科目変更の理由により、「人体の構造と機能Ⅰ」「人体の構造と機能Ⅱ」を杉森裕樹教授に変更。
・藤縄玲子兼任講師就任辞退の理由により「生化学」を佐藤匡昭兼任講師に変更。
・「哲学Ａ・Ｂ」松村健吾兼任講師の定年退職の理由により、北澤恒人兼担教授に変更。
・「法学Ａ・Ｂ」加瀬幸喜兼担教授の担当科目変更の理由により、植田俊太郎兼任講師に変更。
・「社会学Ａ・Ｂ」北澤恒人兼担教授の担当科目変更の理由により、酒井計史兼任講師に変更。
・「政治学Ａ・Ｂ」藤井誠一郎兼担准教授の長期海外研究員による令和元年度休講の理由により、岡田拓也兼担講師に変更。
・「心理学Ａ・Ｂ」髙田未里兼担准教授の担当科目変更の理由により、小野田竜一兼担講師に変更。
・「民俗学Ａ・Ｂ」松崎かおり兼任講師の就任辞退の理由により、厚香苗兼担准教授に変更。
・「文化人類学Ａ・Ｂ」中野紀和兼担教授の担当科目変更の理由により、田崎郁子兼担講師に変更。
・「体育実技Ａ・Ｂ」佐藤亮輔兼任講師の就任辞退の理由により、靑葉幸洋兼任講師に変更。
・「現代社会の諸問題Ａ・Ｂ」野瀬元子兼担准教授の担当科目変更の理由により、土居良一兼担准教授に変更。
・「異文化・世界にふれるＡ・Ｂ」千葉一幹兼担教授の担当科目変更の理由により、土居良一兼担准教授に変更。
・「キャリアデザインＡ・Ｂ」福井（小川）庸子兼担講師の担当科目変更の理由により、細田咲江兼担教授に変更。
・「全学共通特殊講義Ａ・Ｂ」寺田浩司兼担教授の担当科目変更の理由により、島井誠司兼担講師に変更。
・「ドイツ語Ａ・Ｂ」村瀬（佐藤）民子兼任講師の担当科目変更の理由により、前川一貴兼任講師に変更。
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（注）・  変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　不要な年度（平成３０年度開設であれば平成２９年度）の表は適宜削除してください。

　　　　なお、設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は、「教員審査省略」と記入してください。

【令和２年度】

・教育課程の充実を図る理由のため、水野（今井）千奈津教授の担当科目に「クリティカルケア論」及び「家族看護学」を追加。令和２年１月ＡＣ教員審査済
み。
・教育課程の充実を図る理由のため、森田恵子教授の担当科目に「統合実習」を追加。令和元年１１月ＡＣ教員審査済み。
・「家族看護学」担当者変更の理由により、長田泉准教授及び草刈由美子准教授の担当を除外。なお当該科目は「可」を受けた専任の水野（今井）千奈津教授
が担当。
・教育課程の充実を図る理由のため、北田志郎准教授の担当科目に「看護研究Ⅰ」、「看護研究Ⅱ」を追加。令和元年１１月ＡＣ教員審査済み。
・教育課程の充実を図る理由のため、北田志郎准教授の担当科目に「精神看護学演習」を追加。令和２年１月ＡＣ教員審査済み。
・「小児看護学演習」川島雅子講師退職の理由により、坂口由紀子兼任講師に変更。
※坂口由紀子兼任講師は令和2年度第1回AC教員審査により准教授として「適格」と判定されたことから、令和2年7月1日付で准教授に就任。
・教育課程の充実を図る理由のため、伊藤直子講師の担当科目に「地域包括ケア演習」及び「地域包括ケア実習」を追加。令和２年１月ＡＣ教員審査済み。
・「母性看護学演習」荒井洋子講師退職の理由により、臼井（浜島）淳美兼任講師に変更。
※臼井（浜島）淳美兼任講師は令和2年度第1回AC教員審査により講師として「適格」と判定されたことから、令和2年10月1日付で講師に就任。
・早田雅子助教就任の理由により「基礎ゼミナール」「コモンスキル」「生活支援技術論Ⅰ」「生活支援技術論Ⅱ」「医療支援技術論Ⅰ」「医療支援技術論
Ⅱ」「看護方法論」「看護コミュニケーション論」「基盤看護学実習Ⅰ」「基盤看護学実習Ⅱ」「地域包括ケア実習」「統合実習」「看護実践能力強化演習」
「看護研究Ⅱ」の科目を担当。平成31年4月AC教員審査済み。
・教育課程の充実を図る理由のため、野崎百合子助教の担当科目に「クリティカルケア論」を追加。令和２年１月ＡＣ教員審査済み。
・「医療支援技術論Ⅰ」「基盤看護学実習Ⅰ」黒田美香助教退職の理由により、中根洋子兼任講師に変更。
※中根洋子兼任講師は令和2年度第1回AC教員審査により助教として「適格」と判定されたことから、令和2年7月1日付で助教に就任。
・「精神看護学演習」野崎裕之助教退職の理由により、柳澤節子兼任講師に変更。
※柳澤節子兼任講師は令和2年度第1回AC教員審査により助教として「適格」と判定されたことから、令和2年7月1日付で助教に就任。
・「薬理学」大城聰兼担教授の担当科目変更の理由により吉澤一巳兼任講師に変更。
・「哲学Ａ・Ｂ」北澤恒人兼担教授の休職の理由により、佐藤暁兼任講師に変更。
・「倫理学Ａ・Ｂ」北澤恒人兼担教授の休職の理由により、坂本秀夫兼任講師に変更。
・「生命倫理学」北澤恒人兼担教授の休職の理由により、石地豊子兼任講師に変更。
・「現代社会の諸問題Ａ・Ｂ」大杉由香兼担教授の担当科目の変更により、土居良一兼担准教授のみに変更。
・「地学Ａ・Ｂ」中井睦兼担教授の担当科目変更の理由により、青木寿史兼任講師に変更。
・「自己・人間を見つめるＡ・Ｂ」中澤紀子兼担教授の担当科目変更の理由により、神谷諭一兼担准教授ら２名に変更。
・蕪木智子兼担准教授の身分昇格により、職名を「教授」に変更。
・金澤妙子兼担准教授の身分昇格の理由により、職名を「教授」に変更。
・「人権・民主主義・平和を考えるＡ・Ｂ」杉田明宏兼担教授の担当科目の変更により、令和２年度は担当者なし、未開講。
・「歴史学Ａ・Ｂ」村井信幸兼担准教授の退職の理由により、岡﨑邦彦兼担教授ら２名に変更。
・「異文化・世界にふれるＡ・Ｂ」村井信幸兼担准教授の退職の理由により、武田一文兼任講師に変更。
・「政治学Ａ・Ｂ」岡田拓也兼担講師の担当科目変更の理由により、武田知己兼担教授のみに変更。
・福島道子兼任講師の担当科目を変更した理由により、「地域健康支援論」及び「地域包括ケア方法論」「地域包括ケア演習」「家族看護学」を除外。なお当
該科目は「可」を受けた専任教員が担当。このことにより福島道子兼任講師は就任せず。
・成田信義兼任講師の担当科目を変更した理由により、「疾病・治療学Ⅰ（急性期・総論/運動・感覚器）」を除外。なお当該科目は福島斉兼担教授が担当。こ
のことにより成田信義兼任講師は退任。
・「地域リハビリテーション看護概論」金子純一朗兼任講師の担当科目変更の理由により、小野塚由美子兼任講師が担当。このことにより金子純一朗兼任講師
は就任せず。
・「芸術学Ａ・Ｂ」亀澤孝幸兼任講師の担当科目変更の理由により、武田一文兼任講師に変更。
・「地理学Ａ・Ｂ」齋野岳廊兼任講師の定年退職の理由により、久保倫子兼任講師に変更。
・「フランス語Ａ・Ｂ」佐山一兼任講師の担当科目変更の理由により、デルメール・ジル兼任講師に変更。
・「人間と栄養」石井和美兼任講師の担当科目変更の理由により、山田麻子兼任講師に変更。
・「法学Ａ・Ｂ」植田俊太郎兼任講師の就任辞退の理由により、根津洸希兼任講師に変更。

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は、当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画変更書」を提出し、

　　　　大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（AC教員審査）を受けてください。AC教員審査を受けずに専任教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」と記入してください。

【令和３年度】

・「健康科学実践」琉子友男兼担教授の定年退職の理由により、入江由香子兼担講師に変更。
・「中国語Ａ・Ｂ」竹島毅兼担教授の担当授業科目の変更の理由により、山口直人兼担教授に変更。
・「総合体育Ａ・Ｂ」宮城修兼担教授の担当科目変更の理由により、髙橋将兼担講師に変更。
・「歴史学Ａ・Ｂ」新規採用の理由により、新居洋子兼担准教授を追加。
・「芸術学Ａ・Ｂ」武田一文の就任辞退の理由により、長尾天兼任講師に変更。
・「キャリアデザインＡ・Ｂ」仁井田典子兼任講師就任辞退の理由により、嶋田清美兼任講師に変更。
・「異文化・世界にふれるＡ・Ｂ」武田一文兼任講師の就任辞退により、新居洋子兼担准教授に変更。
・萩原基裕兼担准教授の身分昇格の理由により、職名を「教授」に変更。
・香川めい兼担講師の身分昇格により、職名を「准教授」に変更。
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（注）・　大学設置基準第十三条別表第一、短期大学設置基準第二十二条別表第一イにより算出される専任教員数を記入してください。

（注）・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、教員審査を受審済みであり、

　　　　完成年度までに就任する教員数を加えた数を記入するとともに、［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（注）・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、

　　　　及び、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている
　　　　教員数及び完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。
　　　・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入
　　　　し、「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ'）
設置時の計画（Ａ'）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　（２）－⑥　設置時の計画に対する助手充足率

=
14

= 100 ％
14

［0］

14

［0］

14 14

14

助手
（Ｃ'）

助手
（Ｄ'）

（6） （21）

7 27

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｃ）

設置時の計画

現在（報告時）の完成年度時の状況 現在（報告時）の完成年度時の計画

(3)

［0］ ［1］ ［△1］ ［0］ ［0］

7 7 6 7 27

［0］ ［0］

7 7 6 7 27

（6） （5） （4）

12 6

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置基準上の必要専

任教員数

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
助　教

計
（Ｂ）

准教授 講　師教　授

現在（報告時）の状況

助手
（Ｂ'）

助手
（Ａ'）

名 名

　　　　

　（２）－②　専任教員等数【大学】

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｄ）

7 6

歳 名 名

年齢構成

6

　（２）－③　年齢構成

7 7 27
7 7

［0］ ［1］ ［△1］

定年規定の定める
定年年齢（歳）

報告時（上記
（Ｂ））の教員の
うち、定年を延長
して採用している

教員数

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う
ち、定年を延長し
て採用する教員数

70(※1)
65(※2)

2 2

　（２）－⑤　現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
2

= ％
27

7.4

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

=
27
27

= 100 ％

(※1)…平成23年3月31日までに採用された教員
(※2)…平成23年4月1日以降に採用された教員
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

後任補充状況の集計（Ｅ）

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合、赤字にて記入するとともに、

選択

必修 14

選択

必修

選択

自由自由 0

0 0

0必修必修

母性看護学演習 ①

必修 母性看護学実習 ①

必修 統合実習 ①

必修 クリティカルケア論

①

①

小児看護学実習 ①

必修 統合実習

（３） 専任教員辞任等の理由

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）就任を辞退した教員数

0

0

0

0

①の合計数（a） ②の合計数（b）

0

14 0

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

14 科目

選択 科目

③の合計数（c）

合計（Ｄ）

科目

14

0

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

自由自由

計 計計 0

1

必修 医療支援技術論Ⅱ ①

必修 看護方法論　※

科目

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

人

必修 基盤看護学実習Ⅰ ①

必修 基盤看護学実習Ⅱ ①

必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況

必修 基礎ゼミナール ①

必修 コモンスキル　※ ①

必修 生活支援技術論Ⅰ ①

必修 生活支援技術論Ⅱ ①

必修 医療支援技術論Ⅰ ①

番　号 職　位 専任教員氏名 就任辞退（未就任）の理由

１ 助教 鈴木　秀樹 H30.3.31…一身上の都合のため就任辞退（30）

必修 看護研究Ⅱ ①

必修 地域包括ケア実習 ①

必修 統合実習 ①

必修 看護実践能力強化演習 ①

①

必修 看護コミュニケーション論　※ ①

必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況

必修 基礎ゼミナール ①

必修 コモンスキル ①

必修 看護コミュニケーション論
 ①

必修 小児看護学方法論 ①

必修 小児看護学演習 ①

必修 母性看護学方法論 ①

必修

必修 基礎ゼミナール ①

必修 コモンスキル ①

必修 看護コミュニケーション論 ①

必修 小児看護学方法論 ①

必修 小児看護学演習 ①

必修

番　号 職　位 専任教員氏名 辞任等の理由

１ 講師 荒井洋子 R2.3.31付け…一身上の都合のため退職（２）

２ 講師 川島雅子 R2.3.31付け…一身上の都合のため退職（２）

必修 看護研究Ⅱ ①

①

必修 看護実践能力強化演習

①

必修 看護実践能力強化演習
 ①

必修 看護研究Ⅱ
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況

必修 基礎ゼミナール ①

必修 コモンスキル ①

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

合計（Ｄ）＋（Ｆ）

辞任等した教員数

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

必修

計

0 選択

必修

科目 選択 0

③の合計数（c）①の合計数（a） ②の合計数（b）

後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

計 0

（注）・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員についてに記入してください。

0

0 選択

必修

0

自由 0

計 60 科目 計 60

0

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

60

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

5 人

必修 60 科目

自由 0 科目 自由 0 自由 0

選択 0

必修 看護コミュニケーション論 ①

必修 生活支援技術論Ⅰ ①

必修 生活支援技術論Ⅱ ①

必修 医療支援技術論Ⅰ ①

必修 医療支援技術論Ⅱ ①

必修 看護方法論 ①

必修 基盤看護学実習Ⅰ ①

必修 基盤看護学実習Ⅱ ①

必修 地域包括ケア実習 ①

必修 統合実習 ①

必修 看護実践能力強化演習 ①

必修 看護コミュニケーション論 ①

必修 基盤看護学実習Ⅱ ①

必修 精神看護学方法論 ①

必修 看護研究Ⅱ ①

必修 基礎ゼミナール ①

必修 コモンスキル ①

①

必修 精神看護学実習 ①

必修 地域包括ケア実習 ①

必修 統合実習 ①

必修 精神看護学演習

辞任した教員数

4 人

計 46 科目 計 46

必修 看護実践能力強化演習 ①

合計（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｇ）

担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

選択 0 科目 選択 0 選択 0

自由 0 自由 0 自由 0

必修 46 科目 必修 46 必修 0 必修 0

計 0 計 0

番　号 職　位 専任教員氏名 辞任等の理由

3 助教 黒田美香 R2.3.31付け…一身上の都合のため退職（２）

4 助教 野崎裕之 R2.3.31付け…一身上の都合のため退職（２）

必修 看護研究Ⅱ ①

選択 0

自由 0 科目
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（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

（注）・（３）－①、（３）－②で赤字で記載した専任教員数の合計数を記載してください。

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

　　　　

　（３）－⑤　令和2年度報告書から、新たに辞任等した専任教員等の状況

0 人

　平成30年3月31付で就任辞退した鈴木秀樹助教の後任として、早田雅子助教を令和1年10月1日付で採用し、同一の科目を担当することと
している（平成31年4月AC教員審査済）。
令和2年3月末に退職した4名の教員の後任についても、令和2年度第1回AC教員審査により申請した職位が「適格」と判定されたことから、
令和2年7月1日付もしくは同年10月1日付で専任教員として就任した。
　なお、当該退職教員4名の担当科目のうち「基礎ゼミナール」「コモンスキル」「看護コミュニケーション論」「小児看護学方法論」
「小児看護学演習」「母性看護学方法論」「母性看護学演習」「母性看護学実習」「統合実習」「看護実践能力強化演習」「看護研究
Ⅱ」「生活支援技術論Ⅰ」「生活支援技術論Ⅱ」「医療支援技術論Ⅰ」「医療支援技術論Ⅱ」「看護方法論」「基盤看護学実習Ⅰ」「基
盤看護学実習Ⅱ」「地域包括ケア実習」「精神看護学方法論」「精神看護学演習」「精神看護学実習」は共同担当であり、他の専任教員
も配置されており、さらに教員審査期間中は必要な科目には兼任教員を追加して配置し、学生の履修に支障がなく、教育の質を担保する
よう配慮した。また、退職した荒井洋子講師の「クリティカルケア論」「家族看護学」については専任の水野（今井）千奈津教授及び野
崎百合子助教が担当することで、教育の質を担保した（令和2年1月AC教員審査済）。これらは令和2年度のシラバスを変更し、変更後の内
容で学生に周知した。

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する大学の所見、学生への周知方法、

　（３）－⑥　定年により退職した専任教員に対する後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

合計 後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計 0

（注）・　定年により退職した全ての専任教員についてに記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

0
自由

計 0 科目 計 0 計 0

選択 選択

自由

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

科目 自由 自由

必修 必修

選択 科目 選択
人

必修 科目 必修

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

= = 18.51 ％
5
27

該当なし
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区　　　分
今後の

の実施計画

認　可　時

（平成29年）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（平成30年）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（令和元年）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（令和2年）

　　　　具体的に記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

　　　　全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。

　　　　その履行状況等の参考となる資料があれば、添付してください。

　　　・　「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

該当なし

　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。） と、それに対する履行状況等について、

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

該当なし

該当なし

履　行　状　況

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等

該当なし
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

●入学者選抜方法 ●入学者選抜方法
※2020年入学試験より下記（赤字箇所）のとおり変更を行
う。

１）募集人員と選抜区分
　一般入試　22人
　大学入試センター試験利用入試　30人
　推薦入試　48人
　特別選抜試験　若干名

１）募集人員と選抜区分
　一般入試　22人
　大学入試センター試験利用入試　25人
　推薦入試（公募制推薦入試・指定校推薦入試・大東文化
　大学第一高等学校推薦入試）　43人
　特別入試（自己推薦入試）10人
　特別選抜試験　若干名

※2022年入学試験より下記（赤字箇所）のとおり変更を行
う。
１）募集人員と選抜区分
　一般入試　22人
　大学入学共通テスト利用入試　20人
　推薦入試（公募制推薦入試・指定校推薦入試・大東文化
　大学第一高等学校推薦入試）　43人
　特別入試（自己推薦入試）15人
　特別選抜試験　若干名

２）大学入試センター試験利用入試 ２）大学入試センター試験利用入試
※2020年入学試験より下記（赤字箇所）のとおり変更を行
う。

（１）A方式・・・「英語」「数学」「理科（化学基礎、
　　　生物基礎、化学、生物から１科目選択）」の３科目
　　　600点満点
（２）B方式・・・「英語」と「数学」もしくは「理科
　　 （化学基礎、生物基礎、化学、生物から１科目選
　　　択）」の2科目400点満点
（３）C方式・・・「理科（化学基礎、生物基礎、化学、
　　　生物から１科目選択）」1科目200点満点
　※いずれも化学基礎、生物基礎を選択する場合は２科目
　　の合計得点を１科目として取り扱う。

（１）２教科型・・・「英語」と「数学」もしくは「理
　　　科」（化学基礎、生物基礎、物理基礎から２科目
　　　選択もしくは化学、生物、物理から１科目選択）｣
　　　の2科目400点満点
（２）３教科型・・・「英語」「数学（数学Ⅰ、数学Ⅰ・
　　　数学A、数学Ⅱ、数学Ⅱ・数学Bから1科目選択）」
　　　「理科（化学基礎、生物基礎、物理基礎から２科
　　　目選択もしくは化学、生物、物理から１科目選
　　　択）」の3科目600点満点
（３）４教科型・・・「英語」「数学（数学Ⅰ、数学Ⅰ・
　　　数学A、数学Ⅱ、数学Ⅱ・数学Bから1科目選択）」
　　　「理科（化学基礎、生物基礎、物理基礎から３科
　　　目選択もしくは化学、生物、物理から２科目選
　　　択）」の４科目800点満点

２）大学入試センター試験利用入試
※2021年度入試より下記（赤字箇所）のとおり変更を行
う。
（１）２教科型・・・「英語」と「数学」もしくは「理
　　　科」（化学基礎、生物基礎、物理基礎から２科目
　　　選択もしくは化学、生物、物理から１科目選択）｣
　　　の2科目400点満点
（２）３教科型・・・「英語」「数学（数学Ⅰ、数学Ⅰ・
　　　数学A、数学Ⅱ、数学Ⅱ・数学Bから1科目選択）」
　　　「理科（化学基礎、生物基礎、物理基礎から２科
　　　目選択もしくは化学、生物、物理から１科目選
　　　択）」の3科目600点満点

７　その他全般的事項

＜スポーツ・健康科学部学部　看護学科＞

（１） 設置計画変更事項等
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３）自己推薦入試 ３）自己推薦入試
※2020年入学試験より下記（赤字箇所）のとおり変更を行
う。

　学力のみでは測れない熱意・意欲のある個性豊かな人材
を求めることを目的としている。高等学校の調査書、自己
推薦書、実績等の確認ができる書類等及び面接による総合
評価により判定を行う専願制の入学試験である。

　学力のみでは測れない熱意・意欲のある個性豊かな人材
を求めることを目的としている。高等学校の調査書、自己
推薦書、実績等の確認ができる書類等及び小論文と面接に
よる総合評価により判定を行う専願制の入学試験である。

①　実施体制

②　実施状況

　ａ　実施内容

　　（大学全体）

　　・「前期オンライン授業に関するアンケート」（学生対象）

　　・「遠隔授業に関するアンケート」（教員対象）

　　・「学生による授業評価アンケート」（報告書の作成等を含む）

　　・「卒業時アンケート」（報告書の作成等を含む）

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

　 本学園では「大東文化大学ＦＤ・ＳＤ基本方針」（添付資料①）を定め、ＦＤ、ＳＤ活動に関する大学としての
指針について明確化した。この方針に基づき、コンプライアンス研修や事務職員人事研修を継続するとともに、教育
研究活動等の運営に関する研修や、外部研修を含めた実効性のある育成型研修も含め、実施している。

　全学のＦＤ活動については、教員の教育の内容及び技法の改善、その他研究活動、社会活動等における教員の資質
の向上を組織的に支援することを目的として、「大東文化大学全学ＦＤ委員会」（以下、「全学ＦＤ委員会」とす
る。）を設置している。また、各学部内にもＦＤ委員会の設置またはＦＤ担当教員が配置されており、各学部等の内
容に即した独自のＦＤ活動を行うとともに、各学部のＦＤ委員会委員（またはＦＤ担当委員）が全学ＦＤ委員会委員
の構成員となることによって、全学のＦＤ活動と学部等のＦＤ活動が関連性をもって活動できる体制をとっている。
　全学のＳＤ活動については、学園全体の教員および事務職員を対象としたコンプライアンスに関する研修（個人情
報保護、ハラスメント、研究倫理等）や、事務職員を対象とした人事研修等を行っている。昨年度（令和２年度）に
おけるＳＤ活動については、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、開催予定としていた多人数受講方式の研
修等の実施が中止となり、少人数参加による階層別研修、通信講座の受講等の実施のみとなった。今年度以降のＳＤ
活動については、その実施内容・方法を現在検討中である。

　スポーツ・健康科学部においては、外部講師を招いて2020年10月6日に研究倫理に関する理解を深めるための講演
会を行った。また、看護学科としては2021年3月1日に外部講師により、看護師国家試験対策にかかる教授方法や学生
対応に関する知見を深める研修会を行った。

　ａ　委員会の設置状況

　○大東文化大学全学ＦＤ委員会規程（添付資料②） 

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　・大東文化大学全学ＦＤ委員会
 　　（委員構成）　学長が副学長の中から指名した者１名、各学部が選出する者　各１名、
     　　          各研究科が選出する者　各１名、学長が指名する者　若干名

　　 【令和２年度】…令和2年6月25日（第1回・Web会議）、令和2年7月27日（第2回・Web会議）、
　　　　　　　　　　 令和2年8月12日（第3回・Web会議）、令和2年9月7日（第4回・Web会議）、
        　　       　令和3年1月20日（第5回・メール配信会議）、 令和3年3月29日（第6回・メール配信会議）

　　(1)　本学の教員の教育活動、研究活動、社会活動等に対するFDの視点からの分析及び提言、並びにこれらの
　　　　効果に関する諸調査の企画、実施及び分析
　　(2)　ＦＤに関連する学内外の情報収集とその普及等の広報啓発活動
　　(3)　ＦＤに関する講演会、研究会その他の企画及び開催
　　(4)　「学生による授業評価」の策定及び実施、授業評価結果の分析、並びに授業評価結果報告書の作成及び
　　　　公表
　　(5)　授業評価結果の有効活用その他授業改善に関する取り組みの支援

　ｃ　委員会の審議事項等
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　　・「大学院修了時アンケート」（報告書の作成等を含む）

　　・「ＦＤ研究会」

　　・「manaba全学ＦＤ研究会コース」

　　（スポーツ・健康科学部） 

　　（大学全体）

　　・ 学部及び学科ＦＤ研修会…本学会議室で開催

　　（大学全体）

　　・学部及び学科ＦＤ研修会…教員が参加

　　（大学全体）

　　・「前期オンライン授業に関するアンケート」（学生対象）…Webアンケートを実施。
　　・「遠隔授業に関するアンケート」（教員対象）…メール配信による記述アンケートを実施。
　　・「学生による授業評価アンケート」…原則、専任・非常勤ともシラバスに記載されている開講に対してWeb
　　　アンケートを実施。
　　・「卒業時アンケート」「大学院修了時アンケート」…卒業生及び修了生全員を対象にWebアンケートを実施。
　　・「ＦＤ研究」
　　　１．遠隔授業動画の事前配信（令和2年8月28日よりmanabaを通じて配信）
　　　　①文学部・歴史文化学科・宮瀧　交二
　　　　「【授業実践報告】オンライン（オンデマンド方式）で行う『観光歴史概論Ａ』の授業」
　　　　②経済学部・現代経済学科・角田　保
　　　　「ＰＣ系オンデマンド講義での気づき（Excel実習あり）」
　　　　③外国語学部・英語学科・靜　哲人
　　　　「オンデマンド動画の中で対面講義を極力再現しようとした語学系・英語教員養成系の授業」
　　　　④国際関係学部・国際関係学科・細田　咲江
　　　　「キャリアデザイン　遠隔授業の実践について」
　　　　⑤社会学部・社会学会・阿部　英之助
　　　　「Zoomを用いたグループワークの方法について」
　　　２．全学ＦＤ研究会（令和2年9月3日、Web会議）
　　　　①学生の実態照会
　　　　　中井睦美全学FD委員会委員長
　　　　②遠隔授業について
　　　　　白井康之学園総合情報センター所長
　　　３．「manaba全学ＦＤ研究会コース」（遠隔（オンライン）授業について）
　　　　・オンライン授業紹介動画の配信
　　　　・manabaマニュアル、動画の配信
　　　　・遠隔授業に関するマニュアルの配信
　　　　・教員同士の情報交換　　等

　　・「前期オンライン授業に関するアンケート」（令和2年7月13日～8月7日）
　　・「遠隔授業に関するアンケート」（令和2年8月6日～8月20日）
　　・　manaba全学ＦＤ研究会コース（令和2年8月28日～令和3年3月31日）
　　・「学生における授業評価アンケート」…令和2年11月25日～12月15日において、専任・非常勤計931名が
　　　参加
　　・「大学卒業時アンケート」…令和3年3月5日～3月31日
　　・「大学院修了時アンケート」…令和3年3月5日～3月31日
　　・「ＦＤ研究会」…専任教員・非常勤講師・事務職員など294名が参加。

　　（スポーツ・健康科学部）

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　・学部・研究科合同ＦＤ研修会（令和２年10月6日開催）

　　・看護学科ＦＤ研修会（令和３年３月１日開催）

　　　　

　ｂ　実施方法

　　（スポーツ・健康科学部）

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

  　　大東文化大学全学FD委員会は、下記のとおり、授業改善のための取り組みを行った。
　　・新型コロナウィルス感染防止に伴い実施された遠隔授業について、学生にはWebアンケート （遠隔授業
　　　（Zoom、g-meet、manaba、DBポータル等すべて）に 関するアンケート）を、 教員には記述アンケート
　　　（前期オンライン授業に関するアンケート）をとり、後期授業の質の改善につなげた。
　　・令和２年度より「学生による授業評価アンケート」の対象外の要件を受講者10名から5名に減らすことに
　　　より、 講義科目はほぼアンケートを実施することができた。
　　・今年度より全学ＦＤ研究会の参加対象者を全教員（専任・非常勤）とすることにより、参加者が増加し、
　　　後期授業の質の改善につながった。
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（３） 教育課程連携協議会に関する事項

　※専門職大学、専門職短期大学、専門職学科、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。

　　　　いて記入してください。

　　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　大学ホームページにて公開。

③　認証評価を受ける計画

　平成28年度に評価機関（公益財団法人大学基準協会）による認証評価を受審し、同協会が定める大学基準に適合し
ているとの評価を受けた。次回は、2023（令和5）年度に認証評価（公益財団法人大学基準協会）を受審する予定で
ある。

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

　　毎年度の自己点検・評価活動として、「自己点検・評価報告書」及び「外部評価委員会報告書」を作成。

　　（令和2年度分については、令和3年５月末までに公開予定。）

　ｂ　公表方法

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　大東文化学園（大学、高校、幼稚園）では、2019年度よりこれまでの自己点検・評価体制から、内部質保証体制へ
と移行し、活動を行っている。内部質保証推進委員会のもと、「全学自己点検・評価委員会」、「企画調整委員会」
を設置し、大学全体の内部質保証を推進するとともに、各部局には「部局別自己点検・評価委員会」を設置し、大学
基準協会の「大学基準」および「点検・評価項目」、各種根拠資料を用いて、毎年度自己点検・評価を行っている。
各部局の自己点検・評価結果は、全学的観点により「自己点検・評価報告書」として纏められ、学園の下に設置した
「外部評価委員会」による助言、勧告をいただいている。毎年度、「自己点検・評価報告書」と「外部評価委員会報
告書」は学内外に公表している。
　看護学科については、開設前に一部教員の就任辞退があったほか、開設後も退職する教員が複数いたが、教員審査
を受けたうえで担当科目の追加や後任の教員採用を行い、当初予定していた教育体制を維持している。入学者につい
ても、開設２年目に定員割れとなった以外は安定して確保できている。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　　令和２年度実施状況は、上記②において記載済み。令和３年度は、前期・後期授業開講時において大学
  全体のWebアンケートを実施する予定。

　ｂ　教員や学生への公開状況，方法等

　全学ＦＤ委員会の責任において、本学ホームページへの掲載等を含め、必要に応じて行う。

「該当なし」

　　　　「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

（４） 自己点検・評価等に関する事項
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※設置計画が各大学等が社会に対して着実に実現していく構想を表したものであることに鑑み、

　設置計画履行状況報告書については、各大学等のウェブサイトに公表するなど、積極的な情報提供をお願いします。

　ａ　公表予定の有無　　〔　　　有　　　・　　　無　　　〕

≪ａで「有」の場合≫

　ｄ　公表しない理由　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　ｂ　公表（予定）時期　〔　調査結果公表後３ヶ月以降　〕

≪ａで公表「無」の場合≫

（５） 情報公表に関する事項

　ｃ　公表方法　　　　　〔　ウェブサイトへの掲載　〕

○　設置計画履行状況報告書（令和３年度）
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（平成 28 年 12 月 19 日制定） 

 

大東文化大学ＦＤ・ＳＤ基本方針 

 

【基本方針】 

大学運営が高度化・複雑化していくなか、教育研究活動の質の向上及び教学支援、学生支

援、管理運営等の諸課題に対応し大学改革を推進していくためには、教職員の能力開発と資

質の向上が欠かせない。 

本学は、「アジアから世界へ―多文化共生を目指す新しい価値の不断の創造」という大学

の理念に沿って教育研究上の目的を達成し、社会の要請に応える大学づくりと大学運営上

の諸課題に対応できる教職員を養成するため、ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）

及びＳＤ（スタッフ・ディベロップメント）の活動を積極的に推進する。ＦＤとＳＤは、企

画立案を担うそれぞれの運営主体の方針に基づき、計画性と継続性のある活動として、教職

員全体の組織的な機能充実に向け相互補完的に連携をはかりつつ取り組むものとする。 

 

  

１．大学は、授業内容及び方法の改善を図り優れた教育システムの提言と構築を実現する

ため、「学生による授業評価」と授業改善をはじめとする組織的なＦＤ活動を推進する。 

２．各学部・研究科は、各々の教育の特徴を活かした授業改善及び教育の質向上を目指

し、ＦＤ活動を推進する。 

３．大学は、教学支援、学生支援、管理運営等の各分野において、大学及び高等教育政策

に関する知識と理解のもと企画立案から課題解決に至るまで、自らの力で改革を推進

することができる教育職員および事務職員を育成するため、ＳＤ活動を推進する。 

４．本学の教職員は、教職協働の考え方に基づき、ＦＤ活動とＳＤ活動に積極的に参画す

る。 

５．教育職員は、大学及び各学部・研究科が実施するＦＤ活動に積極的に参画し、自己の

能力開発及び教育研究の質向上に努める。また、大学ガバナンス、コンプライアンス、

管理運営の観点から、大学が実施するＳＤ活動に積極的に参加する。 

６．事務職員は、大学が実施するＳＤ活動に積極的に参画し、高等教育政策に関する幅広

い知識の習得と自己のキャリアに応じた専門性の高度化に努める。 

７．大学のＦＤ活動は、大東文化大学ＦＤ委員会が推進する。 

８．各学部・研究科のＦＤ活動は、大学が推進するＦＤ活動との連携をはかりつつ、それ

ぞれの学部研究科において推進する。 

９．事務職員を主な対象としたＳＤ活動は、総務部人事課及び人事委員会が推進する。 

10．教育職員を主な対象としたＳＤ活動は、学長が推進する。 

11．ＳＤ活動の内コンプライアンスに関する取り組みは、コンプライアンス推進会議が推

進する。 
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テキスト ボックス
７　その他全般的事項　
（２）教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

　【添付資料①】




７ その他全般的事項 （２）教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む） 

 

【添付資料②】 
○大東文化大学全学FD委員会規程（平成18年５月15日制定） 
 

（目的） 
第１条 この規程は、大東文化学園内部質保証推進委員会及び学部・大学院と連携をとりつつ、大東文

化大学における教員の教育の内容及び技法の改善、その他研究活動、社会活動等における教員の資質
の向上を組織的に支援することを目的とする。この目的達成のため、全学FD委員会（以下「委員会」
という。）を設置する。 
（任務） 

第２条 委員会は、前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる事項を審議検討し、実施することを
任務とする。 
(1) 本学の教員の教育活動、研究活動、社会活動等に対するFDの視点からの分析及び提言、並びに
これらの効果に関する諸調査の企画、実施及び分析 

(2) FDに関連する学内外の情報収集とその普及等の広報啓発活動 
(3) FDに関する講演会、研究会その他の企画及び開催 
(4) 「学生による授業評価」の策定及び実施、授業評価結果の分析、並びに授業評価結果報告書の作
成及び公表 

(5) 授業評価結果の有効活用その他授業改善に関する取り組みの支援 
(6) その他、委員会が必要と認めた事項 
（組織） 

第３条 委員会は、次の委員をもつて構成する。 
(1) 学長又は学長が副学長の中から指名した者 １名 
(2) 各学部が選出する者 各１名 
(3) 各研究科が選出する者 各１名 
(4) 学長が指名する者 若干名 

２ 委員会の委員長は、前項第１号に定める者とする。 
３ 委員会に副委員長を１名ないし２名置く。副委員長は委員会の同意を得て委員長が指名する。 
４ 副委員長は委員長を補佐し、委員長に事故があつた場合は、委員長の職務を代行する。 
５ 委員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。 
６ 委員が欠けたときの後任の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 
７ 委員会は必要に応じて委員以外の者に同委員会への出席及び発言を求めることができる。 

（運営） 
第４条 委員長は委員会を招集し、その議長となる。 
２ 委員会は、委員の過半数の出席がなければ、議事を開き、議決することができない。 
３ 委員会の議事は、出席委員の過半数でこれを決し、可否同数のときは議長の決するところによる。 

（専門部会） 
第５条 委員会は、第２条の任務を遂行するにあたり、必要に応じて専門部会を設けることができる。 
２ 専門部会には、委員以外の協力委員を置くことができる。 

（事務局） 
第６条 委員会に関する事務は、学務部学務課が担当する。 

（規程の改廃） 
第７条 この規程の改廃は、学長がこれを行う。 

附 則 
この規程は、平成18年５月15日から施行する。 

附 則（平成21年６月15日） 
本規程は、平成21年６月15日から施行する。 

附 則（平成22年２月22日） 
１ この改正規程は、平成22年４月１日から施行する。 
２ この改正規程の施行に伴い、大東文化大学学生による授業評価実施委員会規程は、平成22年３月31

日をもつて廃止する。 
附 則（平成27年３月18日） 

この規程は、平成27年４月１日より施行する。 
附 則（平成31年２月25日） 

（施行期日） 
１ この規程は、平成31年４月１日より施行する。 

（規程の改正及び名称の変更） 
２ 平成18年５月15日制定及び施行の「大東文化大学ファカルティ・ディベロップメント委員会規程」

を改正し、名称を「大東文化大学全学FD委員会規程」に変更する。 
附 則（令和元年10月28日） 

この規程は、令和元年10月28日から施行する。 
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